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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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その２　冒険者を誘うダンジョン
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　パーニッツ王国、レディナイト城下町。

　三番街の外れに、俺の店はある。

「ふぁ～あ……」

　あくびをしながら、俺は今日も店の前を掃そう除じする。ホウキで塵ちりを掃はき、落ちているゴミを拾い、壁かべに掛かけられた看板を磨みがく。

　看板に書かれた「レンタル武器屋シヨツプアリーチェ」という文字は、今日も道行くお客さんに元気に主張している。

「毎朝、精が出るな。コテツよ」

　その看板の真下に座っている、ガーゴイルのガーさん。獣けものの悪あく魔まの姿をした石像で、ある意味ウチの店における第二の看板のようなものだ。そのガーさんは看板と同じように、じっと動かずに通りを見ていた。

　今日も朝から冒ぼう険けん者たちが道を歩いている。外ではなく、城下町の中央付近へ向かう人が多いのは、そこに冒険者ギルドがあるからだろう。ギルドで魔ま物もの討とう伐ばつのクエストを受けるために、彼らは毎朝早起きなのだ。

「おっす、おはようコテツくん！」

「おはようございます！」

　お得意様の冒険者が手を振ふっている。

「後でまた行くから！　いい武器残しといてくれよ！」

「ウチの武器は全部いいものですよ！」

　彼らは朝に冒険者ギルドに行き、クエストを受けたらまたこの店に戻もどってくる。そうして武器を持って城下町を出ていくのが日課になっているのだ。

「それからリルさんも！　今日も綺き麗れいだね！」

「当然だ。私の防具は常に磨かれているからな！」

　店のドアを開けて、リルが姿を見せていた。宣伝と実験のためと言って全身鎧よろいを着込んでいる彼女は、エプロン姿で掃除用具を持ち出している。中身はもの凄すごい美人だという噂うわさなのだが、いかんせん見た事がないのでコメントのしようがない。

「コテツ。ここの掃除は私がやっておく。汝なんじは朝食の支し度たくをしろ」

「あー、んじゃ任せるよ」

　看板の拭ふき掃除が終わったので、俺は持っていた雑ぞう巾きんをリルに手て渡わたす。

「うむ、任された。汝は掃除も鍛冶かじも半人前だが、料理だけはウチの誰だれよりも上手だからな。適材適所というやつだ」

　朝日に照らされるリルの鎧を尻しり目めに、俺は店の中に戻る。ランプの灯あかりが全すべてついていない店内には、多くの武器が立ち並んでいる。

　ロングソードやショートソードの剣けん、スピアやランスなどの槍やり、バトルアクスやカタールにメイスに弓矢、それからカイトシールドにスクトゥム、バックラーなどの盾たて、ライトアーマーからヘヴィアーマーなどの鎧。

　およそ戦うのに必要な武器と防具は全て揃そろっている。

　ここが俺たちの店だ。

　もうすぐ、ここに多くのお客さんがやってくる。

　その前に、全ての準備を済ませておかないと。

　まずは朝食だ。サンドイッチと野菜ジュースで栄養をつけよう。

　そう考えて厨ちゆう房ぼうへ向かおうとする。

「お？」

　ちょうどその時、作業場へ続く扉とびらが開いた。

『おはよー』

　スケッチブックを持って出てきたのは、金きん髪ぱつの少女。遅おそくまで作業をしていたのだろう、煤すすに汚よごれた頰ほおを擦こすっている。そのまま作業場で眠ねむってしまったに違ちがいない。

　彼女──アリーチェこそ、ウチの店における本当の看板だ。

　アリーチェが作る武器がなければ、この店は成り立たない。鍛冶士であるアリーチェが作り出す武器は、他ほかの誰にもマネできない代しろ物ものだ。

　実は彼女は天界に住んでいた女め神がみであり、とある目的のために下界に降りてきたのだが、あくびをしながら柱にぶつかりそうになっている今の彼女からは、微み塵じんもそんな雰ふん囲い気きを感じられない。

『コテツ、ごはんは？』

「ああ、今作るから少し待っててくれ」

　彼女はスケッチブックに文字を書いて会話をする。

　なんでも声に魔ま力りよくがあるため、うかつに喋しやべれないらしい。その上、生来の人見知りも手伝って、なかなか会話が成立しない事が多々あった。打ち解けた今では、多少のワガママも言えるようになったが。

　そんなアリーチェだが、最近は師し匠しようとして俺に鍛冶を教えてくれるようになった。

　俺は俺で、強い武器を作る目的がある。その目的を果たすまでは、アリーチェのそばであらゆる技術を学び尽つくすつもりだ。

「よーっし、『腹が減っては戦いくさはできぬ』だ！　パパッと作るか！」

　腕うでまくりをして厨房に向かう俺。

　アリーチェの一番弟で子しとして、今日もがんばろう！







「おはよー！　コテツいる!?」

　いるに決まってるだろう。ウチの店なんだから。

　当然の質問をしつつ、朝食中のダイニングに入ってくるのはエランティ。今日も朝から元気いっぱいの笑え顔がおを浮うかべている。正確にはウチの店員ではないのだが、もう家族みたいなものだ。そのくらいの頻ひん度どで出入りしている。

「なんだよエランティ。まだ朝飯食ってるんだけど」

「いいからいいから、ちょっと来てよ」

「ってオイ！」

　ダイニングでパンを食べていた俺を引っ張り出すと、エランティは店内の武器をいくつか物色する。俺は食べかけのパンを持ったまま、そこで立ち尽くすハメになった。

「ちょっと武器使わせて欲しいんだよね。いくつか必要なんだよ」

「武器～？　こんな朝っぱらから、何を作るんだよ」

　エランティは冒険者ではない。もちろん戦せん闘とう能力もない。ただし様々な道具を発明する能力と、金の匂においを嗅かぎ分ける鼻に関しては自他共に認める才能がある。

　今回も奇き妙みような発明に付き合わされるのだろうか。

「魔ま物ものを狩れる武器を探してるの」

「魔物？　お前が狩るのか？」

「ううん、コテツが」

「なんで俺がそんな事しなくちゃならないんだよ」

「だってコテツ強いじゃん」

　そりゃ俺は元冒険者だし、子供の頃ころからじいさんに鍛きたえられてきた。多少は武器の心得があるけれど、それとこれとは話が別だ。

「でね、氷属性の剣が欲しいの。魔物をピキピキって凍こおらせる奴やつ」

「……？　なぁ、本当に何が目的なんだ？」

　我が「レンタル武器屋アリーチェ」は、冒険者のために武器を貸し出す店だ。討とう伐ばつする魔物によって、それにふさわしい武器を選ぶ事ができるのがメリットだ。

　普ふ通つうに買えば数千万ガッツから、ものによっては億を超こえる値段の武器──それらを格安でレンタルする事で、あらゆる魔物討伐に対応できるのがメリットである。

　もちろん俺も元冒険者の杵きね柄づかで、討伐対象に合った武器をコーディネートする事くらいはできる。

「目的を教えてくれれば、俺もやりやすいんだけど」

「あ、そうだよね。ごめん」

　頭を搔かいて舌を出すエランティ。

「どうしたエランティ。何の騒さわぎだ」

『また何か面おも白しろい事するの？』

　ちょうど騒ぎを聞きつけて、食事を終えたアリーチェとリルもやってきたところだ。ガーさんは食器を片付けてくれている。石像の状態でどうやって皿洗いをするのか見てみたいが、今はそれどころではない。

「儲もうけ話があるんだよ」

「またそれかよ」

「今回は違うの！　ちゃんと商業ギルドを通した企き画かくなんだから！」

　エランティは工こう匠しようギルドに所属する職人のひとりだ。しかし工匠ギルドで作ったものを売るには商業ギルドを通す必要がある。そのため職人と商人は顔見知りだ。

「今度のお祭り企画でさ、魔物の料理をたくさん売り出そうと思ったんだ！　いろんな魔物の肉を使って、食べ比べるの！　そしたら冒険者もいっぱい来るんじゃないかな！」

「あー、例の〝人集め企画〟の一いつ環かんか」

　現在、レディナイト城下町では大量の冒険者を募ぼ集しゆうしている。そのために商業ギルドが様々な企画を進行しているのだが、それにエランティも嚙かんでいたのか。

　冒険者の数が増えれば、結果的にウチの店も儲かるので歓かん迎げいしたいところだ。

『いいんじゃないかな』

　アリーチェがスケッチブックを見せる。

『ついでに武器の宣伝もできるし。商業ギルドの人たちにはお世話になってるし』

「だよね！　さっすがアリーチェ、分かってる！」

　アリーチェの手を取って喜ぶエランティ。

「ならば相応の準備をせねばなるまい」

　リルが武器の棚たなを見る。

「ただ殺すのではなく、食用として使うためには武器を厳選する必要がある。鈍どん器きなどは確実にまずい」

「そうだね。属性武器もダメなのかな？」

　リルの言葉に同意しつつ、エランティも棚に触ふれる。

「属性によるんじゃないか？　土属性とか毒属性は危険だけど、火や氷だったら」

「氷はいいでしょ。冷れい凍とうして持って帰りたいんだよ」

　ああ、だから氷属性の武器が欲しかったのか。

「槍はどうだろう。あまり肉を傷つけずに狩かれるけど」

「解体するならナイフも必要だね。うーん、どれを使おうか」

　あれこれ悩なやんでいる俺たちに対して、アリーチェが簡単な解決法を示してくれた。

『全部持っていったら？』







　レディナイト城下町の城じよう壁へきを通とおり抜ぬけ、西へ。

　魔ま物もの避よけの有ゆう刺し鉄てつ線せんの柵さくが張られた畑が多く見られるが、中にはそれを破は壊かいして農作物を荒あらす魔物がいる。そういう魔物は新米冒険者の格好の獲え物ものとなり、彼らの養分となるのだ。

　その畑から少し離はなれた場所、街かい道どう沿いの草原に俺たちはテントを張った。

　城壁の外なので絶対に安全とは言えないが、街道沿いならば万が一の事があっても通りがかった人に助けてもらえる。

「はっ！」

　腰こしを落とし、一気に剣を振ふる。

　この近くによく出しゆつ没ぼつするデビルボアというイノシシ型の魔物の心臓付近を斬きりつける。三メートル近い体長の魔物を、胴どうから真っ二つに切断できるのは、アリーチェの武器のおかげだ。

　さらに氷の属性が備わっているおかげで、切断面から一気に凍り付いていく。

「さて、お次は肉か」

　氷属性の剣は鞘さやに収め、今度は火属性のナイフを取り出す。殺した魔物の皮の間に差し込み、一気に剝はぐ。動物の解体方法は子供の頃にじいさんに教わったが、魔物の皮も似たようなものだ。

「手伝うぞ」

　剝いだ皮と肉が宙に浮く。ガーさんが念力で移動させてくれているのだ。

「おっ、サンキュー」

　これだけの量の肉を持って帰るのは至難の業わざだ。ガーさんがいてくれて良かった。

　解体を終えて、街道付近のテントに戻もどると、いい匂いがする。

「あ、コテツ！　おかえり！」

　エプロン姿のエランティが肉を焼いていた。

　テントの中に備え付けた肉焼きセット──鉄板で焼いているように見えるが、実はこれ、火属性のクレイモアだったりする。

　剣けんの腹に肉を置くだけで、こんがりジューシーな焼き肉が完成するわけだ。

「そっちはどうだ？」

「むむっ！　この肉は美味だ！」

　テントの中でリルが叫さけぶ。

「血の味がしないぞ。これはどうやって血ち抜ぬきしたのだ？　まだ狩ってからそんなに時間経たっていないはずだ」

「あー、それはさっきのホーンディアーとは違う魔物の肉だ。ブラックオックスっていう水牛みたいな奴の肉を使ったんだけど」

「こっちは売れるぞ。メモしておこう」
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　実際に食べ比べてみると、魔物によって味が違ちがうのが分かる。普通は雑食の魔物を食べようとする人はあまりいないのだが、きちんと調理すればイケるんだよ。家か畜ちくの肉は安くて簡単に調理できるけど、魔物肉は工く夫ふう次し第だいではまったく別物の料理になる。

「で、今度はデビルボアの肉だ。これも試ためしてみてくれ」

「はーい」

　今しがた狩った肉をエランティに渡わたす。

　少し休もうとテントに入ると、中ではリルだけでなく、アリーチェが一心不乱に肉を食べていた。口の周りをタレで汚よごしながら、嬉うれしそうに咀そ嚼しやくしている。

　エランティの言う通り、これは儲かるかもしれない。今は実験的に焼いているが、これを商業ギルド主体でもっと手広くやれば──

　ふと、テントの周りが騒がしい事に気づく。

　顔を上げると、数人の冒ぼう険けん者がいた。

「あの……何やってるんですか？」

　パーティを組んだ新人の冒険者たちだ。なぜ新人だと分かるのかというと、防具だ。城下町で売っている格安の防具セットに身を包んでいる。値段は安いけど、なかなかの性能を誇ほこるものだ。

　そんな彼らがここに来た理由は、ひとつしかない。

「ここ、肉屋さん……ですか？」

　見れば彼らは全員、腹を押さえている。

　それはそうだろう。クエストは腹が減るものだ。長い時間をかけて移動し、重い鎧よろいを着て、死ぬ気で魔ま物ものと戦っていれば誰だれだってそうなる。

　そんな中、肉が焼ける匂においがしているんだぞ。

　俺だってそっちに足が向く。

　で、そんな新人冒険者たちに向かってエランティはこう言ったのだ。

「一皿、四──いや、五〇〇ガッツ！」







「さぁさぁ、見ていってくださいよ！　レンタル武器屋シヨツプアリーチェ、この武器の数々、その威い力りよく、そして、様々な用よう途とをねっ！」

　こういう出張販はん売ばいは以前にもやった事があった。

　ただし、今回は状じよう況きようが違う。

「すいません、これください！」

「俺も俺も！」

「はーい、ちょっと待ってね！　今焼けるから！」

　串くしに刺さした肉を焼き、タレをつけてもう一度焼いてから皿に盛る。

「はい、一皿五〇〇ガッツね！」

　代金と引ひき替かえに肉串の載のった皿を手て渡わたす俺。次のお客さんのために、また新しい肉を焼いてタレにつける。

　俺の後ろでは、新しい肉をナイフで捌さばくリルと、今までの肉の評価を書き込んでいるエランティが。そして隣となりのブースでは、アリーチェとガーさんが別の接客をしている。

「力が欲しければくれてやる。今なら狩ってきた肉を持ち込めば、その場で調理してやるぞ。ただし料金はいただくが」

　肉串を販売する隣で、武器をレンタルしているのだ。

　新米冒険者にふさわしい格安のセットで、この辺りの魔物なら誰でも簡単に狩れるようになるはずだ。そうして狩ってきた魔物の肉を受け取り、俺が調理する。その肉を販売して利益を得る。

　レンタル料と肉串代で、ダブルで儲もうけられるというわけだ。

「コテツ、肉がなくなった。今度は私が狩りに行こう」

　巨きよ大だいな槍やりを持ったリルが立ち上がる。その勇ましい姿を見て、新米冒険者たちが驚おどろきの声をあげる。

　テントを出て魔物を追い回すリルに、特に女性の冒険者が喝かつ采さいを浴びせる。リルの全身鎧は人類でもトップクラスの性能を持っている。そんな高級品を着て戦う凄すご腕うでの女性に、同じ女性として憧あこがれを抱いだくのだろう。

「ふーっ」

　ようやくお客さんの波が収まり、一段落。

　鉄板代わりに使ったクレイモアを手ぬぐいで拭ふきつつ、今日の思いがけぬ成果に満足していた。

「良かったなエランティ。この企き画かく、きっとうまくいくぞ」

「うん！　これなら肉以外でも、色々な企画が進められそう！」

　喜ぶエランティ。

「これで冒険者がいっぱい集まるといいな」

「そうだね。来るといいねー」

　現在、パーニッツ王国は大量の冒険者を急きゆう募ぼしている。

　その原因は、少し顔を上げるだけで見える。

　テントの外に広がる草原──その奥。




　緑色の壁かべが空を覆おおっていた。




　城下町の西には、広大な森林があるはずだった。

　見み渡わたす限かぎりの森と、その向こうに見えるはずだった山脈──それらは、あの緑色の壁に隠かくれて見えない。

　巨大な壁は森と山をぐるりと取り囲み、ドーム状になっている。

　冒険者の言葉を信じるならば、あのドームは森そのものなのだそうだ。

　森の中の木々が変質して、壁になったのだと。森林を形作るはずの木、土、水、それらの自然物が突とつ然ぜん変異して、ドームになったのだという。その頂点には穴が空いており、陽光や大気は供給されていると分かる。

　そこに足を踏ふみ入れれば最後、迷めい路ろのように入り組んだドームから出る術すべはない。

　脱だつ出しゆつ不可の迷めい宮きゆう──人は、それを〝ダンジョン〟と呼ぶ。

「見れば見るほど不安になってくるよなぁ、あれ」

　森だった場所にそびえ立つ、美しい半球。

　どう考えても自然に出来たものではない。

　かといって、あんなに綺き麗れいで巨大な建造物を人間の手で造るというのも不可能だ。こればっかりは女め神がみのアリーチェでも難しいだろう。

「なぁアリーチェ。あのダンジョン、アリーチェでも分からないのか？」

　俺の問いに、アリーチェは首を横に振ふって答える。

『神様や悪あく魔まなら造れるかもしれないけれど、造る意味が分からないよ』

「そうだなぁ」

　理由も含ふくめて、さっぱりだ。

　あんな巨大なダンジョンをいつ、誰が、どのように、何のために造ったのか。

　それを解決するために冒険者が集められているのだ。

　正直、俺にはどうすればいいのか全く分からない。

　どうすればダンジョンを攻こう略りやくした事になるのか。あの巨大なドームを元通りに戻せばいいのだろうが、その手段を見つけるところから始めなければならない。

　もちろん中には強大な魔物がいるだろう。それらを倒たおし、迷宮の謎なぞを解く冒険者が果たしているのだろうか。

　単独では絶対に無理だ。

　複数の冒険者が集まり、知ち恵えや力を出し合わないと攻略できない。

　だからパーニッツ王国は冒険者を集めているのだ。

「冒険者がいっぱい来れば、きっとお店も繁はん盛じようするよ～」

　こんな時なのに、エランティだけは嬉しそうだ。

　だけど、彼女の言う通りだ。後ろ向きに考えていても仕方ない。

『たくさんの冒険者に使ってもらいたいね』

　燃えるナイフを拭きながら、アリーチェも笑う。

　そうだ。俺たちは冒険者じゃない。レンタル武器屋なんだ。

　冒険者に使ってもらえるように努力するのが、俺たちの仕事だ。

　ダンジョンを攻略してもらえるように、がんばろう！
















[image: その２　冒険者を誘うダンジョン]




　深い闇やみの中にいる。

　お互たがいの顔も分からないほどの漆しつ黒こくの空間で、俺は言葉を待つ。

「──話が違ちがうではないか」

　重苦しい声が部屋の隅すみから聞こえる。

「予定よりだいぶ遅おくれている。このままでは当初の計画が果たせぬぞ」

「口では何とでも言える」

　また別の場所から、嗄しわがれた声。

「我々に必要なのは時間ではない。成果だ。いくら早かろうが、結果が出せねば意味がない。金と時間さえあれば何でもできると思うたか？　それこそ浅はかよ」

「何だと貴様！」

　イスを蹴けって立ち上がる音。

　他ほかの声は動じない。皆みんな、この状況に慣れているからだ。

「ケッ。くだらねぇ」

　聞き慣れた声。俺の隣から発せられている。

「俺はジジイどもの口くち喧げん嘩かを聞きに来たんじゃねーんだよ。このまま話が進まないってんなら俺は帰るぜ」

「若造のくせに言うではないか。ならば貴様が代案のひとつでも出してみよ」

「代案なら山ほど出したじゃねーか。なぁ、コテツよ」

　隣の男が俺に話を振ってくる。

「え、ええ……まぁ」

「だが彼からの意見はまだ聞いていないな」

　低い声が俺に向けられる。

「そうだな。コテツくんの意見を聞こうではないか」

「コテツくん。何か言いたい事はあるかね」

　自分の手も見えないほどの闇の中、複数の目がこちらを向いているのが分かる。全員、殺気立っている。ここで俺が下手な事を言おうものなら、ただで済むとは思えない。

「ええと、その」

　慎しん重ちように言葉を選びつつ、俺はこう質問した。

「ランプ、まだ直らないんですか？」

「そうなんだよ、いい加減この暗い部屋から出たいんだけど」

「新しいランプを持ってこさせてるんだけど……何やってんだかホントに」

　闇の中からうんざりした返事が聞こえた。

　ちょうどその時、

「ごめんなさい、お客さんが来ていたものですから」

　新しいランプを両手に持った女性が部屋に入ってきた。商業ギルドのギルド長の奥さんである。彼女は暗い会議室に次々とランプを置き、照らしてくれる。

　ランプが壊こわれた時に、場所を移ろうと何度も提案したのだが、この人数が会話できる場所がこの会議室しかなかったのだ。商業ギルドといっても、本部はそれほど広くないのである。

「やあ、ようやく明るくなった。良かった良かった」

　低い声で頷うなずくのは、青果店の店主。冒ぼう険けん者のように盛り上がった筋肉と、毛深い身体からだが特とく徴ちよう的だ。

「そうじゃな。いやー、暗いと目つきまで悪くなりそうじゃった。なんだか悪の帝てい国こくの幹部になった気分じゃったよ」

　喫きつ茶さ店てんのマスターも白いヒゲをいじりながら笑う。

「それで、お客さんって？」

　この中では一番威い厳げんのない、小太りのおじさん──商業ギルドのギルド長が、奥さんに尋たずねる。すると奥さんは返事の代わりにお客さんを会議室に通した。

　三〇代くらいの男性だが、このメンツの中では若い方だ。俺と、ローゼの兄さんの次くらいに若いはず。

　そんな彼を俺は知っている。冒険者ギルドのギルド長だ。

「やぁやぁ、すみません。こんな夜ふけに。本当は明日あしたでも良かったんですけど、良い知らせだったので、早めにお伝えしなければと思いまして」

「ん、何か進展があったのかい？」

「ええ。先ほど国王陛下からお達しがありまして。各ギルドに特別助成金が出るようになりました。例のダンジョン攻略のために、いかなる手段を使ってでも冒険者を集めるようにと」

　冒険者ギルドのギルド長の言葉に、会議室が一気に沸わき上がる。

「本当かい!?　これで少しは楽になるぞ！」

「やった！　金さえあれば何でもできるぜ！」

　俺の隣となりでローゼが吼ほえている。工こう匠しようギルドに所属している彼だが、今回の件はどこのギルドでも同じような問題だ。だからこうして会議に参加している。

「いや……よく考えたら金があってもどうしようもねーな」

　そんな彼だが、すぐに前言を撤てつ回かいした。

「冒険者が来ねーと意味がねーんだよ。その金を使って、どうやって冒険者を呼ぶか今朝からずっと話し合ってたんじゃねーか」

「それが分かってたら、こんな遅おそくまでウダウダ言っとらんわい」

　喫茶店の主人がぼやく。

　とにかく今は冒険者を呼ぶ事が最優先。なにせ国策になるほどだ。城下町のすぐ近くにダンジョンがいきなり生まれれば、どこの国でもそうなるだろう。

　ダンジョンを放置すると、まずい事になる。昔、とある国がダンジョン内で発生した魔ま物ものの大軍に滅ほろぼされた事があるのだ。ダンジョン内で交配を繰くり返かえした結果、図ず鑑かんにない未知の魔物が生まれたのだという。

　それ以来、異形の巣は迅じん速そくに確実に徹てつ底てい的に叩たたき潰つぶす方針になった。

　ここまで大事になれば、普ふ通つうは騎き士し団などの公的な軍隊が出動するべきなのだろうが……実は、もうすでに出動して退散した後だった。

　街の治安を守ったり、他国の軍隊と戦うのが得意なパーニッツ騎士団ではあるが、ダンジョン攻こう略りやくは仕事の範はん疇ちゆうではなかったようだ。

　それでも一部の騎士は冒険者と同じようにダンジョン攻略をしている。これは冒険者に負けたくないという騎士団のプライドもあると聞く。

「まぁ、愚ぐ痴ちを言っても仕方ないよ。ここは商機と思わなきゃ」

　商業ギルドのギルド長は何度もそう言うが、具体的な案は出ない。

「商機と言えば……こういう時、コルクスノウさんがいればなぁ」

　誰だれかのぼやきが聞こえた。

　そう、城下町西にショッピングモールを構えるコルクスノウは、現在行方ゆくえ不明なのだ。

　モールがあった地点は、現在ダンジョンに吞のみ込まれている。彼らを含ふくめ、ダンジョン出現時に森にいた人たちの捜そう索さくもやっているが、成果は出ない。

　元気でいるといいんだけど……。

「実際、冒険者は着実に増えている。予想より少ないけれど、余所よそからやってきた冒険者がダンジョンを攻略しやすいようにサポートするのが商業ギルドの仕事だと思っている」

「このままダンジョン攻略してくれないと、冒険者以外のお客さんも減っちゃうかもしれないもんねぇ」

　食堂のおばちゃんもため息をつく。

「冒険者を増やすのも大事だけど、すでに増えている冒険者へのサービス……か」

　腕うでを組みつつ、俺も考える。

　じわじわと増えている冒険者。彼らがどれだけの人数集まろうが、すでにダンジョン攻略は始まっているのだ。彼らの冒険をサポートするのが、俺たちの仕事ではないか。

「──よし、ならば少し早いが、フェーズを第二段階へ移行する！」

　商業ギルドのギルド長の言葉に、その場にいた全員が頷いた。







　レディナイト城下町から西。先日、魔物の肉を狩かって焼いた場所から少しだけ北に向かって進むと、ダンジョンの入口がある。

　他にもいくつか侵しん入にゆう口はあるらしいのだが、城下町から一番近くて安全に入れるのはここだけだ。

　ドームの入口にふさわしく、ここもまた半円状の穴が空いていた。侵入者を誘い込むために開かれた門は、奥に続くダンジョンの恐おそろしさをまったく感じさせない。

　樹木と枝で造られた壁かべに空いた不自然な穴。

　その奥には、やはり自然物で造られた壁があった。入口から見えるのは、まっすぐに続く回かい廊ろうのような道のみ。誰かが壁に燭しよく台だいをかけてくれているが、奥までは見えなかった。

　パーティを組んだ冒険者が、入口から中を覗のぞき込み、やがて意を決したように入っていく。その先で待っているのは、栄光か死か。

　そのパーティとすれ違うのは、大ケガをした冒険者。全身傷だらけで、息も絶え絶えになっている。仲間の冒険者が助けを求めて大声で叫さけんでいる。

「誰か！　誰か助けて！」

「はいよ、どうしました？」

　すぐに駆かけつける人たち。

「あー、こりゃひどいね。即そつ効こう性の傷薬が必要だわ」

「あと、これは……毒だな。植物性の。顔色で分かる」

「おーい錬れん金きん術じゆつ師しの兄ちゃん！　傷薬と毒消し！　すぐに頼たのむ！」

「はーい！」

　すると、入口付近で待機していた錬金術師がカバンを漁あさり、急いで走ってきた。

「合計で五万ガッツになります！」

　ニコニコ笑って冒険者の治ち療りようをする錬金術師。

　彼だけではない。ダンジョンの入口には、危機的状態に陥おちいった冒険者を助けるためにあらゆる分野のエキスパートが待機している。

　商品を持って。

　仲間を助けてもらった冒険者が値段の交こう渉しようをしているのを聞きながら、俺は彼らのはるか上部で作業をしていた。

「コテツくん、もうちょい右の方下げてくれるかな!?」

「はーい！」

　ハシゴを支えてもらいつつ、俺はダンジョン入口の上部に巨きよ大だいな看板を貼はり付つけていた。ガーさんが可か愛わいらしいフォントで書いた「ようこそパーニッツダンジョンへ！」と記されたそれをワイヤーで固定する。

　ふと、振ふり返ってみる。

　入口付近には緊きん急きゆう用の錬金術師たちが待機しているが、そこからさらに離はなれていくと、さまざまな屋台が並んでいた。

　料理はもちろん、武器防具、薬、罠わな、中にはまったく関係ないリンゴ飴あめの屋台まで。さらには簡単な宿しゆく泊はく施し設せつまで建てられているではないか。

　商業ギルドが主しゆ催さいする〝ダンジョン前商店街〟とでも言おうか。これからダンジョンへ入ろうとする冒険者に利用してもらうために造られたのだ。

　もちろん商業ギルドが儲もうけるためではあるが、たまに冒険者を騙だます悪徳業者がいるので、それらへの警けい戒かいの意味もある。

「おつかれさま、ありがとう！」

　看板を取り付け、ハシゴから下りる。他ほかのギルド員に手を振って、俺は自分たちの店に戻もどる事にした。

『コテツ。おかえり』

　ダンジョン前商店街の中なか程ほどに、ウチの店の屋台がある。

　レンタル武器屋シヨツプアリーチェ、ダンジョン前支店だ。前に使ったテントを少しだけ改造して、ここに支店を建てる事ができた。

　今はアリーチェとガーさんが店番をしている。本店の方はリルに任せているが、あっちには在庫はほとんど残っていない。みんなこちらの支店に移動させている。大たい抵ていの冒険者はダンジョンを目指すからだ。

「ただいまアリーチェ。そっちはどうだった？」

『お客さん、いっぱい来たよ。私が応対したの』

「おおっ、やるじゃないか！」

　応対がうまくいったことは彼女の表情を見ればすぐに分かる。人見知りでスケッチブックでしか会話ができないアリーチェが、よくぞここまで成長したものだ。

「力が欲しいか──力が欲しくばくれてやる」

　アリーチェの隣では、ガーさんが新規の冒ぼう険けん者に会員証を発行しているところだった。その冒険者は説明を聞きながら、ふんふんと頷うなずいている。

「なるほど、魔ま力りよくの契けい約やく書か。これで借りパクなどを防止するわけだな。うむ、かなり良いシステムじゃないか。パーニッツにはこんな武器屋があるんだな」

　会員証を受け取ったのは、ベテランっぽい壮そう年ねんの剣けん士し。彼はさっそく巨大な剣をレンタルしたようで、その刀身を満足げに眺ながめている。

「他の店はどれも似たようなものだが、この武器屋だけは珍めずらしいな」

「えっ、他は珍しくないんですか!?」

　驚おどろいて俺が冒険者に質問してしまう。

「ん？　ああ、ダンジョン前に店を開くのは他国では珍しい事ではないよ。ここまで奇き妙みようなダンジョンは初めてだが、遺い跡せきなどの前には商人が来るものだ」

「あー、分かるわ。パーニッツだとダンジョン自体珍しいのかしら」

　その冒険者の仲間であろう、若いお姉さんも頷いている。

　二人とも歴戦の勇士っぽい雰ふん囲い気きだ。様々な国を回って冒険しているに違ちがいない。

「あの、俺たち、もっと冒険者を呼びたいんです」

　冒険者の立場から意見を訊きいてみる。

「そうだろうな。これだけ大きなダンジョンだと、攻略のために他国から多くの冒険者を呼びたい気持ちも分かる。だが、今のままだと目立たないぞ」

「私たちもたまたま冒険者ギルドの貼り紙を見て、ヒマだったから来ただけだもの」

　そう言って、お姉さんが一枚の紙を見せてくれる。

　それは冒険者ギルドの依い頼らい書だった。これと同じものが世界中のギルドに貼られているのだが、なんというか、地味だ。

　ただ短文で「パーニッツにダンジョンが生まれたので、攻略したい冒険者求む」という簡素な見出し。

「人を呼びたいのであれば、冒険者ギルド以外にも頼たよった方がいいぞ。まぁ、これほどのダンジョンだ。中に魅み力りよく的なお宝があれば、自然と冒険者も来るだろうが」

「そうですね……ありがとうございます」

　俺は腰こしに手を当てて頭を下げる。見る人が見れば東方の礼だと気づくのだが、彼らは普通に手を振って去っていった。

『今のままだと、お客さん来ないんだね』

　俺たちの会話を聞いていたアリーチェも、複雑な表情。

『商店街だけじゃなくて、ダンジョン自体の宣伝が必要なのかな』

「そうだな」

　事態はウチの店だけではないのだ。

　このダンジョンがいかに魅力的か、世界中の冒険者にも分かってもらわなくてはならないのだが、それがいまいち分からない。

　リゾートや観光地ではないのだ。「入ったら最後、死体すら残らない極ごく悪あくダンジョンです！　どうぞいらっしゃいませ！」などと宣伝するわけにもいかない。

　先ほど見せてもらった依頼書によると、このダンジョンの謎なぞを解き明かし、元通りにできた冒険者には国王から莫ばく大だいな賞金がでるという。それは魅力的なものだろうが、それだけでは冒険者は来ないのか。

「変わってて面おも白しろいダンジョンだと思うんだけどな」

　それを紙面で伝えるのが難しいのだ。

「どうやら問題は我々ではなく、冒険者ギルドのようだな。役所のような場所だから、あまり奇き抜ばつな真ま似ねはできないのであろうが……」

　ガーさんも唸うなっている。

　すると、近くで商業ギルドの人たちが集まって何か騒さわいでいる。

「マジかよ……これは卑ひ怯きようだ」

「ああ、ズルいよこんなの」

　冒険者ギルドの依頼書を見て悔くやしそうな顔をしている。

「どうしたんですか？」

「ああコテツくん。見てくれコレ」

　三さん軒げん隣となりで冒険者用の道具を売っていた青年が見せてくれたのは、先ほどと同じような依頼書なのだが、パーニッツのものではない。海を越こえた大陸にある巨大な国だ。その国が戦争をするので傭よう兵へいを募つのっているのだが……。

　依頼書には、美しい姫ひめのイラストが描えがかれていた。

「このヴェロッサ姫、あっちの大陸では並ぶ者がいないほどの美人って話でな。彼女を初めて見た田舎いなかの青年が心臓マヒを起こして死んだって伝説もあるくらいだ」

　絵を見ただけで分かる。きっと国内でも有名な画家が描いたのだろう。紙からですらヴェロッサ姫の美しさが伝わってくる。

「こんなの見せられたら、俺たちも傭兵になっちまうよなぁ」

　男たちが頷いている。

　正直、俺も気持ちは分かる。ただ、今の俺は姫の美しさよりも「こういうやり方があったのか」という感心が上回っていた。

　それと同時に冒険者を取られてしまう焦しよう燥そう感かんが増してきた。

『こういう宣伝ならエランティの方が得意そうだけどね』

「ああ。でももうエランティは別の企き画かくで忙いそがしいからな」

　こないだの会議で、「新しく冒険者を呼ぶのも大事だが、来てくれた冒険者へのサービスも徹てつ底ていする」という結論に達した。そこでエランティは後者のサービスを任される事になったのだ。

「はーい、もっと急いで！　でも洗せん剤ざい残したらダメだよ！」

　今、彼女は商業ギルドと工こう匠しようギルドの男たちを集めて、巨大な鍋なべを洗っている。魔ま物ものの肉を使って巨大な煮に込こみ料理を作ろうとしているのだ。ド派手な料理の匂においにつられた冒険者が、鍋を囲んで交流を深めるのを目的としている。

「今、あいつの邪じや魔ましちゃいけないな」

　彼女も一いつ生しよう懸けん命めいアイデアを出して、実行しているのだ。俺たちも何かやらなくては。

　そう考えながら、一日が過ぎてゆく。

　深夜のダンジョンはさすがに危険なので、夕方には大半の冒険者が帰ってくる。当日レンタルの武器が全すべて返へん却きやくされたのを確かく認にんして、今日の営業はおしまい。

　屋台だけそのままにして、帰り支じ度たくをする。

　他の店てん舗ぽも続々と店じまいをしているのを見ながら、俺はダンジョンを見る。

　松明たいまつやランプの灯あかりに照らされたダンジョンの入口は、巨大な化け物の口のようだ。

「なんで生まれたんだろうなぁ、あんなでっかいダンジョン……」

　おそらくパーニッツ王国に住むほとんどの人間が思っている事を、改めて呟つぶやく。

　疑問はそれだけじゃない。

「あのダンジョン、周囲の草木を変形させて造られたものっぽいけれど──最初から森にいた生き物って、どうなってるんだろう……？」

　木や草や土、それから埋うもれていた遺跡などはまだいい。

　その中で暮らしていた動物、それから魔物、さらにはレアモンスター。それらはどうなってしまったのだろうか。

　俺とアリーチェがずっと追っている魔物──赤毛のガラティーン。

　奴やつもこのダンジョンに吞のみ込まれてしまったのだろうか。

　だとすると困るぞ。奴は俺とアリーチェの大切なマジックアイテムを吞み込んだままなんだから。

「まぁ、あいつがただ何もせずにやられてる姿も想像できないけどな……」

　ちょうどその時、またヘロヘロの冒険者が入口から吐はき出されてきた。俺は帰り支度の手を止めて、錬れん金きん術じゆつ師しの手伝いに行くのだった。







「うーん、姫に対たい抗こうできるほどのキャラかぁ……」

　翌日、俺はヒマな店内で頭を抱かかえていた。

　ダンジョン前支店にはアリーチェとリルが行ってくれている。エランティは相変わらず商業ギルド全体の企画を手伝っている。そのため、こっちの店内は異様なほど静かだ。

　まるで今の商業ギルド全体を表しているかのようだ。

　つまり、冒険者たち──お客さんは別の国に行っている。ダンジョンという魅力的なロケーションに惹ひかれた冒険者を、わざわざ城下町のレンタル武器屋に引き戻せるほどの魅力を持った何かで対抗しなければならない。

「ううううう、ダンジョン……魅力……姫……」

「何を唸っているのだ汝なんじは」

　俺の横でガーさんが平然としている。

「だって美人の姫だぞ!?　あんなの出されたら、誰だれだってそっちに行くだろ！」

「何を言っているか。こちらには女め神がみがいるではないか」

「あ」

　そうだった。すっかり忘れていたがアリーチェは女神だった。

「じゃあウチの商業ギルドもアリーチェを広こう告こく塔とうにしてみるか？」

「それは困る。アリーチェが人間界にいる事は、一部の者しか知らぬ。それに神がひとつの集団に肩かた入いれしたと知れたら、戦争が起きるかもしれぬ」

　ガーさんの言葉に、俺は納なつ得とくする。

　そうだよな。アリーチェが鍛冶かじ士しをやっているのは、ガラティーンに勝つための武器を作るためであって、商業ギルドのためじゃないんだよな。商業ギルドのために働いているのは、あくまで世話になっているからであって。

　個人的な親切は、個人の範はん疇ちゆうで済ませるべきだよな、うん。

「そうだよな。アリーチェは今のままがいい」

「コテツにしては珍しい反応だな」

「そうか？」

「むしろ『もっとアリーチェの魅力を世界中に！』などと言うかと思ったぞ。汝はアリーチェの弟で子しである事を誇ほこりに思っているのだろう？」

「俺が伝えたいのは、アリーチェの鍛冶だよ。そりゃアリーチェは女性としても可か愛わいいし、すっごく魅力的だ。でも、アリーチェが一番輝かがやいているのは、作業場で一生懸命ハンマーを振ふっている時なんだ」

　ギルドの依頼書に絵を載のせるだけじゃ、アリーチェの魅力は表せないのだ。

「なるほど、コテツの言いたい事は分かった。つまりアリーチェに匹ひつ敵てきする存在が広告塔になれば良いのではないか？」

「いるのか？」

　もしもアリーチェやヴェロッサ姫に対抗できるほどの魅力を持った人がいるなら、全てが解決するのだが。

「我われだ」

　自信満々に答えるガーさん。

　……空耳だろうか。

「つまりだ、我をマスコットキャラとして売り出すのだ。この愛らしい石像の我をギルドの依頼書や看板などに描く事により、パーニッツの冒ぼう険けん者ギルドだと一目で分かるようになれば良いだろう」

「ガーさん。俺の実家には〝自らの刀の長さを知らぬ者は、自らの強さを知らぬ〟っていう格言があってな。自分の能力を過信してはいけないという意味なんだが」

「何が言いたいコテツ」

「そりゃあ、もちろん──」

　ガーさんを罵ば倒とうする言葉はいくらでも出てくる。

　しかし、そうではない。

「いやガーさん、マスコットキャラってアイデアはすごくいいんじゃないか？」

「そうであろう」

「うん、いいよ。アリーチェのような女神が出せないなら、自分で作ればいいんだ。商業ギルドのマスコットを作って売り出すんだよ」

　俺はさっそく紙をテーブルに置き、いくつかの案を出す。

　どうせお客さんなんて来ないんだ。好きなだけアイデアを出しまくればいい。

「コテツよ。そんなものではなく、我をだな」

「いいからガーさんも知ち恵えを出してくれ！　もっと可愛いキャラだ！」

「むう……」







　かくして俺が提案したマスコットキャラ作戦は、たちまち商業ギルドに広まった。俺だけでなく、ギルド全体で可愛いキャラを募ぼ集しゆうし、さらにヒマな画家などを連れてきて何度も改良を重ねた結果、マスコットキャラが完成した。

「これだ！」

　ダンジョン前商店街で、商業ギルドのマスターが人を集め、イラストを見せた。

　そこに描かれているのは、二頭身で二足歩行の獣けもの……と呼んでいいのだろうか。

　特に頭が異様に大きい。胴どう体たい部分は人間に近いが、モフモフした毛皮で覆おおわれている。白い毛並みの所々に赤い模様がある。

　顔には小さな丸い目と口が描かれているだけ。頭の上に耳が生えており、体毛と合わせて動物のキャラクターだという事が分かる。

「この目と口のバランスに苦労したんだよ……三日かかったからね」

「ギルド長。これ、何のキャラクターなんスか？」

　猟りよう師しの格好をした男が手を挙げる。

「いい質問だ。これが我が商業ギルドが掲かかげるマスコットの〝ガラテンくん〟だ！」

「ガラテンくん？」

　ざわめく商業ギルドの人たち。

「これね、パーニッツに出しゆつ没ぼつする〝赤毛のガラティーン〟ってレアモンスターがモデルなんだよ。それだけ強い魔物も、こうしてみると可愛いでしょ？　レアモンスターもこの程度っていう意味も込めてるんだ」

　俺も最初は何のキャラクターか分からなかった。まさか宿敵であるガラティーンがこんな風にデフォルメされるなんて。

　だけど、可愛い事は確かだ。

　ギルド長が言う通り、目と口がなんともいえず可愛い。見ていて和なごむのだ。それに全身の毛の具合がフワフワしていて気持ちよさそうだ。あれのぬいぐるみを作れば売れるんじゃないだろうか。

「…………！」

　そんな事を考えている俺の隣となりで、アリーチェが目を星のように輝かせていた。

「アリーチェ……気に入った、のか？」




　ぶんぶんと首を縦に振るアリーチェ。

「というわけで皆みなさん、これからこのイラストを各店に配りますので、これをモチーフにした商品の開発をしてください。がんばって冒険者を呼びましょう」

「……！」

　ギルド長の言葉に、アリーチェが全力で拍はく手しゆをする。

　それにつられて、他ほかの人も拍手をした。

　なんだかんだあったけど、この作戦がうまくいけばいいな。

「…………ガラティーンめ……我の方が……！」

　そんな俺たちをよそに、呪じゆ詛そのような言葉を吐くガーさんだった。
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　ガラテンくんの登場は、レディナイト城下町に火を点つけた。

　まだ下準備の段階なので、本当に火を熾おこしたレベルだ。まずは職人と話し合って、ガラテンくんの今後の展開を決めなくてはならない。

　しかし今まで先が見えなかった商業ギルドにとって、何か明確な指針が出来たのは大きかった。何か企き画かくを起こす時には、まずガラテンくんを絡からめようと決めただけで、どんどんアイデアが湧わいてくるらしい。

　ウチの店も、そこに便乗する事になった。

　ガラテンくんのイラストが入った商品を作るのだ。

「どうだコテツよ」

　ガーさんが俺に見せてくれたのは、新しい会員証。いつも口から出しているそれは、冒険者の名前とランクなどが記されている。そして今回は、カードの隅すみっこにガラテンくんのイラストが描えがかれていた。

「おお、すごいじゃんガーさん！」

「この程度、我にかかれば造作もない事だ」

「今ウチの店を利用すればガラテンくんの会員証がもらえる、って売り出せば、少しはお客さんも増えるんじゃないかな」

「それだけではない。絵え柄がらが一種類だけだと満足できぬ客もいる可能性を考こう慮りよして、二種類用意してみた」

　もう一種類のカードには、デフォルメされたガーさんのイラストがあった。

「……まだ諦あきらめてなかったのか」

「何を言うか。我こそはこの店の看板ではないか」

「ダメダメ。もう一種類もガラテンくんのイラストにしてくれ」

　まだぶつくさ言っているガーさんを放ほうって、俺は店内を見回す。もともと武器の装そう飾しよくなどが派手な分、店てん舗ぽそのものに過か剰じような飾かざり付つけなどはしていなかったのだが、今は壁かべにガラテンくんのポスターが貼はられている。

　ポスターには「求む冒険者！」と大きく書かれている。これが今、世界中の冒険者ギルドに貼られているそうだ。この愛くるしいガラテンくんに惹ひかれてポスターを見た冒険者が増えていると聞く。

　我われながら単純なアイデアだと思ったが、よくここまで発展したものだ。

　実際に存在している姫ひめと違ちがって、マスコットキャラなら色々な事をさせられるのもポイントだ。携たずさわる人が多ければ多いほど、広く展開できる。

「ふう……結局、徹てつ夜やしてしまったぞ」

　いつものように全身鎧よろいを着たリルがやってきた。疲つかれているようだが、兜かぶとのせいで顔色が分からない。

　だけど彼女の足取りが軽いのは、手に持っているぬいぐるみのせいか。

「どうだ。ガラテンくんの編みぐるみだ。試ためしに編んでみたのだが」

　そう言ってリルがカウンターに置いた編みぐるみは、非常に出来が良い。毛糸のおかげでガラテンくんのモフモフした毛並みが再現できている。これは抱だきしめたくなるほど可か愛わいい。

「すごいなリル！　やっぱり手先が器用だと、可愛さもひと味違うな！」

「そ、そうか……う、うむ、ならば作った甲斐かいがあるというものだ」

　褒ほめたのにそっぽをむくリル。はて、何か気に障さわるような事を言っただろうか。

「それにしてもリルほどの職人でも虜とりこにしちゃうんだから、このガラテンくんのデザインってすごいよな」

「そうだな。この毛並みの柔やわらかさと、顔の無む邪じや気きさは狙ねらって出せるものではない。これをデザインした者は神の類たぐいではなかろうか」

　実際は商業ギルドのおじさん連中が試行錯さく誤ごの末に生み出したんだけどね。

「あ、そういえば本物の女め神がみは大だい丈じよう夫ぶなのか？」

　作業場へ続く扉とびらを見る。

「三日も篭こもっているぞ。師し匠しよう、大丈夫なのだろうか……」

「食事はちゃんと食べてくれるんだけどな」

　心配になって何度も様子を見に行っているのだが、そのたびに心配が増す。

　俺はリルの顔を見てから、再び作業場の扉を開いた。

　むわっとする熱気が顔を焼く。炉ろの熱が部屋中に充じゆう満まんしており、その中心ではハンマーの音が定期的に聞こえてくる。

「アリーチェ？」

　俺が呼んでも、ハンマーの音が止まる事はない。

　作業場の中央で、アリーチェは一心不乱に鉄を打っていた。今、彼女が作っているのは盾たてのようだ。

　女神の作った盾であれば、どんなに鋭するどい槍やりでも突つき通す事はできない。そればかりか炎ほのおや雷かみなり、それに毒の霧きりですら跳はね返かえすほどの魔ま力りよくを秘ひめている。

　そんな強力な盾の表面に、ガラテンくんが描かれている。

　盾だけではない。アリーチェが作った剣けんの刀身、斧おのの刃は、鎧の胸部装そう甲こう、絵が描けるあらゆるスペースにガラテンくんがいた。

　昨日見た時よりも、倍くらい増えている。

　おそらく並へい行こうして作業していたのだろうが、これだけの数の武器や防具、よく作れたものだ。レンタルではなく販はん売ばいしたとしたら、国がひとつ買える値段になるだろう。

「…………～♪」

　機き嫌げんが良い時にしか聞こえない、アリーチェの鼻歌。今は最高にゴキゲンなようだ。

　ガラテンくんを見るアリーチェの笑え顔がおはいつもと違う。楽しいというより、陶とう酔すいしているような、うっとりとした顔。女神なのにそんな事でいいのだろうか。

「アリーチェ。楽しいか？」

　そんな彼女を見ていたら、つい尋たずねてしまう。

「うん、すごく楽しい！」

　返事がきた。

　アリーチェの声で。

「え？」

「あ……！」

　俺とアリーチェの声が重なる。

　──しまった！

　アリーチェがスケッチブックで意思の疎そ通つうをしているのは、何も人見知りという理由だけではない。

　神とは人間が持たない力を持つ存在だ。

　アリーチェは上位の女神ではないが、その力は確かにある。鍛冶かじの技術ではなく、その細い喉のどから出る声に力があるのだ。

　アリーチェの声は人間を惑まどわす。声に強制力があり、万ばん物ぶつに作用する。ガーさんはそう言っていた。

　ほら、その証しよう拠こに、今、俺の心臓が──

「お、おお……？」

　心臓だけじゃない。身体からだ中がゾクゾクしてくる。寒いのではない。リズムを刻むように揺ゆすられている気がする。

　何かに突き動かされているような衝しよう動どうが全身を駆かけ巡めぐる。

　同時に笑いがこみ上げてきた。

　なんだこれ。

　面おも白しろいぞ。リズムに乗るのが気持ちいい。

「し、師匠、今なんと……？　あ、ああ、何、身体が勝手に!?」

　俺だけじゃない。一いつ緒しよに様子を見に来たリルも身体を揺すっている。さらに手足も一緒にリズムに乗って、二人で踊おどってしまっている。

　それどころかアリーチェが今しがた作った武器や防具も動き出した。カタカタと揺れ動く武具たちが壁や床ゆかに打ち付けられて、打楽器のように音を奏かなでている。その音に合わせて、俺とリルは勝手に踊ってしまう。

　うわ、楽しい。ずっと踊っていたい。

　アリーチェの声のせいだ。本当に気持ちが乗った「楽しい」という返事のせいで、こんなに動いてしまうのだ。

「あ、ああああああ……」

　踊りまくる俺たちの中心で、アリーチェが泣きそうな顔になっている。

「……！　…………！」

　小さな声でモゴモゴと呟つぶやきながら、この奇き妙みような舞ぶ踏とう会を必死で止めようとしているアリーチェ。どういう力が働いたのか不明だが、俺たちのダンスはそれから一時間後にようやく止まった。

　簡単なダンスくらいだったから〝楽しい〟の範はん疇ちゆうで済んだが、もしもアリーチェが俺たちに命の限り全力で踊るように命令すれば、衰すい弱じやく死ししていたかもしれない。

『ごめんなさい……』

　スケッチブックに大きく書いて謝るアリーチェ。

『本当はきちんと口で謝りたいのに、それもできない。本当にごめんなさい』

「大丈夫です師匠。誰だれにでも欠点はあります。女神でもそうです」

　汗あせだくのリルがアリーチェを抱きしめる。彼女は鎧を着ているから、俺の数倍は体力を消しよう耗もうしているはずなのに。

「リルの言う通りだアリーチェ。失敗を糧かてにして、同じ過あやまちを繰くり返さないようにするのが大事なんだ」

「偉えらそうな事を言って、元はと言えば貴様が話しかけたりするからだろうが！」

　リルに睨にらまれる。

『気をつけます……』

　しょんぼりするアリーチェ。

　優すぐれた力を持っている女神のはずなのに、なんだか人間よりも不便に思える。

『あと、コテツは悪くないよ。私が浮うかれちゃったのが悪いんだもん』

「よっぽど気に入ったんだな、ガラテンくん」

『だって可愛いから』

　たった今作ったばかりの盾に描かれたガラテンくんを見て笑うアリーチェ。

　ガラテンくんの魅み力りよくは先ほどの失敗も忘れてしまうほどなのだろう。天界にはマスコットキャラなんていないからなぁ。







　ダンジョン前商店街が一気に華はなやかになった。

　それまで屋台だけだったのが、屋台とガラテンくんで埋うめ尽つくされた。ただそれだけなのに、商店街の雰ふん囲い気きがまるで違うのだ。

　モフモフの獣けものに占せん領りようされた商店街は、冒ぼう険けん者もギルド員たちも和なごませてくれる。全すべての商品にガラテンくんのイラストがついただけで、印象が良くなるのだ。

「はーい、ガラテンくんまんじゅうお待ちどお！　一〇個パックで一〇〇〇ガッツ！　今なら、おまけにガラテンくんストラップもつけちゃうよ！」

「キャー！　何コレ、可愛い！　おばさん、これもう一個つけて！」

　小さなガラテンくんのおまけを見た若い女性が嬉うれしそうに飛び跳ねている。その様子を見た男の冒険者が「おばちゃん俺もひとつ！」とまんじゅう屋に群がってくる。このように女性人気がそのまま男性人気にも繫つながるようだ。

「おー、ここがあのガラテンくんのダンジョンかー」

　ポスターを見て来たのであろう冒険者の一同がダンジョンの入口で話し合っている。特に名めい称しようは決めていなかったのに、冒険者の間ではそう呼ばれるようになった。

　名前がついたのは嬉しいが、俺はというと、また新しく看板を描えがくハメになってしまった。今度はガーさんにも手伝わせたが。

　だけど、こうしてガラテンくんが呼び込みをしたおかげで、冒険者が目に見えて増えたのは嬉しい。

　俺は今まで、冒険者がクエストを受けるのは報ほう酬しゆうが目当てなのだと思っていた。

　だけど考えてみれば、大量にあるクエストの中で、自分に合ったものを探すのは至難の業わざだ。食事のメニューを決めるよりもずっと大変だ。

　そんな時、パッと目につく可愛いものがあるだけで、決め手になってしまう時がある。食事で言うなら、デザートの一品のようなものだ。

「はいはーい！　いらっしゃーい！」

　さらに目玉はガラテンくんだけではない。

　ダンジョン入口に設置されている巨きよ大だい鍋なべ。人間どころか牛ですら二、三頭は丸ごと煮に込こめる、プールのような鍋から食しよく欲よくをそそる匂においが立ちこめている。

　鍋の上に橋を渡わたし、その上からかき混ぜている男が数人。彼らに交じってエランティが元気よく手を振ふっていた。

　これも客寄せのためなのだろう、胸部と腰よう部ぶしか覆おおっていない鎧よろい──ビキニアーマーと名付けられた──を身に纏まとい、大きな胸と声でお客さんを呼んでいる。

「現在、無料でヘルオストリッチの煮込みを配ってます！　このダンジョンの入口付近に出しゆつ没ぼつする魔ま物もの、肉を持ってくれば買い取りますよー！」

　魔物の肉や皮、それにダンジョン特有の金属や木材や石材などは他ほかでは手に入らないため、それなりの値段がつく。

　これが冒険者にとって、かなりの稼かせぎになるのだ。

　冒険者でなくとも、突とつ然ぜん変異した魔物の素材によって新しい発明品が生まれる事があるので、職人たちも彼らが持ち帰る土産みやげを楽しみにしている。

　言ってしまえば、珍めずらしいダンジョンはそれ自体が宝石箱のようなものだ。

　だからダンジョンを攻こう略りやくする冒険者への、〝そこで何が採れるのか〟というアピールは欠かしてはいけない。

　まず最初にガラテンくんで目を惹ひき、次にダンジョンの特色を紹しよう介かいする。

　この二段構えの戦略がうまくいったのだ。

「いらっしゃいませ！」

　レンタル武器屋シヨツプアリーチェ、ダンジョン前支店も大だい繁はん盛じようである。ガラテンくんに呼ばれた冒険者が、ウチの店の商品を見てビックリするのが楽しい。まさかこんな所に伝説級の武具が並んでいるなんて、誰も思わないだろう。

　ガーさんが丁てい寧ねいにシステムを説明している横で、俺は別のお客さんの応対をする。

「ここの武器、本当にすごいね！　マジックアイテムの類たぐいかい？　君が集めたの？」

「いいえ、当店自じ慢まんの鍛冶士が一から製作したものです」

「そんな優れた鍛冶士が……鍛冶の里の人間か……いや、世の中には天才が多い」

　本当にその通りだ。鍛冶の里で次期村長候補と呼ばれていたリルですら師と仰あおぐ女め神がみがいるのだから。

　実際、リルが作った鎧も商品として並んでいる。彼女は武器よりも防具作りの方が合っていたようで、最近ではアリーチェに追いつく勢いだとか。

「コテツく～ん」

　聞き慣れた女性の声に顔を上げる。

「あ、ケイティさん。どうもこんにちは！」

　昔からウチの常連であるケイティさん。ランク５の冒険者である彼女もダンジョン攻略組のひとりだ。冒険者仲間とパーティを組み、連日アタックしている。

　彼女のパーティは毎朝ウチで武器と防具を借りていく。二泊はく三日という長期レンタルではない。日によって目標が変わるため、ある日は火属性、次の日は弓矢主体など、まったく違ちがうタイプの武器を使い分けているのだ。

「今日もいっぱい冒険できました～。アリーチェちゃんの武器と防具のおかげよ～」

　そんな彼女は今、ビキニアーマーを身につけている。いったい何を目標にしていたのだろうか。

　今日も白い肌はだに巨きよ大だいな胸、形の良い尻しりを惜おしげもなく晒さらしている。本人はまったく気にしていないようだが、道行く冒険者がケイティさんをガン見しているので、俺としてはそっちの方が気になる。

「あら～？　どうしました～？」

　しかしケイティさんは凄すご腕うでの冒険者だ。自分に向けられている視線くらい簡単に察知できる。ニコニコ顔で振り向かれ、彼女を見ていた男たちは戸と惑まどってしまう。

「い、いえ、その、あー、その鎧のガラテンくん、可か愛わいいですね！」

「あ、ああ、まったくだな。そんな小さい鎧にもガラテンくんが描かれてるんだぁ～。すごい技術だなぁ～」

「そうなんですよ～。とっても可愛いですよね～、ガラテンくん」

　白々しい言い訳をする冒険者たちだが、ケイティさんはそれを頭から信じ切っている。

　なるほど、言い訳にも使える便利なマスコットキャラである。

「コテツ。そろそろ行くぞ」

　などと油を売っている間に、リルに急せかされてしまった。

　もうそんな時間か。支し度たくをしないと。

　俺はケイティさんに挨あい拶さつすると、自分の武器と防具を見み繕つくろい始める。







　ウチの店は、基本的に昼から夕方にかけてはヒマだ。

　これは本店でもそうなのだが、冒険者は朝から昼にかけて武器を借りにくる事が多い。午前中に旅立ち、全力でクエストを行い、夜までに帰ってくるのだ。特別な事情でもない限り、夜に武器を借りるお客さんはほとんどいない。

　このダンジョンはそれが顕けん著ちよで、朝から夜まで当日レンタルのお客さんが非常に多い。何がいるのか分からないダンジョンに一いつ泊ぱくする勇気のある冒険者は少ない。

　だから朝のラッシュを乗り切れば、あとは店番は大量に必要ない。

　で、その空いた時間を何に使ったのかと言うと──

　ダンジョンの探たん索さくだった。

　俺とリル、それからエランティでダンジョンのあらゆるものを調べている。

「どこに行っても、風景が変わらないもんなんだなー」

　ダンジョンの中というものは、どうやっても不安になる。

　今、俺たちがいるのは、ダンジョンの第二層。入口から一時間くらい進んだ場所に上り階段があり、そこを上ってすぐの通路だ。

　通路と言っても幅はば二〇メートルはあり、団体のパーティがすれ違えるほどの余よ裕ゆうはある。ここだけでなく、おそらくこのダンジョン全ての通路が同じ幅だろう。

　外から見ると緑色だった壁かべだが、内部は石と木を混ぜたようなもので塗ぬり固かためられており、どんな方法でも破れない。

　誰だれがどう見ても自然に造られたものだとは思えない。かと言ってこれを人間の手で造ったのかと言われたら、それも信じられない。

　まるで定規で引いたような正確な迷めい宮きゆうに、未知の素材を使った壁で、こんなに美しく形にできる職人などいるわけがない。

　仮にいたとして、長い年月をかけてコツコツやれば造れるかもしれないが、このダンジョンは一いつ瞬しゆんで生まれたものだ。

「こんな精せい巧こうな迷宮、古代文明の遺い跡せきでもそうそうないぞ……」

　壁に触ふれながら、俺は嘆たん息そくする。

　そんな迷宮の中で、俺たちが何をやっているのかと言うと──

「うひゃー、こんな魔物もいるんだ！」

　エランティが赤いスライムの死体を手にして苦く笑しようしている。

　冒険者に向けて商売をするのだから、その内容を把は握あくしておかないと問題が起きる可能性が高い。食べ物の味が分からないのに、お客さんに出す料理人はいない。それと同じようなものだ。

「これ、食べられるかな？」

　スライムの死体に触れるエランティ。血のように赤い色をしている。

　しかし、だからといって食べられないとは限らない。ワインだって赤いじゃないか。

「ちょっと火で炙あぶってみようぜ」

　火属性のナイフで内臓の一部を焼いてみる。なんとなくジューシーな匂いがする。食べられそうな気もするが……なかなか勇気が要いる。

「食材もいいが、資材にも目を向けてみろ」

　リルは先ほどからずっと壁に触れている。

　持っていた槍やりで少しだけ壁を突つくと、小さな穴が空いた。ただし向こう側へ通り抜ぬけられるほどの穴はできないようだ。

「この壁……鉄のように堅かたいが、主材料は木材だ。いったいどのように作ればこんな材質になるのか……」

「鎧の材料とかになりそうか？」

「鎧よりも建築材として優ゆう秀しゆうだな。製法が分かれば、あるいは戦争のやり方が変わるかもしれない」

　それほどまで優すぐれた壁なのか。

　冒ぼう険けん者にとっては魔物も迷宮も邪じや魔まにしかならないかもしれないが、それ自体が宝だと思える人もいるって事だ。

　もっと奥には、また別の新素材が眠ねむっている事だろう。

　もう少し進んでみたい気もするが、そろそろ時間的に限界だ。

「よし、じゃあ戻もどろうか」

「うん」

　エランティはメモをポケットにしまうと、壁を見る。

　そこには俺たちより遥はるか前にここを訪おとずれた冒険者たちによるサインが書かれていた。これを辿たどって入口まで戻ればいい。

　ただし、多くの冒険者が勝手に落書きをしているようなものなので、入口付近は非常に汚きたない。

「そろそろ壁のサイン、掃そう除じした方がいいな。逆に迷う冒険者が出そうだ」

「それよりも、正しい標識などを設置した方がいいのではないか？」

　リルがそう提案する。

「誰が書いたか分からない落書きを頼たよるより、商業ギルドか冒険者ギルドが率そつ先せんして〝この先危険〟や〝順路〟など、要点を絞しぼった標識を置けばいい」

「ああ、それはいいアイデアだな！」

　幸い、商業ギルドにはガラテンくんがいる。ガラテンくんマークの看板などを多く設置すれば、すでに踏とう破はされた低階層のダンジョンで迷わなくなる。

「あと、もうちょっと灯あかりが欲しいよね」

　エランティの意見も頷うなずける。

　ダンジョンにおいて、暗くら闇やみほど怖こわいものはない。どこから魔ま物ものが襲おそってくるか分からない恐きよう怖ふは筆ひつ舌ぜつに尽つくしがたいものがある。

　壁にランプや松明たいまつなどを設置しておけば、順路が分かりやすくなって、冒険しやすくなるだろう。

　冒険者が満足できるサービスを提供するのは、武器屋の基本だ。

　その精神をダンジョンにも適用すればいいのだ。

「ところでこれ、どうしようかな……」

　先ほど焼いたスライムを見る。最初は食えるかと思っていたが、火が通ったらカチカチになってしまった。これじゃ嚙かめない。

「捨てるの？　勿もつ体たいないなー」

「じゃあエランティが食えよ」

「嫌いやだよ気持ち悪い」

　正直すぎるエランティに苦笑していると、ふと、視界の隅すみに何かが映った。

　魔物……だろうか。それにしては小さな生き物だ。長い耳をした、ふさふさな毛並みのウサギに似た小動物だ。ただ二足歩行をしており、前足なのか腕うでなのか分からない部分を身体からだの前で組んでいる。

　奇き妙みようなのは、背中に鉄板のようなものを背負っていることだ。さしずめシールドラビットとでも名付けるか。

「……食うか？」

　つい、その小動物に焼いたスライムを見せる。

「何やってんのコテツ。ウサギは草食だよ？　しかもスライムなんて──」

　エランティが言い終える前に、小動物は素す早ばやく俺に飛びかかり、持っていた焼きスライムを奪うばってどこかへ去っていった。

「……食べるんだ」

「魔物だしな。そういう種族なんだろ」

　あの鉄板を背負ったウサギ、森では見た事がない魔物だった。あれもダンジョン特有の魔物なのか。

　なんとなくガラテンくんに似た可愛さがあったが、ああいう敵意のない魔物だらけならいいんだけどな。

　ウサギが闇やみの中に消えていったのを見届けてから、改めて帰ろうとする。

「ん、どうしたリル？」

「か、可愛いな、今の魔物……」

　荒あらい息で両手をワキワキと動かしている彼女に、今回は同意したい気持ちだった。

「あんな魔物がいるなら、それをマスコットキャラにしてもいいかもな。ガラテンくんの友達として売り出すのもアリじゃないか？」

「いいね！　さっそくギルド長に相談してみるよ！」

　さすがエランティ。儲もうけになりそうな話には食いつきが早い。







　俺たちが他ほかの小さな魔物に浮うわ気きしている間も、アリーチェはガラテンくん一筋だった。

　夜、城下町の本店に帰ってくると、作業場でアリーチェが新作の開発をしていた。

『おかえり、みんな』

　作業場の中央にあるのは、毛むくじゃらの物体。

　最初、動物でも解体しているのかと思えば、そうではなかった。

　少し前に商業ギルドの手伝いをした時、鎧よろいに見えない鎧を作ろうとしたのだが、その時ゴリラにそっくりな鎧を開発したのだ。

　アリーチェはそのゴリラアーマーの外皮部分を剝はがしていた。

　そして新しい皮を貼はり付けている。ただの皮ではなく、斬ざん撃げきにも打だ撃げきにも耐たえられる高性能な鎧でもある。

　ゴリラアーマーと違ちがうのは、色と毛並み。白い毛に赤い模様が刻まれており、触さわると手首まで埋うまるくらいふさふさだ。さらに顔の部分は厳いかめしいゴリラとは違い、可か愛わいらしいシンプルな顔になっている。

　ガラテンくんの着ぐるみにしか見えない──いや、実際に着ぐるみなのだ。

　ただ、普ふ通つうの着ぐるみと違う点は、アリーチェが作ったという事。そんじょそこらの全身鎧とは比べものにならない防ぼう御ぎよ力を秘ひめているのだ。

『名付けてガラテンくんアーマー。どうかな？』

「たった一日で作ったのかコレ！」

　普ふ段だんのアリーチェなら、どんなに早くても三日はかかる。いや、それだって普通の職人の何倍も早いのだ。そんな記録をあっさりと破ってしまうとは。

『ゴリラの中身を入いれ替かえただけだから、簡単だよ？』

　そうは言っても、新しくガラテンくんの外皮を作るだけでも苦労しただろうに。

『見て見て』

　完成するやいなや、アリーチェはすぐにガラテンくんの着ぐるみを装着した。アリーチェのような小こ柄がらな女の子にもフィットするように作られているのか、単独でも着られるようだ。というか多分、自分で着られるように作ったんだな。

　そうしてガラテンくんになったアリーチェ。

　毛並みの具合もいいが、頭部とボディのバランスが非常に良い。三頭身になった身体がぴょんぴょん跳はねているだけで、なんだか和なごむ。

「か、可愛いですね、師し匠しよう……」

　兜かぶとなので良く分からないが、ヨダレを垂らしそうな勢いでうっとりした表情をしているっぽいリル。

「でも、これ本当に可愛いよ。ダンジョン前に立たせてもいいんじゃないか？」

　俺がそう評すると、

「えー、でもアリーチェが作ったんだよ？　ダンジョンの中にも入れるじゃん」

　と、エランティが答える。

「てことは、この着ぐるみを商品として貸し出すのか？　借りる人いるかなぁ……？」

「防御力は保証できるじゃん」

　元々ゴリラアーマーだった時でも、そこらへんにある剣けんなら傷つかないどころか、逆に折ってしまえるほどの防御力を持つ。これを着てダンジョンに入ったとしても、子供でも生せい還かんできるだろう。

「あ、でも待って」

　何かを思いついたエランティ。

「アリーチェ。この着ぐるみ、もっとたくさん作れる？」

『作っていいの？』

　嬉うれしそうに質問するアリーチェ。

「ただし、商品じゃないからコストは抑おさえてね」

『うん！　可愛く作るのにコストは必要ないよ！』

　喜び勇んでペンチとナイフを手にするアリーチェ。さっそく二着目のガラテンくんアーマーの製作に取りかかるつもりなのか。少しは休んだ方がいいと思うが。

『でも、何に使うの？　用よう途とが分かれば、もっと作りやすいけど』

「うん、商業ギルドの戦せん闘とう服にしようかと思って」

「戦闘服？　制服じゃないのか？」

　商業ギルドの制服のようなものは、すでにある。背中にガラテンくんのイラストが刺し繡しゆうされたシャツで、俺たちもダンジョン前での仕事の時、それを着ている。

「普通に着てもいいんだけど、ダンジョン内で作業をする時に便利でしょ？　アリーチェが作った鎧だから安全に歩けるよ」

「あ、なるほど。これを着れば商業ギルドの人間って分かるわけか」

　なんとなくエランティがやりたい事が摑つかめてきた。

　ダンジョンを探たん索さくするたびに不満が生じている。例えば道案内だったり、行方ゆくえ不明の冒ぼう険けん者の捜そう索さくだったり、ダンジョン内での揉もめ事ごとだったり。

　そういう問題を解決したいとギルドでも声は上がっているのだが、いかんせん冒険者に頼たのむ事が難しい。ほとんどの冒険者はダンジョンを探索して一いつ攫かく千せん金きんを狙ねらっているのだから。

　だけどアリーチェの防具があれば、その問題が解決できるのだ。

　頑がん丈じような鎧でダンジョンの整備をする事ができるし、困った冒険者はガラテンくんの着ぐるみを目印にすればいい。

「だが、ギルド主体でそこまでやっていいものなのか？」

　異論を挟はさむリル。

「ダンジョンとは冒険者が自ら探索するものだろう。ギルドが手を出したら、それは冒険ではなくなるのではないか？」

「あくまで踏とう破はされた場所だけだよ。冒険者が道を切り開いて、あたしたちがその道を舗ほ装そうする感じかな」

　エランティはそう答える。

「ギルドの役割は、冒険者のお手伝いだよ。戦いやすい武器を作るのと一いつ緒しよ。探索しやすいんじゃなくて、探索のしがいがあるダンジョンにすれば、冒険者も来てくれると思うんだよね」

「確かに……エランティの言う事も一理あるな」

　深く頷くリル。

「数人の冒険者相手じゃないからな。冒険者は多ければ多いほどいい。戦争と同じで、たったひとりの勇者が活かつ躍やくすればいいものでもないんだよな」

　俺も腕に自信がないわけではない。アリーチェの武器があれば、大たい抵ていの魔物は狩かれる自信がある。

　だけどダンジョンはそういうものではない。

　多くの冒険者が先の分からない道を進み、情報を交こう換かんし、魔物を討とう伐ばつする。何十、何百ものパーティが少しずつ道を広げていき、最終的に誰だれかが踏破する。

　ひとりじゃダメなんだ。

　そんな冒険者たちのサポートをするのが、俺たちの仕事なんだ。







[image: その４　増殖するサポーター]




「えー、後ろの方、聞こえますか？　聞こえたら手を挙げて──はいどーも」

　ダンジョン前商店街から少しだけ離はなれた場所に、エランティがいる。メガホンを持った彼女が呼びかけているのは、商業ギルドが雇やとったアルバイトの人たち。

　その数、およそ五〇名ほど。

　全員がガラテンくんアーマーを着用していた。

　直立不動でズラリと並ぶガラテンくんは、はっきり言って怖こわい。単独で見ればとても可愛いモフモフの着ぐるみだが、これだけ集まると異様な雰ふん囲い気きを醸かもし出している。

　これが楽しく遊んでいるのであれば、まだ可愛げがあったかもしれない。しかし全員、真面目まじめにエランティの話を聞いている。良い事なのだが、やっぱり怖い。

「それじゃバイトの皆みなさんに、お仕事の説明をしますね！　まず班を四つに分けて、それぞれの仕事を担当してもらうんですけど──」

　エランティがはりきって解説する仕事内容。

　ざっくり言えば、冒険者の手助けだ。道案内をしたり、治ち療りようをしたり、必ひつ需じゆ品を販はん売ばいしたり。それらの援えん助じよのシンボルマークとしてガラテンくんを使うのだ。

　いや、それにしても大変だった。

　ガラテンくんアーマーを量産するために、店を一時閉店して連日朝から晩まで作業を続ける事になった。しかもメインの製作はアリーチェなのだが、彼女は眠ねむらずにずっと笑え顔がおで鎧を作り続けていた。

　さすがに女め神がみにも体力の限界はあったようで、五〇着のガラテンくんアーマーを作ったら、丸一日眠ってしまったが。その時もガラテンくんのぬいぐるみに囲まれて幸せそうな寝ね顔がおをしていた。

「では、説明は以上です！　分からない事があったら、ガラテンくんリーダーに訊きいてください！　では道具を持って、レッツゴー！」

　エランティの号令を受けて、ガラテンくんたちが列を作ってダンジョンに入っていく。その異様な光景に、ダンジョン前商店街にいた人たちが驚おどろいて腰こしを抜ぬかしていた。

「ふー、疲つかれたー……」

「お疲れさん」

　説明を終えて帰ってきたエランティに水を渡わたす。

「なんであたし、工こう匠しようギルドなのに商業ギルドの手伝いばっかしてるんだろ」

「金になりそうな案件に自分から首突つっ込こんでいくからだろ」

　ガラテンくん可か愛わいさに徹てつ夜やで作業するアリーチェと同じ感覚だ。エランティにとってはモフモフしたものよりキラキラしたものの方が好きだという話。

「いやぁ、エランティちゃん！　ありがとう！」

　商業ギルドのギルド長が太い身体からだを揺ゆすりながら走ってくる。

「まさかガラテンくんがここまで発展するとは、私も思わなかったよ！　それもこれもエランティちゃんが企き画かくしてくれたおかげだ！　本当にありがとう！」

　エランティの手を握にぎり、ぶんぶん揺するギルド長。感動して目に涙なみだまで浮うかべている。

「いいっていいって。たまにはタダ働きもするもんだね！」

「ええええええっ!?」

「……なんでそんなに驚いてるのコテツ」

「だ、だってエランティがタダ働き!?　どうしたんだ、熱でもあるのか？」

「熱があるのはあんたの方だっ！　あたしが金の事しか考えてないと思ってるでしょ！」

　違ちがうのか、と言おうとして止やめた。

　それよりも早く、ギルド長が俺に紙を見せる。

「見てくれコテツくん。これね、今月のデータなんだけど、単純にお客さんの数だけ見てもすごい変化なんだよ。売り上げと来客数の差だけじゃなくて、消しよう耗もう品の数も──」

「……なんか、数字が増えている事は分かります」

　たくさんの数字を見ているだけで頭が熱くなってきた。ギルド長はこんな暗号のような数字と毎日格かく闘とうしているのか。レアモンスター討伐よりも難しくないか？

「おじさん、コテツに難しい説明しちゃダメ！　殺す気なの!?」

　エランティが庇かばってくれた。ありがとう。もう少しで意識を失うところだった。

「要は、ガラテンくんが生まれてから冒険者の数がいっぱい増えたって事だよ」

「ああ、それなら分かりやすい」

「あたしはさ、お金も好きだけど、こういう数字が増えていくのを見るのも好きなんだ。自分の仕事の成果が出たって分かるでしょ？」

　紙を見て嬉しそうに微ほほ笑えむエランティ。

　そうか、彼女はお金にがめついのではなく、目に見えて分かる指標が欲しかったんだな。ウチの店でよく使われる攻こう撃げき力測定器もエランティが作ったものだ。彼女は何事もハッキリさせるのが好きなんだ。

「これからもよろしく頼むよ、エランティちゃん、コテツくんも」

「はいっ！」

　俺とエランティはギルド長に頭を下げる。

　裏方として数字を伸のばすエランティとは別に、俺には俺の仕事がちゃんとあるのだ。







　冒険者が増えたおかげで、気がつけば「ガラテンくんのダンジョン」と名付けられた迷めい宮きゆうは中なか程ほどの階層まで攻こう略りやくされていた。

　毎日のように地図が更こう新しんされ、冒険者の間で共有されている。この地図を正確にまとめるのも商業ギルドの仕事だ。

　階層といっても、建物のように上下にフロアがあるわけではない。階段を上ったり、回かい廊ろうを抜けたりすると、急に風景が変わるポイントがある。壁かべの色だったり、出しゆつ没ぼつする魔ま物ものがガラリと変わる。そのポイントを階層と称しようしている。

　果たして全部で何階層まであるのか、現時点では誰も知らない。

　俺が来ているのは、今のところ最も攻略が進んでいる場所だが──

「う、うわあああああっ！」

　目の前で冒険者のパーティが襲おそわれている。

　周囲の壁は石のようなもので造られており、全体的に真っ白なフロアだ。その壁に溶とけ込むように、全身が白いゴーレムが冒険者を薙なぎ倒たおしていた。足は短いが、樹木ほどもある太い腕うでを振ふるだけで冒険者の身体が吹ふっ飛とぶ。

　やられている冒険者たちも、かなりの手て練だれだ。武器や防具を見ると分かる。ウチの商品ではないが、凄すご腕うでの職人によるものだ。遠目でもそれが分かる。

「よし、助けるぞ！」

『うん！』

　俺の隣となりにいたアリーチェが返事をする。

　そして──

『行ってきます！』

　ガラテンくんアーマーを着たアリーチェがゴーレムに向かって突とつ撃げきした。小さな足をせわしなく動かしながら突っ込んでいく様は、まるで歩き方を覚えたばかりの赤ん坊ぼうのようだ。

　そして、途と中ちゆうでコケた。

「…………？」

　やられている冒険者も、ゴーレムまで動きを止めてアリーチェを見ている。

　アリーチェはそのまま静止したかと思いきや、倒れたまま転がり始めた。そのまま勢いをつけてゴーレムに回転攻撃を仕し掛かけるつもりだ。

　ゴーレムも最初は動きを止めていたが、やがてアリーチェが敵だと判断したらしい。豪ごう腕わんを振り上げてアリーチェを潰つぶそうとするのだが、それより早くアリーチェが回転タックルでぶつかった。

「よしっ、ナイスだアリーチェ！」

　バランスを崩くずすゴーレムに対し、俺は一いつ瞬しゆんで距きよ離りを詰つめる。持っていた両手剣けんでゴーレムのパーツの接続部を切り離す。最後に胸の中央にある核かくを突き刺さして、終わり。冒ぼう険けん者を苦しめていた魔物は、ただの石になった。

「あ、ありがとうございます！」

　助けられた冒険者が、アリーチェに感謝している。

『困った事があったら、ガラテンくんに言ってね！』

　スケッチブックを見せて、手を振るアリーチェ。こういう時は口で喋しやべるよりも相手に伝えやすい。他ほかのバイトはどうやっているのだろうか、少し気になる。

　冒険者パーティに正しい帰り道を教えると、彼らは何度も礼を言いながら帰っていった。凄腕の冒険者は、引き際ぎわもきちんと弁わきまえているのだ。

「アリーチェ、大だい丈じよう夫ぶか？」

　ガラテンくんアーマーを着たままの彼女に尋たずねると、身み振ぶり手て振ぶりで平気だと伝えてくる。あれだけ回転したのに酔よわないとは、さすが女神。

　本当なら俺がこのアーマーを着る予定だったのだ。

　ところが、いざ出発という時に、どうしてもこれを着たいとアリーチェが言い出した。俺だけでなく全員で危険な仕事だと主張したのだが、アリーチェは頑がんとして譲ゆずらなかった。

　結局、俺が護衛に付く事でみんなに納なつ得とくしてもらった。俺はガラテンくんシャツを着て楽しそうに跳はねながら進むアリーチェについて行く事になったわけだ。

『コテツ、これ見て！』

　そんなアリーチェは、今度はゴーレムの死体にご執しゆう心しんだ。

　石であるゴーレムが動く理由は様々だ。中や外で誰だれかが操あやつっていたり、強い魔ま力りよくで自動操縦していたり。

　このダンジョンのゴーレムは操縦型のようだ。石の身体から無数の虫が逃にげていくのが見えた。何百という虫が操っていたわけだ。

　アリーチェが気にしているのは、残された石の身体。

『これ、人間界にない材質だよ』

　サラリととんでもない事実が発覚する。

『正確には、人間界でも作れない事はないけど、とっても貴重な鉱石を混ぜないとできないの。多分、私が作った剣と同じくらいの価値がある石だよ』

「すっごいお宝じゃないか！」

『だから持って帰ろう。武器の素材になるかもしれない』

「よし、待ってろ！　今これを──」

　持ち上げてみようとするのだが、重い。

　石にしては軽い方だ。ただ、人間の倍以上ある体格のゴーレムの身体を全すべて持って帰ろうとしたら、俺ひとりでは限界がある。

　せめて荷車のひとつでもあれば便利なのだが──

「あれー、どうしたんスか？」

　ちょうどその時、誰かが通りがかってくれた。

　若い男の声。それから、何かを引きずるような音。

　おそらく看板を設置していたのだろう。カラになった荷車を引いているその男は、ガラテンくんアーマーを着ていた。







「いやぁ、助かりました！」

　ゴーレムの破は片へんを荷車に積み、俺たちはダンジョンから脱だつ出しゆつする。

「いやいや、こちらこそ荷車を引いてもらって、マジありがたいッス」

　俺の隣には、ガラテンくんアーマーが二着。アリーチェとバイトの若者が並んで歩いているのだが、双ふた子ごのようにそっくりだった。

　ガラテンくん同士で気が合うのか、アリーチェもいい気分で会話をしている。初対面の人間との会話で、ここまで打ち解けるのは珍めずらしい事だ。

「え、じゃああなたがコレ作ったんスか!?　やっべー、マジ感動！　握あく手しゆしてもらっちゃっていいスか!?」

　やたら軽いノリでアリーチェの手を握るバイト。おい、なれなれしいぞ。

「いや、この鎧よろいマジすげーッスよ！　さっきも作業中に何回か魔物に襲われたんスけど、作業が終わるまで襲われてる事に気づかないくらいでしたから！」

　それはいくらなんでも鈍どん感かんすぎないか。

「出会った冒険者も言ってたんスよ！　『このアーマーマジパネェから、作ってるブランド知りてぇ』って！　城下町のレンタルショップだったんスね！　今度冒険者に会ったら、伝えとくッス！」
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「それはありがたいです。じゃんじゃん宣伝してください」

「うぇいッス！」

　軽いノリで返事をするバイト。

　彼はアリーチェとは真逆の性格のようで、とにかく人ひと懐なつっこい。俺も最初は警けい戒かいしていたが、話しているうちに彼のペースに引き込まれてしまった。

　ダンジョンを戻もどりつつ、そこで遭そう遇ぐうした冒険者の案内をしながらバイトの話を聞いた。

「それでぇ、こないだ会った冒険者が言ってたんスよ。このダンジョン、なんかヤバイ魔ま法ほうがかかってるみたいだって」

「魔法の類たぐいなのか。やっぱりなぁ」

「その魔法を解けばダンジョンもなくなるんじゃねーかって言ってました。けど、魔法を解くってどうするんスか？」

『魔法の種類にもよるよね。魔ま法ほう陣じんを消したり、魔ま法ほう使つかいを直接止めたり。魔力を与あたえているものを壊こわしたりすればいいんだけど』

「それを探すのも探たん索さくのウチってわけですね。かぁーっ、やっぱ冒険者って大変ッスね。俺絶対に無理ッス！」

　バイトの反応は大げさだが、実際に大変な事は確かだ。

　ただ強い魔物を倒すだけでなく、このダンジョンそのものを破は壊かいする必要がある。パーニッツ王国の騎き士し団が全軍で捜そう索さくすればできそうな気がするが、そしたら今度は王国がカラになってしまうのだ。

「あ、でも冒険者の手伝いは好きッス！　カッコイイッスよね！　特にトップクラスのケイティ組とか、パーシバル組とか、あ、でもジョルディ組は最近リーダーがケイティさんにフラれたとかで、モチベダウンして戦力低下してるみたいッス」

「詳くわしいな、あんた！」

「やー、たまにダンジョンですれ違ちがう時に、色々おしゃべりするんスよ。ほとんどのトップクラスの冒険者はケイティさん狙ねらってるみたいッスよ？　でもあの人、あんな感じッスから、玉ぎよく砕さいしまくってるんス」

　このバイトの方が冒険者に合っているんじゃなかろうか。その情じよう報ほう網もうとトークスキルを生かせばもっといい商売ができそうな気がするが……。

「ただ、最近はオシャレな冒険者も増えてるッス。やっぱショッピングモールができて、見み栄ばえのいい防具とか増えたのも原因じゃないッスかね」

「ショッピングモール……かぁ」

　コルクスノウのレオンモール。

　今、彼はどうしているだろう。

　木や土を分解、再生して造られているこのダンジョン。おそらくは中にいた人間も同様なのではないか──という噂うわさもあった。

　しかし希望はある。まだ行方ゆくえ不明者の死体も遺品も見つかっていないのだ。

　もしかしたらどこかで生存している可能性がある──あくまで希望的観測だが、死体がない以上、捜索する価値はあるだろう。

　だが、ダンジョンが生まれてから一ヶ月近く経過しようとしている。今まで数多くの冒険者が探索しているのに、その片へん鱗りんすら見つからないのだ。

「モールの人たち、早く見つかるといいな」

「そうッスねー。向こうから『助けてー』って叫さけんでくれれば、まだ捜さがしようがあると思うんスけどねー」

　困った声のバイトに、俺も同意する。

　せめて少しでも手がかりがあれば良いのだが……。







　もはやレオンモールの人間の生存は絶望的で、商業ギルドや騎士団も諦あきらめムードに入っている時、ふと、ウチの店で変化が起きた。

「む。あの男、ようやく気づいたか」

　ダンジョン前商店街で店番をしていたガーさんが、唐とう突とつにそう言った。

「どしたのガーさん」

「コルクスノウの居場所が分かった」

「え、本当に!?」

　なんだよいきなり。

　何がどうなって分かったのか、ちゃんと説明してくれるんだろうな。

「我われは噓うそはつかぬ。契けい約やく書の力を利用すれば、造作もない事だ」

「契約書……ああ、店の会員証の事か」

　いつもガーさんの口から出てくる、あの会員証だ。全てのお客さんはあの会員証を作る事が義務づけられている。

「あれを発行するのには、理由があるのだ。客の情報だけでなく、位置や状じよう況きようも把は握あくする事ができる」

「なんでそんな事？」

「アリーチェが作ったものを正しく使えばまずありえない事だが、何らかの事情で武器を返へん却きやくできない場合がある。武器を持ち逃げする者もいるしな」

　いわゆる借りパク対策はある。アリーチェの武器には全て特とく殊しゆな魔力が注がれており、一定の期間が過ぎると自動的に店に戻ってくるようになっている。

「持ち逃げはともかく、ケガなどで動けなくなった場合、冒ぼう険けん者から救きゆう援えんを求める事ができるのだ」

「へぇ！」

　そんな便利な機能があったなんて。

「でも、どうして今まで分からなかったんだ？」

「契約書が破損した時に、我の下もとに信号が届くようになっている。汝なんじが以前、ガラティーンと相まみえた時に駆かけつけられたのも、その力が発動したものだ」

　ああ、森でガラティーンと戦って、逃にげ回った時か。いつの間にかポケットの会員証が破損していたのか。気づかなかった。

「便利だけど、面めん倒どうくさい仕様だなぁ」

「そうは言うがな、常に全ての顧こ客きやくの情報が我に届くようになったらどうなると思う」

　想像してみると、確かに鬱うつ陶とうしい。

　それに契約者の視点から見ても、いつも自分の情報が見られているのは嫌いやだ。それに冒険者が求めてもいないのに救援に来られても迷めい惑わくだろう。

「契約書の魔ま力りよくから察するに、コルクスノウはまだダンジョンで生きている。我が道案内をしよう」

「すごいぞガーさん！」

　思わず抱だきしめてしまった。石のひんやりとした感かん触しよくがする。

「離はなせ、気持ち悪い」

「よし、さっそくコルクスノウさんを助けに行こう！　その場所は俺でも行ける所にあるのか？」

「距きよ離りで言えば、それほど奥ではない。しかし契約書が破損したということは、何らかの危険に遭遇している可能性が高い。時間はないぞ」

「そうだな、急ごう」

　俺は店の中から使えそうな武器を選ぶ。またダンジョン内に戻るハメになるが、緊きん急きゆう事態だから仕方がない。商売敵がたきといっても、死んで欲しいほど憎にくい相手でもない。

『コテツ。私も行く』

　薄うす着ぎのアリーチェがスケッチブックを見せる。

「アリーチェも？　ダメだ、店で待っててくれ」

『平気だよ。コレがあるから』

　彼女は脱ぬいだばかりのガラテンくんアーマーの腹を叩たたく。

『それに人手は多い方がいいよ。行方不明なのはコルクスノウさんだけじゃないんだよ。色々用意した方がいいよ』

　先ほどゴーレムの身体からだを持って帰ったときに使った荷車が、店の前に停とめてある。

　そうか、これに物資を載のせて届けた方がいいな。どういう状況なのか分からない以上、準備して行くべきだ。

「分かった。じゃあ動ける人をかき集めてこよう」

　俺は両手剣けんを背負うと、商業ギルドのヒマそうな人間に片かたっ端ぱしから声をかけた。







　ガーさんが言っていた通り、コルクスノウの居場所はそこまで遠くなかった。ちょうど現在まで冒険者が踏とう破はした地域の、最さい先せん端たんくらいの場所だ。

　どうして今まで見つからなかったのかというと、そこに到とう達たつする道が見つからなかったせいだ。距きよ離り的てきには近くても、そこに至るまでに迷めい宮きゆうを遠回りする必要があり、発見が遅おそくなったのだろう。

　ただ、俺たちもその場所への道筋を見つけたわけではない。

「ガーさん。本当にこの壁かべの先にコルクスノウさんたちがいるのか？」

「間ま違ちがいない。信号はそこから出ている」

　荷車に乗ったガーさんが自信を持って答える。

　俺の前にあるのは道ではなく、壁。

　地図と照らし合わせると、この壁の向こうは誰だれも到達していない地域だ。たったの壁一枚なのに、その奥へ行くためには長い迷宮を通らなくてはならない。

　だけど、今はそんな面倒な手段をとっているヒマはない。

「じゃあ、お願いします！」

「おおっ！」

　ガラテンくんアーマーに身を包んだ商業ギルドの方々が手にしているのは、ツルハシ。

　アリーチェが作った最強のツルハシだ。ちなみに今日のために作ったのではなく、普ふ通つうに店に置いてある人気商品である。このツルハシがあれば、未知の素材でできた遺い跡せきなども楽々調査できるのだ。

　俺もツルハシを手に、壁を掘ほる。

　本来、ダンジョンの壁に穴を開けるなんて、誰もしない行こう為いだ。どこに出るか分からない上、そもそも向こう側へ繫つながっている保証がない。

　ただ、今はガーさんがこの壁の向こうにコルクスノウがいると言っている。その言葉を信じるならば、きっとこの壁はすぐに穴が開く。

　ほどなくして、暗い穴の向こうに光が見えた。

「やったぞ！」

　商業ギルドの方々が歓かん声せいを上げる。

　穴の向こう側は、やはりダンジョンだ。ただし様相が違う。

　上下にも層が分かれているこのダンジョンの中で、ここだけ吹ふき抜ぬけのようになっている。空を見上げると太陽の光が届いており、まるでドーナツの穴のように、ここだけぽっかりと忘れられているかのような空間だ。

　その空間の中心に、ショッピングモールがあった。

　砦とりでを改造したモールは、無残な姿になっていた。まるで爆ばく破はされたかのように一部が崩ほう壊かいしており、中の店内が露ろ出しゆつしている。

　砦の外がい壁へきには焼やけ焦こげた箇か所しよや、何か毒のようなもので腐ふ食しよくさせられた痕こん跡せきがある。そして外壁から視線を下げていくと──

「おい、襲おそわれてるぞ！」

　レオンモールの入口付近に多数の魔ま物ものが集まっているのが見えた。

　この森に住む獣けもの系の魔物とは違い、動く鎧よろいのような魔物や軟なん体たい動物のような魔物が大挙して入口を破ろうとしている。

　そして、入口には机や椅い子すと武器を組み合わせて作ったバリケードがあり、そこから槍やりが突つき出ているのが見えた。さらに砦の屋上からは、何人もの弓手が矢を射ているのが分かる。

　その弓手はこちらを見つけると、

「ああっ！　人が！　助けが来たぞ！」

　大きく手を振ふってアピールしている。よかった、まだ元気だ。

「よーっし、行くぞ！」

　誰かの声を皮切りに、ガラテンくんアーマーを着た戦せん闘とう員たちが一いつ斉せいに魔物に襲いかかった。ウチの店の武器を持ったガラテンくんは、モールを襲っていた魔物をバッサバッサと斬きり倒たおしていく。

　水すい棲せい生物のような魔物から返り血を浴びたガラテンくんが、雄お叫たけびをあげながら魔物を倒していく様は、どちらが人間の味方なのかまったく分からない。

「よし、俺も行く！　アリーチェとガーさんはここで待っててくれ！」

『気をつけて、コテツ！』

　スケッチブックに強い字で書かれた応おう援えんに頷うなずき、俺は両手剣を振り回す。

　幸いにして、モールを襲っていた魔物は強くなかった。しかし数だけはやたら多く、いくら倒しても後から湧わいてくる。

「どけぇぇぇぇぇぇぇぇっ！」

　大半の魔物は入口に集まっていたが、中には崩壊した壁から侵しん入にゆうしようとする奴やつらもいる。入口はガラテンくん部隊に任せ、俺は別の入口を狙ねらう連中を斬る事にした。

　ガラテンくんアーマーは強いが、俺にはどうも合わない。当たり前だが着ぐるみなので、素す早ばやく動けないのだ。俺が剣の性能を引き出すためには、生身の方がいい。

「コテツくん！」

　上から声がした。

　誰かが呼んで来たのだろう、屋上からコルクスノウが声をかけている。彼も戦っているようで、クロスボウを魔物に向かって撃うっていた。

「待っててくれ！　今こいつら全員倒すから！」

「頼たのもしいな！　おいみんな、助かるぞ！　レンタル武器屋シヨツプのコテツくんが来れば、もう安心だ！」

　コルクスノウが従業員に呼びかけると、モールの中からすごい歓声が聞こえてきた。そこまでの自信はないが、今、この場を救うだけの力くらいならある。

　俺は両手剣をしっかりと持ち、眼前の魔物に斬りかかる。軟体動物の身体を真っ二つにすると、その後ろにいたゴーレムの胴どうを斬り、さらに奥にいる何重に折られた布のような魔物を斬る。

　魔物たちも俺の脅きよう威いに気づいたのだろう。モールを攻こう撃げきしていた魔物が全員俺の方に駆け寄ってくる。

　そうだ、俺を狙え。ショッピングモールはこれ以上傷つけさせないぞ。

「うおおおおおおおおおおおおっ！」

　向かってくる魔物は全すべて斬り捨てる。動物のような魔物ではなく、生物なのかも分からない魔物が多いので、斬るというより破は壊かいしている気分になってきた。

「むっ……コテツ！」

　遠くから、俺を呼ぶ声。

　そちらを見ると、アリーチェとガーさんが魔物に襲われていた。

　モールを襲っていた魔物ではない。俺たちが開けた穴の向こう、つまり来た道からやってきた魔物に襲われたのだろう。

　一部の魔物はガーさんが目から光線のようなものを出して抵てい抗こうしている。光線に触ふれた魔物はあっという間に炎えん上じようし、消し炭も残らない。

　初めて見たけど、ガーさんってやっぱり強いんだな……。

「コテツ！　加勢せよ！」

　だが、アリーチェが苦戦している。ガーさんが戦っている横で、アリーチェの鎧にまとわりつく魔物がいた。おそらくガーさんが本気を出せばあのくらいの魔物、全て消し飛ばす事ができるのだろう。だが、それだとアリーチェが傷つく。

「待ってろ、今助けにいく！」

　すぐに戻もどろうとした時だった。

「……!?」

　アリーチェに絡からみついていた、触しよく手しゆのような魔物がいきなり焼け焦げた。ガラテンくんアーマーは無傷で、彼女に近づく魔物が雷かみなりに打たれたように痺しびれ、そして炎上していくではないか。

「ガーさん……？」

「いや、我われではない……！」

　驚おどろいているガーさんの周囲にいた魔物も、全て雷に打たれて燃えているではないか。

　なんでダンジョンの中に雷が？

　俺が首をかしげていると、その人物は姿を現した。

　魔物がやってきたのと同じ、壁の穴からおもむろに歩いてきたのは、男だ。

　冒ぼう険けん者──なのか？

　それにしては鎧などを身につけていない。武器すら持っていない。

　年ねん齢れいは二〇代から三〇代だろうか。

　背は異様に高く、長い髪かみの毛けが胴を覆おおうように伸のびている。

　体格は分からない。というのも、全身を覆うようなマントを身につけているからだ。砂さ塵じん対策に使われるマントの下に、口元を隠かくすようにマフラーを巻いている。まるで全身を何かで守っているような服装だ。マントの下に鎧はなく、冒険者がよく使う革かわの服を着ている。

　特とく徴ちよう的なのは、その髪の毛。先せん端たんは白いのだが根元は赤い。俺は今まで見た事はないが、きっと珍めずらしい国の生まれなのだろう。

　外見以外から分かるのは、その強さ。

　今、彼は特に戦闘態勢を取っていない。だが俺には分かる。彼にはまったくスキがない。攻撃すれば確実に殺される。

　いったいどのようにして殺されるのか、想像もつかない。てっきり雷属性の武器でも持っているのかと思ったが──

「お、おおっ！　引いていくぞっ！」

　モールから聞こえる声に振り返る。

　まだ半分くらいしか倒していなかった魔物が迷めい宮きゆうの奥へと逃にげていくではないか。後に残されたぐちゃぐちゃの死体には目もくれず、急いで消えていく。

　まるで時間でも決めていたのか、それとも──逃げなくてはならない理由があったのか。

　俺はもう一度、雷の男を見る。

　彼はアリーチェのそばに立っていた。

「あ……」

　感情のない顔がアリーチェを見下ろす。

　その濁にごった目に殺気のようなものを感じ、俺は急いでアリーチェの元へと走った。

「おい、あんた！」

　俺が大声で呼びかけるが、赤白の髪をした冒険者は無視する。

　アリーチェはスケッチブックに何かを書こうとしたが、先ほどの魔物の攻撃で破れてしまったようだ。身み振ぶり手て振ぶりで感謝の気持ちを伝えようとするが、ガラテンくんを被かぶったままでは難しい。

　だから、

「あ、ありがとう……」

　口に出して頭を下げた。

　すると冒険者は小さく頷き、アリーチェの頭に手を置く。

　そしてマントを翻ひるがえすと、また穴の中へ消えていった。俺も追いかけて礼を言おうとしたのだが、もう彼は迷宮に戻っていってしまった。

「なんだったんだ、あの人……」

　ガーさんでも難しい力の加減をしながら、雷の力で魔物を倒していた。ウチの商品ではないようだが、どんな武器を使っていたのか非常に気になる。

「わぁ───っ！　コテツく───ん！」

　レオンモールのバリケードが破れる音がした。中から自主的に破壊しているのだ。

　やがて入口から転がるように出てきたのは、コルクスノウ。疲つかれのせいで衰すい弱じやくしているものの、服装は清潔感に溢あふれていた。よく見れば悪いのは顔色だけで、健康的ではないか。

「た、助かった……本当に助かったよ」

「大だい丈じよう夫ぶですか？　店の人たちは？」

「ああ、全員無事だ」

「全員無事なんですか!?　それはそれですごいな……」

　ガラテンくんたちに救出されている従業員たち。売り場で働いている人から工場のおばちゃん、それにビキニアーマーのコンパニオンまで。皆みんな、泣きながら生せい還かんを喜んでいるようだ。

「食料には困っていなかったから、助けが来るまでじっと待っていたんだ。魔ま物ものに見つかった時はどうしようかと思ったけど、そこはほら、ウチ武器屋もあるから」

「砦とりでとしての機能も残ってたんですね……」

　さすが最強のショッピングモールだ。ただの建物だったら、とっくに破壊されていただろう。

「さあ、早くここから出してくれ。久々に外の空気を吸いたいよ」

「分かりました。じゃあ俺について来てください」

　他ほかのガラテンくんが従業員たちを誘ゆう導どうしている。誰だれも飢うえず、傷つかなかったのでまったく悲ひ壮そう感を感じない。

「アリーチェ、ガーさん。帰ろう」

　俺は二人に呼びかける。

　しかしアリーチェは先ほどの冒険者が消えた穴をずっと見ていた。

「どうしたんだ、アリーチェ？」

「……！」

　アリーチェは俺に何かを伝えたいようだ。

　しかしスケッチブックが破れているので、意思の疎そ通つうができない。

「さっき助けてくれた人の事か？」

　頷うなずくアリーチェ。

「じゃあ、帰ったら聞くよ。アリーチェも疲れただろ？」

「…………」

　俺がそう言うと、アリーチェは残念そうに頷いた。

　今は、レオンモールの人たちが無事だった事を素す直なおに喜ぼう。

　──この時の俺は、単純にそう思っていたのだ。
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　レオンモールを救出した事で、またしてもダンジョンの様相が変わった。

　とりあえず中の従業員は全員無事だったが、魔物を撃げき退たいするために要よう塞さい化したモールはひどく損傷しており、商売ができるような状態ではなかった。

　そもそもダンジョンのド真ん中にあるショッピングモールにわざわざ買い物に来る客など限られている。

　コルクスノウを含ふくめ、従業員も働くのは困難だ。

　そこで、商業ギルドがショッピングモールを借り受けるという話になった。

　こんな状じよう況きようでも、いや、こんな状況だからこそ空き店てん舗ぽを借りたいという商売人がいるのだ。もちろんウチの店もそうだが。

　ウチのような武器屋の他、道具屋に食料品、加工所、それから医者──ダンジョンの探たん索さくに必要な店が建ち並んでいる。

　特に人気なのは宿屋だ。これまでダンジョン前にある簡易宿場で寝ね泊とまりし、朝から晩まで探索をして帰ってくるサイクルだったのだが、ダンジョン内に宿屋があればずっと篭こもっていられる。

　こうして、〝ダンジョン中商店街〟が出来上がったのである。

「ええと、ここは剣けんを置いて……ああ、でもそうすると鎧よろいのスペースがなくなる」

　支店が増えると、正直俺は困る。

　なにしろウチの店は俺とアリーチェとガーさんとエランティとリルの五人しかいない。支店が増えれば、それだけ人員が割さかれるのだ。加えて、今エランティは商業ギルドの手伝いの方が多い。

　幸い、今は本店に客が来る事は少ない。ほとんどのお客さんがダンジョン前か中の商店街を利用してくれているので、アリーチェひとりでも回せるくらいだ。

　で、俺はダンジョン中商店街の引ひっ越こし作業に追われているわけだ。

　ウチに割り当てられたスペースは、ショッピングモールの二階。前も武器屋があった場所で、コルクスノウに文句を言った思い出がある。

　そういえば、リルを全ぜん裸らに剝むいたのもこの店舗だったっけ……。

　とてもしんどいが、売り上げのためにやる気をださねば。

「なぁガーさん！　手伝ってくれよ！」

　先ほどからガーさんは店の外を眺ながめている。

「むぅ……！」

「そんなにガラテンくんに対たい抗こう意識燃やす必要はないってば」

「だがあの着ぐるみ、前よりも増えているぞ」

「そりゃそうだろ。アリーチェが作り続けてるんだから」

　最近では冒ぼう険けん者も「あの鎧が欲しい！」と店に押しかけてくるようになった。あのバイトが本当に宣伝してくれたらしい。ただ、ガラテンくんアーマーは商業ギルドの制服のようなものなので、アリーチェは別バージョンの着ぐるみを作ってくれた。

　だから今、この商店街にはガラテンくんばかりだ。

　レンタル武器屋シヨツプを始めて分かったのだが、冒険者という職業はあまり見た目にこだわらない。格好にこだわって死ぬより、醜みにくくても任務をこなせる方が優すぐれているという風潮なのだ。

　そのため凄すご腕うでの冒険者もガラテンくんアーマーの防ぼう御ぎよ力を知れば、こぞって借りに来るのだ。ヒゲと筋肉に覆われた屈くつ強きような冒険者たちが、笑え顔がおでガラテンくんアーマーを着る姿はもの凄すごく異様だった。

「あぁ!?　てめぇ俺の方針にケチつけんのかゴルァ！」

「んだとオラァ!?」

「おいお前ら！　商店街で暴れるんじゃない！」

　今もモールの通りで、ガラテンくん同士のケンカをガラテンくんが仲ちゆう裁さいしている。何を勘かん違ちがいしたのか、それを見た女性冒険者が「かわい～」と微ほほ笑えんでいる。一歩間ま違ちがえば流血沙ざ汰たなのに。

「むぅ……珍ちん獣じゆうめ。人気を独ひとり占じめしおって」

　ガーさんもどこに対抗心を燃やしているのか、目に怒いかりの炎ほのおが滾たぎっている。

「大丈夫だって。これからガーさんも人気でるよ」

「根こん拠きよのない慰なぐさめはよせ」

「根拠ならある。このレオンモールを助けられたのは、ガーさんの活かつ躍やくがあったからだ。その功績は商業ギルドにも伝えられてるからね」

　ガーさんの会員証がなければ、今ごろコルクスノウたちはこのモールに閉じ込められたままだったろう。あと一歩遅おそかったら、俺たちが駆かけつける前に魔物に殺されていたかもしれない。

「あっ、いたいた！」

　俺の言葉を裏付けるように、誰かがこちらへ走ってくる。

　ギルド長とコルクスノウだった。

「やぁコテツくん、ガーさん！　こないだは本当にありがとう！」

　どうやらすっかり快復したようだ。顔色も表情も良いコルクスノウは、隣となりにいたギルド長を促うながす。

「実はコルクスノウくんからの依い頼らいで、こんなものを作ったんだよ」

「ほんの感謝の気持ちだ。ぜひ受け取って欲しい」

　そう言って二人がくれたのは、ガーさんの石像。

　いや、ガーさんはもともと石像なのだが、それを模したミニチュアサイズの石像だ。

「これは我われの……？」

　受け取ってみると、石像だから重い。ただ両手で抱かかえるくらいの大きさなので、インテリアとして置けばちょうどいいかもしれない。

　そして、その石像の台座の部分に文字が書かれている。

「なになに……『ガーさんは迷めい宮きゆうの守護者です。これを家に置いておくだけで運気が上がり、旅の安全、給料アップ、異性にモテるなどの効果があるでしょう』だって」

「汝なんじらは我をどうしたいのだ」

「いやでも、守ってくれたのは確かだし！　御ご利り益やくがあるかなーって、昨日から売り出してみたんだけど」

「我を売り出す、だと……？」

　ガーさんは神様ではなく、女め神がみが作った武器の一種なのだが……うーん、厳密には神様の一部って事でいいんだろうか……。

　などと考えていると、

「あっ、本物のガーさんだ！」

　すでにガーさんの置物を見たであろう女性冒険者たちが群がってきた。本物のガーさんの頭を撫なでて、嬉うれしそうにしている。

「きゃーっ！　カワイイ！」

「やっぱり本物はひと味違ちがうよねー！　これで運気上がるかな？」

　楽しそうにガーさんの周りではしゃぐ冒険者たち。

「間違いない。汝らは必ず良い結果を残すであろう」

　ガーさんが弾はずんだ声で答えた。

　あ、やっぱり嬉しかったんだ。







　浮うかれているのはガーさんだけではない。

　ダンジョン中商店街の体制を整えるために、モール周辺にも様々な手が加えられた。

　まず救出作戦の時に開けた穴を拡張し、道を造った。

　ダンジョンの攻こう略りやくとしてはズルなのかもしれないが、それは製作者の都合だ。こっちは一刻も早くこのダンジョンを消し去りたいのだから。

　攻略を迅じん速そくに進めてもらうために、迷宮そのものにも介かい入にゆうした。地図と照らし合わせて、明らかに何もない、行き止まりの部分へ続く道を塞ふさぎ、正しい道には看板を立て、ショートカットできそうな壁かべは問答無用で破は壊かいする。

　ダンジョンに住む魔ま物ものたちは怒おこって攻こう撃げきしてくるのだが、ガラテンくんアーマーを着た作業員たちには敵かなわない。

　そうした商業ギルドの努力の結果、なんと新米冒険者でもダンジョンに入って一時間も歩けばレオンモールにたどり着けるようになってしまった。

　この報告に一番喜んだのは、やはり商業ギルドの面々だった。

　ダンジョンの素材には興味があるが、自分で冒険には行けない──そんな職人たちがこぞってモールに店を出し、取れたての素材を生かした商品を売り出すようになったのだ。

　店には新商品が並び、冒険者はそれを目当てにやってくる。

　重要と供給が並び立ち、現在のレオンモールはパーニッツ王国で最も栄えた街へと変へん貌ぼうしたのだ。

　そうと決まれば、人は続々と集まってくる。

　冒険者じゃない者も新商品を買いにダンジョンに行こうと考え、そんな人を護衛するために傭よう兵へいの仕事が生まれる。そんな人たち相手に悪わる巧だくみをする者もいる。

　あらゆる職業の人がモールに集まり、今やダンジョン内はお祭まつり騒さわぎだ。

「さー、いらっしゃい！　このダンジョンで獲とれた魚の串くし焼やきだよ！」

　モールの中央通路には、ダンジョン前商店街のような屋台が建ち並んでいる。店舗を借りられなかった人たちが集まって、小さな露ろ店てんが集まっているのだ。

『すごいね、本当にお祭りみたい』

　建ち並ぶ屋台をキョロキョロと見回すアリーチェ。

『飾かざり付つけのせいなのかな？』

「それはあるな。モールは外と違って色々できるからな」

　アリーチェが指さしているのは、屋台並びの上部にある壁。そこは発光するキノコや色紙などで派手に飾られていた。

「アリーチェ、何か食べたいものある？」

『全部！』

　意外とアリーチェも食い意地張ってるんだよな。

　天界にはない食べ物ばかりだから、珍めずらしいのもあるだろうけど。俺もエランティもリルも人の事は言えないから、ちょうどいいんだけどさ。

「心配しなくても、屋台の食い物はなくなったりしないよ。とりあえずいくつか買って、みんなで食べようか」

　そんな話をしていた矢先、

「コテツ！　仕事だよ！」

　俺を捜さがしていたのか、エランティが手を振ふりながら走ってくる。

「また仕事か」

「気楽に頼たのめて強い人が他ほかにいないんだよ」

　ということは、また戦う必要があるって事だな。

「奥の方でサポートしていたガラテンくん戦せん闘とう部隊が、時間になっても帰ってこないの。様子を見てきて欲しいんだよ」

　ガラテンくんの戦闘部隊は、中に冒険者のバイトが入っている。そう簡単にやられないはずの部隊が帰ってこないとなると──

「ごめんねー、何度も頼み事しちゃってさ」

「いいさ。エランティの頼みなら断れないよ」

「……まったく、本当にコテツは考えナシにそういう事を言う」

　顔を赤くして照れるエランティ。

　このモールをここまで賑にぎやかにしてくれた大恩があるのだ。そんな彼女の頼み事なのだから、無下に出来るわけがない。

「じゃあアリーチェ。適当に何か買って、みんなで食べててくれ。俺の分も残しておいてくれよ」

『気をつけてね、コテツ』

「よろしくね、コテツ！」

　アリーチェとエランティの声せい援えんを受け、俺は肩かたを鳴らす。

　今の俺たちはレンタル武器屋であると同時に、ダンジョン中商店街の一員だ。

　仲間を見捨てる事などできない。

　ま、他人でも見捨てる事はできないけどね。







　地図によると、ダンジョンは南に入口があり、そこから徐じよ々じよに北へ向かって攻略していく形になる。レオンモールはその中心くらいに位置する。

　上下に階層が分かれている地域もあるが、単純に北へ行けば行くほど危険だというのが冒ぼう険けん者の間での通説だ。

　その噂うわさの真しん偽ぎはともかく、消えたガラテンくん戦闘部隊が向かっていたのは、レオンモール以北のダンジョンだという。傷ついた冒険者を救出する任務を請うけ負おっており、それだけ腕うで自じ慢まんのバイトが集まっていたのだが──

「いやぁ面めん目ぼくない！　我々としたことが！」

　情けなさそうに笑うガラテンくん戦闘部隊。

　なんの事はない、トラップに引っかかっていたのだ。巨きよ大だいな落とし穴に落ちてしまい、そこから這はい上がれなかったのだ。

　俺が投げたロープを手た繰ぐって登ってくるガラテンくんたちの下には、冒険者を殺すための針山が折れ曲がっているのが見えた。大した防ぼう御ぎよ力である。

　穴から引き上げてしまえば、もう俺の出番はない。

「うっす！　ありがとうな坊ぼう主ず！」

「助けられた分、魔物をブッ潰つぶしてやるぜ！」

　子供が泣き出しそうなほど低い声で感謝するガラテンくん部隊。モフモフの着ぐるみの下にどんな男たちがいるのか、想像しない方がいいだろう。

　さて、救出作業が終わったので、さっさと戻もどろう。俺も腹が減ったので、モールの屋台で売っていた串焼きでも食べたい。

　すっかり歩き慣れたダンジョンを、まっすぐ進む。

　もはやダンジョンというより、城の回かい廊ろうのようだ。もともと壁や床ゆかは綺き麗れいに整備されているし、エランティが開発した常に発光し続けるランプがあちこちに設置されているせいで歩きやすい。

　さらに壁には冒険者が落書きをしており、笑えるものや卑ひ猥わいなもの、誰だれかの悪口などがたまに見られて面おも白しろい。

「明るさって大事なんだなぁ」

　先が見えない不安、というのはどこにでもある。夜の森や、海原うなばらなど。

　そこを照らすものがあるだけで、精神的な余よ裕ゆうが全然違うのだ。

　さらにこのダンジョンの魔物は明るいところが嫌きらいなのか、照明が多い場所にあまり出しゆつ没ぼつしないという報告もある。

　ただ、魔物の存在がなくなったわけではない。

「ん……？」

　何か聞こえた。

　悲鳴か？

「こっちか！」

　俺は背中の両手剣けんをいつでも抜ぬけるようにして、悲鳴が聞こえた場所まで走った。この周辺の地図は頭に入っている。声が聞こえた地点に行くために、どこかを迂う回かいする必要はない。

　ツヤツヤの石でできた壁に手をひっかけ、その勢いで方向転てん換かん。曲がり角を曲がってまっすぐ進む。石のエリアから巨大な門をくぐると、草で作られた壁のエリアに出る。

　そこで、誰かが戦っていた。

「んん??」

　なんだ、これ？

　戦っている事は戦っているのだが──

　巨大なリスのような魔物が、蛇へびのような魔物に襲おそわれている。

　リスの方は知っている。あれはジャイアントスクワールと呼ばれる魔物で、もともとここが森だった頃ころから住んでいる魔物だ。よく畑を荒あらすので討とう伐ばつ対象になる事もあるが、そこまで害はない。

　対する蛇は、このダンジョンで生まれた魔物だ。頭が四つあり、それぞれの牙きばから異なる毒液を吐はき出す、通つう称しよう「フォーヘッドスネーク」という見たまんまの魔物だ。

　その蛇が吐き出すマヒ毒でジャイアントスクワールは動きを封ふうじられているようだ。あのまま食べるつもりなんだろうか。

　魔物も動物のように縄なわ張ばりがある。

　どちらかが領域を侵おかしたのだろうが、どちらかといえばスクワールの方が被ひ害がい者しやではなかろうか。コルクスノウのような人間だけでなく、もとから森に住んでいた魔物も困っているのだ。

　そう思ったら、自然と武器を抜いていた。

「やめろぉっ！」

　蛇に向かって斬きりかかる。

　俺の足音に気づいたのか、蛇の顔のひとつがこちらを向く。大きく鎌かま首くびをもたげ、口から紫むらさき色いろの毒液を飛ばしてきた。

　少しでも身体からだについたら死ぬ。俺は横に跳とび、壁を蹴ける反動で飛びかかった。

　硬かたい皮ひ膚ふと骨を断たち、蛇の首を落とす。

　だが、まだ三つの首が残っている。全すべての首が俺を狙ねらい、毒液を吐きかける。

「くっ！」

　避よけようとしたが、間に合わない。両手剣の腹で毒液を受ける。

　剣から漏もれた毒液が俺の足あし下もとに落ちると、じゅわっと音を立てて煙けむりを噴ふいた。ダンジョンの床でも溶とかす液体だが、アリーチェの武器はこのくらいで壊こわれたりしない。

　もう一度毒液を吐き出す前に倒たおす。

　そのつもりで剣を突つき出だすが──

「少年！　下がりたまえ！」

「!?」

　鋭するどく、そして有う無むを言わさぬ力を持った声。

　俺はそれに従い、すぐに後ろに飛び退のいた。

　同時に蛇の身体が弾はじけ飛とんだ。まるで体内に爆ばく薬やくでも仕込んだかのように、一いつ瞬しゆんで。

　魔ま法ほうでも見ているのだろうか。

　今、誰もあの蛇に触ふれていなかったはずだが……？

　背後を振り返ると、人が立っていた。

　長い白と赤の髪かみ。

　背の高い、マントとマフラーで全身を隠かくす男。

　彼は──モールでアリーチェを助けてくれた冒険者だ。

　あの蛇を爆ばく発はつさせたのも、彼の仕し業わざなのか。

　なぜ、こんなところに……。

「少年──」

　男は俺を見る。

　そこには怒いかりも親しみもない。ただ〝そこに俺がいる〟としか思っていない。攻こう撃げきの意志はなく、たまたま通りがかったような自然さなのだ。

　俺をまったく警けい戒かいしていない。

「君はこの子を助けてくれたのか」

　彼が見ているのは、ジャイアントスクワール。蛇の毒でやられており、起き上がろうとしても立てないようだ。

　そんな巨大リスに冒険者が手をかざすと、なんとスックと立ち上がり、彼を一いち瞥べつして走り去っていくではないか。まるで毒など存在しなかったかのように。

　これも、彼の能力なのか。いったいいくつ持っているのか。

　リスを助け終えた彼は、もう用がないとでも言いたげに、

「これで良い。では、さらばだ」

　と、紳しん士し的に挨あい拶さつして去っていく。

「ま、待ってくれ！」

　その背中に、俺は呼びかけた。

　あの後、新しいスケッチブックを手にしたアリーチェに教えてもらったのだ。

　彼の──あいつの正体を。

「……お前、本当に〝赤毛のガラティーン〟なのか？」

　彼の足が止まる。







　俺とアリーチェの宝を盗ぬすんだレアモンスター。

　四本の足で歩き、様々なマジックアイテムを吞のみ込み、その力を行使する魔ま獣じゆう。誰も彼を狩かれず、今では報ほう奨しよう金も六〇〇〇万ガッツまで跳はね上がっているという。

　俺も二度挑いどんだが、どちらも相手にされなかった。

　あれだけ鍛きたえた腕うでと、あれだけ改良したアリーチェの武器でも歯が立たなかった。およそ俺が知る中で、ガラティーンほど究極の生物はいないと思っている。それこそ神すら喰くい殺せるのでは、と感じられるほどに。

　奴やつは俺の家宝だけでなく、アリーチェが奪うばわれたという女め神がみの武器を持っている。その神器を取り戻すために、彼女は人間界にいるのだ。

　そんなガラティーンと、今、レオンモールの外でメシを喰っている。

　なんで俺、声なんかかけちゃったんだろう。

　言いたい事はたくさんあったのに、第一声が「腹、減らないか？」ってなんだよ。

　ナンパとかした事ないけど、もし女性に声をかけるとしても、もうちょっとマシな言い方があったと思うぞ。

　で、ガラティーンもガラティーンだよ。

　なんで俺の誘さそいに乗ってくるんだよ。

　しょうがないから一いつ緒しよにモールまで帰って、屋台の串くし焼やきと焼きそば、それから焼き貝と果物を買ってきた。

　モールの中はお祭り騒さわぎだが、外は見張りがいるとはいえ魔物が出る可能性があるので人ひと気けは少ない。

　太陽の光が届く場所での食事も、また乙おつなものだ。

　モールの外がい壁へきに背中を預け、俺とガラティーンの奇き妙みような食事が始まる。

「ほう、我わが輩はいにこれをくれるのか」

　俺から串焼きを受け取ったガラティーンは、何かを考え、次にこう言った。

「知っているぞ。人間はこういう時に〝まじさんきゅー〟と答えるのだろう？」

「……？」

「違ちがうのか？　こういう時は、そう答えるのが良いと教わったんだが」

「誰に教わったんだよ」

「良く分からない人間だ。人間のくせに獣けものに擬ぎ態たいしていた」

　もしかしてそれはガラテンくんアーマーを着た商業ギルドの人ではなかろうか。なんとなく、前に出会ったノリのいいバイトを想像したが……。

「我輩は人間の言葉を勉強していてな。言葉が分かれば、無む駄だな争いを回かい避ひできる。だが同じ意味なのに違う言葉が多くて、難しいものだよ」

　獣とは思えないほど理知的な発言だ。

　串くしに刺ささった肉を食べようとして、うまくいかずに眉まゆをひそめている。やがてガラティーンは串から肉を取り分けると、手で口に運んだ。

「しっかし、なんでまた人間に……」
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「人間以外にもなれるぞ。だが人間と会話をする時には人間の姿の方がやりやすい」

「そういう能力なのか」

　あれだけ大量のマジックアイテムを喰ったガラティーンだ。その中に姿を自在に変化させられるものがあったとしても不思議ではない。

　今やガラティーンは、魔ま術じゆつ師しと呼ばれてもおかしくない存在だ。

　伝説の中にしか存在しない、超ちよう常じよう現象を起こせる存在。何の道具も使わずに不思議な現象を起こせる人間を指す言葉だが、過去に存在したという魔術師も案外そういうトリックがあったのかもしれない。

「で、何やってんだよこんな所で」

　ガラティーンは倒すべき宿敵だ。

　だけど今はそんな気分じゃない。戦うよりも、まず話を聞きたい。

「我輩はいつも変わらぬよ。森を守るために戦っているだけだ」

「森を……守る？」

「君たちが街を守るために戦っているのと同じだ」

　そういうものか。

　ガラティーンにとって、魔物が家族のようなものなのだ。それを守るという行こう為いは別におかしくない。

「レアモンスターと戦っていたのか？」

「君たちがそう呼んでいる奴らは、よそ者だ。我輩と同じ、奇妙な道具に魅み入いられた者たちだ。奴らは森を汚よごし、仲間を殺す。だから強き者として、我輩は排はい除じよせねばならぬ」

　強き者──

　それは貴族における〝貴ノブきレス・者のオブリ義務ージユ〟というものと似ている。

「ダンジョンでもか」

「そう、そこで困っていたのだよ」

　ガラティーンは正直に話す。

「このダンジョンという奴は、よそ者を大量に生んだ。よそ者は仲間をさらに殺す。我輩は仲間を守りたいが、そのためにはこのダンジョンというものを破は壊かいする必要がある」

　なんだよ、まったく俺たちと同じ理由じゃないか。

　いや、俺たちよりも大変だ。

　今はダンジョン内商店街が賑にぎわっているが、このダンジョンの謎なぞを解かない限り、またどこかに第二のダンジョンが生まれる可能性がある。それがレディナイト城下町にできない保証はないのだ。

　俺たちにとっての城下町が、ガラティーンにとっての森──つまりこの場所だ。

「我輩は森の生き物を守るために戦う。今も、昔もだ。あの黒い道具によって、森が〝まじぱねぇ〟ことになっている今、〝ちょうヤバイ〟現状を変えなくてはならぬ」

「……やっぱりアイツだな、教えたの！」

　あのバイト、どれだけ顔が広いんだ。

「なんだ、違うのか？」

「いや、違う……というより、うーん」

　意味は間ま違ちがっていないし、別に失礼でもない。ガラティーンが目上の人間と話す事もないし、正す必要はあるのだろうか。

　いやいや、今は言こと葉ば遣づかいの問題じゃない。

「しかしこのダンジョンで獣の姿でいると、探たん索さくが困難になる。仕方なく我輩は能力を使い、人間に擬態したというわけだ。この姿なら言葉だけでなく、様々な情報が手に入る。無駄な争いも避さけられるので、非常に便利だ」

「敵の姿になるのに、抵てい抗こうはないのか？」

「自然界では普ふ通つうだ」

　そういうものか。虫とか魚も擬態はするもんな。

「戦う時には相応の姿になる。人間も用よう途とによって服や道具を変えるものだろう？　我輩にとって、この能力はそれに近い」

　本当に理知的な魔物だ。

　無用な戦いを避けるだけでなく、必要に応じて姿を変える知性も持っている。

「……あのさ」

　言っていいものか、迷った。

　少し前にコルクスノウから聞いた情報があるのだ。それをガラティーンに話したら、どうなってしまうのか。

　本当は敵のはずだ。さらに言えば、人間の敵である魔ま物ものを守ろうとしている存在だ。

　でも、今は協力してもいいのではないか──

「冒ぼう険けん者が言うには、ここは人間が造ったダンジョンじゃないらしい。そういう能力がある魔物ってわけでもない。マジックアイテムの力なんじゃないかって言われている」

「あの奇妙な道具か。それなら我輩も納なつ得とくできる」

　人間ではなく、道具が引いた設計図。たった一いつ瞬しゆんでダンジョンが生まれたのも、マジックアイテムの魔ま力りよくによるものだとしたら説明がつく。少なくとも人間や魔物が手ずから造るより納得できる。

「問題は、そのマジックアイテムを使った奴がいるかどうかなんだよ。誰だれかが悪意をもって使ったのか、もしくはマジックアイテムだけが何らかの事故で起動してしまったか」

「どちらでも同じ事ではないか。その道具を壊こわせば終わるのだな」

　ガラティーンは立ち上がる。

「やるべき事は変わらない。黒い道具を捜さがし出し、壊す。それだけだ」

「ガラティーン、お前はあの黒いマジックアイテムについて、何か知ってるのか？」

「知る必要はない。あれは悪いものだ。だから我輩が喰くう。喰わねばならぬ。それによって罪のない動物が汚されるよりは」

　淡たん々たんと語るガラティーン。

　他ほかの魔物が喰うよりは、自分で喰った方がいいという考えなのか。

　なんという誇ほこり高たかい、自己犠ぎ牲せいの塊かたまりのような獣だ。しかし、それではいつかガラティーンの身体からだにガタが来るのでは──

　ああもう、なんで俺は敵の心配をしているんだ！

「獣の時はそう感じなかったが、人間の姿になれば人間の食事もうまかったぞ」

　気がつけば俺が買ってきた食料品が全すべて食べ尽つくされていた。あれだけ喋しやべっていたのに食べるのを止やめなかったのか。さすが獣だ。

「〝まじさんきゅー〟、だ」

「あ、ああ」

　これでも最大限の感謝をしているのだろう。

「では少年。また会う日もあるだろう」

　そしてガラティーンは去ろうとする。もう俺に用はないのか。

　引き留めようかと考えた。

　だけど、それでどうする。戦いを挑いどむのか。

「…………！」

　小さな足音が近づいてくる。ガラティーンもそれに気づき、振ふり返かえった。

　アリーチェが走っていた。

　どうやって俺たちの事が分かったのか知らないが、何かに気づいて全力で駆かけてきたのだろう。俺の横を通り過ぎ、ガラティーンの腕うでを摑つかむ。

「女め神がみか。すまないが、まだ君の武器を返すわけにはいかない。森の仲間を守るためには、これが必要なのだ」

「…………！」

　アリーチェは首を横に振り、急いでスケッチブックに何かを書き込む。

　本当なら声を使ってもいいはずだ。きっとガラティーンならアリーチェの声にも動かされない。だけど彼女は一いつ生しよう懸けん命めい文字を書く。

『お願いガラティーン。私たちと一いつ緒しよに戦って？』

「なんだと？」

『ダンジョンをなくせば、みんな得だよ？』

　アリーチェの提案は俺の想像にはなかった。

　あのガラティーンを味方につけようというのか。

　そりゃ、目的は一緒だけど──ガラティーンは俺たちが捜していた宿敵なんだぞ。それにアリーチェだって武器を奪うばわれているのに。

　そんな相手とすら、手を取り合おうとする。その柔じゆう軟なんな考えこそ、アリーチェの力の源なのかもしれない。

　だが、ガラティーンも俺と同じ事を考えていたようだ。

「人間と手を組むだと？」

　冷たい目でアリーチェを見る。そこには若じやつ干かんの殺気が加わっていた。

「それは君たちの言葉で言うなら〝まじありえねぇ〟だよ。君たちと接せつ触しよくしたのは、情報を得る必要があったからだ。我わが輩はいは君たちの言葉で言うなら〝魔物〟という存在だ。人間の敵であり、友ではない」

　その殺気がアリーチェに向けられる前に、俺は彼女を庇かばうように立ちはだかる。ガラティーンは怒いかりを抑おさえ、俺を見てこう言った。

「だが、この肉の礼は返さねばならぬ。だから忠告をするぞ。我輩の邪じや魔まをするな。そうすれば、我輩もお前たちの邪魔をしない」

　そして踵きびすを返し、歩き去っていく。

「…………」

　アリーチェは俺の背中にしがみついたまま、震ふるえていた。

「仕方ないよアリーチェ。あいつは魔物だ。悪い奴やつじゃないかもしれないけれど、人間とは違ちがうんだ」

　俺がなだめると、アリーチェは小さく頷うなずいた。

「でも、どうしてガラティーンを味方にしようなんて思ったんだ？」

　単純な俺の疑問に、アリーチェはこう答えた。

『なんだか、辛つらそうだったから』

　同じ事を、俺も思っていた。

　獣けものの時はそう思わなかったのだが、人間の姿をしているせいで、表情が読みやすくなっているのだ。

　ガラティーンは、明らかに苦しんでいた。
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　パーニッツ王国にダンジョンが生まれて、一ヶ月半ほどの時間が過ぎた。

　ガラテンくんとレオンモールのおかげで賑にぎわったダンジョンも、やがて停てい滞たい期を迎むかえるようになった。

　北に行けば行くほど危険なダンジョンは、冒険者をふるいにかけた。

　早々に脱だつ落らくした冒険者は、ダンジョンの入口付近で探索をする。ダンジョンそのものの攻こう略りやくはせずとも、そこに生息する魔物や壁かべ材などを持ち帰って換かん金きんするのだ。

　やはりダンジョンの奥に行けば行くほど強力な魔物が住み、建築材も不思議なものになっていく。つまり加工する価値のある、レアリティの高い素材になっていく。

　新米冒険者は入口付近、中ちゆう堅けん冒険者はレオンモール付近、そして凄すご腕うで冒険者は奥でダンジョン攻略を目指す、という図式が成り立ってきたのだ。

　ダンジョン中商店街もそれに合わせて品しな揃ぞろえを変えてきた。食料は保存食よりも栄養満点な肉料理が増え、薬品もあらゆる毒に合わせてバリエーションに富み、危険を知らせるサイレンや、身動きが取れなくなったらモールの救助隊に連れん絡らくできる道具などが売られるようになった。

　そして、ウチの店の売り上げはというと──

「むむむ、また下がってる……！」

　帳ちよう簿ぼを見ながらエランティが鬼おにのような形相をしている。

　ダンジョン中商店街支店の店てん舗ぽに、今は全員が集まっている。すでにダンジョン前商店街は畳たたんでしまっており、本店とここだけだ。最初の支店はただの屋台だったので、簡単に撤てつ収しゆうできたが。

「せっかく盛り上がってきたのに、ウチの売り上げが下がったら意味ないじゃん！」

「落ち着けよエランティ。しょうがないだろ」

「何がしょうがないの!?」

「だって今、常連さんしか来ないじゃないか」

　常連のお客さんは毎日武器を借りていってくれるのだが、中堅以下のお客さんが減ったのだ。

「そうなんだよねー。新しいお客さん、全然来なくなっちゃった」

　わざわざ高価な武器を借りて高難度のクエストをするより、身みの丈たけに合った武器で魔ま物ものを狩かろうという冒ぼう険けん者ばかりになったのである。

　ダンジョンが生まれる前はクエストも様々な種類があったので、それに合った武具をレンタルできた。しかしダンジョン内で比ひ較かく的てき安全に金かね儲もうけができるのであれば、誰だれだってそちらに行く。

「まったく……冒険者なんだから冒険しなさいっての」

　憤ふん慨がいするエランティ。それでも彼女は商業ギルドの手伝いをしつつ、ウチの店にも通ってくれているので、本当にありがたい。

「ま、でも赤字にはならないよ。ギルドからいっぱいもらってるからね」

「ガラテンくんアーマーがあるからか」

「そ。ガラテンくん部隊のために、毎週五〇〇万ガッツもらってるからね」

「そんなに!?」

　もらいすぎじゃないのか。

「ガラテンくんアーマーは当日レンタルでも一〇万くらいだと思えば、適正価格じゃない？　むしろ安いくらいだよ」

「そうか、そんなもんか」

　むしろそれだけの数のガラテンくんアーマーを作り出したアリーチェが凄すごい。このダンジョンが攻略されたら、在庫はどうしようか。

「けど、定期収入があっても嬉うれしくないんだよね」

　帳簿を指ではじきながら苦く笑しようするエランティ。

「なんだ、エランティにしては珍めずらしいな」

「あたしはお金を稼かせぐのが趣しゆ味みなの。そのためのアイデアを出すのが好きなんだよ。定期収入がもらえるなら、そのお金をさらに大おお儲もうけするために投資したいんだよ！」

　力説するエランティに、なんだか嫌いやな予感がしてきたぞ。

「おい、お前まさか……」

「そこでコレだよ！　あたしの新発明！」

「お前、売り上げで何やってんだよ！」

　エランティが持ち出したのは、発明品そのものではなく、設計図だ。

　既き存そんのガラテンくんアーマーに、何かを装備させている。これはガラテンくんの手からトゲが生えているのか。

「ガラテンくんに武器をつけたの！　これなら攻こう防ぼう一体でセット価格にもできるし、トゲに毒を塗ぬって魔物に有利な体勢を作る事もできるよ！」

　とうとう武器もついたのか、ガラテンくん。

　本物のガラティーンは武器どころか、魔ま法ほうに近い攻こう撃げきができる。それに比べたらまだ可か愛わいい方か。

「ぬううううう……！」

　そんなエランティの設計図を見て唸うなっているのは、ガーさん。

　店の棚たなの上で目を燃やしている。

「またしてもその珍ちん獣じゆうか。我われの置物はどうなったのだ」

「ガーさんの置物もちゃんと売れてるよ。効能あるじゃん」

　エランティが売上票を見せてくれた。確かにガーさん置物は発売から徐じよ々じよに売り上げが伸のびているが、ガラテンくん関連の商品の一割にも満たない額だ。

「これでは足りぬ」

「そんな事言われたって、商品の数が違いすぎるよ」

「数の問題ではなく、質の問題ではないのか」

「どういう事だよガーさん」

「あの珍獣は商業ギルドのマスコットだが、我はこの店のマスコットだ。つまり我を売り出すためには、まずこの店を宣伝する必要があるのではないか」

「……すごい暴論だな」

　自分の人気がないのは店のせいだと言うつもりか。

　そう反論しようとしたが、ガーさんは続けてこう提案する。

「逆に言えば、我を使えば店の宣伝ができる。我の人気を高めれば、すなわち店の人気も回復するのではないか」

「なるほど、一理あるな」

　エランティも言っていた。定期収入だけではダメだと。ここで一発、ガーさんを使って何か売り出す事はできないものか。そうすれば冒険者たちも少しは楽になり、ダンジョン攻略も早まりそうだが──

「というわけでエランティ。我を売り出す策を考えよ」

「うーん…………ガーさんを売り出す方法ねぇ……」

　エランティは真しん剣けんに考え込む。

　そしてそのまま五分が経過したが、具体的なアイデアは何ひとつ出てこなかった。







　結局、ガーさんを連れた俺は再びダンジョンに潜もぐる事になった。

「やはり人気を高めるには実戦しかあるまい。モールを救った時のように、結果を出せば自然と尊敬の念が集まるのではなかろうか」

　正論である。ただ、前と同じようにいくとは限らない。

「むむっ、悲鳴を感知したぞ。コテツよ、その角を曲がれ」

　作業に必要な道具を積み込んだ荷車の上に乗ったガーさんは、まるで王様のように命令を出してくる。

　荷車を引いてダンジョンを進んでいくと、最初の頃ころとは雰ふん囲い気きが変わった事に気づく。

　入口付近は草で作られた壁が多く、通路の横よこ幅はばも三〇メートルくらいあり、巨きよ大だいな街かい道どうという趣おもむきだった。そのため迷めい宮きゆうという気分にならず、誰でも気軽に入れる雰囲気だった。

　ところが迷宮の北側はそうではない。下手をすれば数人くらいしか通れない狭せまい通路や、毒々しい色の壁、粘ねん着ちやく質しつの液体が塗られた床ゆかなど、気味の悪い場所が多い。

　今、俺が通っている通路は、道みち幅はばこそ広いが、壁が赤い。商業ギルドが置いたランプもなく、先が暗い。

「なんだ、ここ……？」

「ダンジョンが冒険者を拒きよ絶ぜつしているようだな」

　荷車のガーさんが簡潔に答える。

「入口は開放的な方が良い。簡単に進めると勘かん違ちがいした愚おろかな冒険者を狩るためだ。しかしあまり奥まで入ってこられると困るのだろう」

「なるほどね、ここから先は立ち入り禁止ってわけか」

　どうりでモールから先は中堅の冒険者が入りたがらないわけだ。ダンジョンそのものが冒険者を拒こばむ造りになっていたとは。

「ん？　てことは、このダンジョンって冒険者を誘さそうために造られたのか？」

「そうだろうな」

「なんでそんな事するんだ？　誘い込んで、どうするんだ？」

「それは製作者にしか分からぬ」

　人間同士の戦争なら、広い所に誘い込んで罠わなを仕し掛かけ、その後で攻撃──なんて事は良くある話だ。だけどダンジョンを造って、人を集めて、何をさせようというのだ。

「コテツ。考えるのは後だ」

「っと、そうだった！」

　ガーさんが言っていた悲鳴の主は、すぐそこにいた。

　足をケガして倒たおれている冒険者と、彼をかばうガラテンくん。大きな盾たてを持ったガラテンくんは、空中に浮うかぶ剣けんから身を守っていた。

　魔物はその剣だけだ。何かの力で自動で動く剣の魔物だ。

「助すけ太刀だちに来たぞ！」

　俺は背中の両手剣を抜ぬき、剣の魔物を思い切り斬きりつける。

　が、防がれた。見えない剣けん士しがそこにいるかのように、俺の剣と鍔つば迫ぜり合いになる。

　かと思いきや、剣はいきなり真上に飛ひ翔しようする。

「くそっ！」

　バランスを崩くずした俺の頭上から、鋭するどい一いち撃げき。

　ギリギリのところで飛とび退のき、離はなれる。

　あ、危なかった。剣だと思って油断した。

　つい人間が使っている前提で戦おうとしていた。あれは空中に浮いているから、上にも下にも自在に動けるんだった。

「ヤベェ！　コテツさん、マジパネェッス！」

　ガラテンくんが歓かん声せいを上げている。あいつ、こないだのバイトか！

「いいから下がってろ！　その人を助けてやってくれ！」

「でもヤベーんス！　ほら、あっち！」

　バイトが指さす方向から、別の魔物が。

　今度は宙に浮かぶ槍やりが三本。

　ダンジョンの奥に行くほど、こういう魔物が増えてきた。入口付近は動物を改造したような魔物ばかりだったが、レオンモールから先はゴーレムや動く鎧よろいなど、命を持った無機物が増えている。

　新製品の素材としては充じゆう分ぶんなのだが……いかんせん食べられないのが辛つらい。

　そして、その魔物が追いかけているのは──別の魔物だ。

　いや、動物ではない。魔物だ。

　前にも見た事がある巨大リスの魔物や、鋭い刃やいばのような角が生えたシカ、それから小さなウサギのような魔物。それに巨大なハチのような魔物まで。獣けもの型や虫型の魔物と、無機物型の魔物が争っているのか。

「なんだこれ……？」

「魔物同士で争っていたんだ……漁夫の利を狙ねらって仕掛けたら、このざまだ……！」

　倒れていた冒険者が答えてくれた。

　ダンジョンの魔物が、原住民だった魔物を襲おそっているのか。

「来るぞコテツ！」

　ガーさんがいつもより声を張り上げている。

　飛来する槍に対し、ガーさんが目から光線を発射する。槍は次々と撃うち落とされ、動かなくなった。俺が何かアクションを起こす前にカタがついてしまっているではないか。

「す、すごい……！」

　足をケガした冒ぼう険けん者が感動している。

「我が来たからにはもう大だい丈じよう夫ぶだ。レンタル武器屋シヨツプアリーチェの守護石像である我の前では、何なん人ぴとたりとも傷つける事は許さぬ」

「あ、あなたがあの、ガーさん!?」

　冒険者が大げさに驚おどろいている。

「いかにも。我のように強くなりたければ、レンタル武器屋アリーチェに行き、強力な武器を借りてくれば良い。レンタル武器屋アリーチェをよろしく頼たのむ」

「わ、わかりました！」

　露ろ骨こつすぎる宣伝だが、それでも冒険者には感動的だったらしい。涙なみだを流しながらガーさんを拝んでいる。石像の御ご利り益やくがあると思っているのか。いや、実際に助けられたわけだが。

「ガーさん！　まだ来るぞっ！」

「任せておけ」

　暗くら闇やみの奥から、さらに魔ま物ものがやってきた。今度は空中を飛ぶ武器と、鎧。それに盾までやってきた。武器庫を丸ごとひっくり返したような数だ。

　それ全部まとめて一式でかかってこいと思うのだが、バラバラに飛んでくるから厄やつ介かいなのだ。

　しかしガーさんの光線の前には、それも無力。次々に撃ち落とされる武器と防具は、地面に転がって煙けむりを上げていた。

「おおお……さすがガーさん」

　もう全部ガーさんに任せて、俺帰ってもいいんじゃないだろうか。

　そう考えている間にも、金属の魔物の攻撃は続く。

　剣などの刃は物ものが次々に飛来し──

　それに紛まぎれて地面を這はう魔物の姿が見える。

「危ないっ！」

　死角からガーさんを狙うのは、ダンジョンの床に擬ぎ態たいした巨大ミミズのような魔物。毒々しい色をしたそれは、ガーさんに向かって飛びかかり、毒液を吐はく。

「むうっ!?」

　黒い液体がガーさんの目にかかる。すると液体が硬こう化かしてガーさんの顔全体を覆おおってしまったではないか。

「くっ、これでは見えぬ！」

　そのスキに撃ち落とせなかった武器たちがガーさんに向かって飛ぶ。まずい、いくらガーさんでもあの数の武器に攻こう撃げきされたら危険だ。

「ガーさん！」

　俺はすぐにガーさんを庇かばい、剣で武器を叩たたき落おとす。

　一番近かった槍を叩き落とし、次に剣を弾はじき飛ばし──

　そして三つ目の武器は間に合わなかった。

「ぐああああっ！」

　短たん剣けんが俺の肩かたに刺ささる。

　激しい痺しびれを伴ともなう痛みに、武器から手を離してしまった。

　くそっ！　数が多すぎる！

　いくら俺でも、矢のように何本も飛来する武器はそう簡単に叩き落とせない。五つくらいまでならなんとかなるけど、一〇や二〇の数は無理だ。

　俺もガラテンくんアーマーを着てくれば良かった。

　自分の腕うでを過信して、アリーチェの強力な鎧を身につけなかったせいだ。

　一生の不覚だ。準備を怠おこたるなど、戦士として一番の恥はじではないか。

「コテツさん！」

　俺の言いつけ通りに冒険者をかばっていたバイトの悲鳴。

「だ、大丈夫……！　いざとなったら、ガーさんを連れて逃にげろ……！」

「ダメッス！　ダチを見捨てるとかマジありえねーんスけど！」

　バイト、お前いいヤツだな。いつからダチになったのか分からないけど。

　でもそれじゃ全ぜん滅めつするだけだ。ここは誰だれかひとりでも生きて帰って、助けを呼んでくれれば──

　痛む肩を押さえ、周囲を見る。

　大丈夫、まだ逃げ道は塞ふさがれていない。

「コテツ、下がれ！」

「大丈夫、その必要はない！」

　俺には見えていた。

　飛来する武器の魔物の、さらに後ろ。

　素す早ばやく走り込んでくる人ひと影かげが。

　マントが風になびくのが見えた。

「おおおおおおおおっ！」

　両手に雷かみなりの力を溜ためたガラティーンは、走りざまにその腕を振ふり抜いた。ボールのように投げられた雷の弾たまが一番近くの剣に命中すると、そこから連れん鎖さ的に雷が移っていく。

　全すべての武器を焼き焦こがすと、ガラティーンは壁かべを蹴けって走る。

　そして手をかざしただけで、地面から剣が生えた。地を這う魔物を正確に貫つらぬくと、剣は氷の粒つぶになって消しよう滅めつする。

　たった数瞬しゆん。

　それだけで俺たちが死ぬほど苦労していた魔物を蹴け散ちらしてしまった。

　残されたのは俺たちと、それから獣型の魔物たち。

「…………」

　ガラティーンは双そう方ほうを見る。

「あ、ありがとうガラティーン。助かっ──」

　俺が言い終える前に、ガラティーンは再び手をかざす。

　小さな雷の弾が彼の周囲に無数に生まれ、光を放つ。その威い力りよくは、つい先ほど見たばかりだ。

　恐おそれを成した獣型の魔物がいち早く逃げ去っていく。

「お、おい、ガラティーン──！」

　彼はずっとこちらを見ている。

　まさか俺たちを攻撃するつもりなのか？

　だって、俺たちの邪じや魔まはしないって言ったじゃないか。あいつは噓うそをつかないんじゃなかったのか。

　そんな疑問は、たちまち消滅した。

「うおおおおおおおおっ！」

　鋭い咆ほう哮こうと共に、ガラティーンが電でん撃げきの弾を投げつける。それは俺たちの足あし下もとで炸さく裂れつし、激しい火花を散らす。

「ひ、ひいいいいっ！　ヤベェッス！　パネェッス！」

　バイトが冒険者を担かつぎ、荷車を引いて逃げていく。命の危険を感じたせいか、魔物よりも素早い逃げっぷりだった。

　俺もガーさんを連れて逃げたい。

　だが立って走ろうとすると、肩の激痛が邪魔をするのだ。

　そんな言い訳も、きっとアイツは聞いてくれないだろう。

「おい、ガラティーン！　やめろ！　俺たちは邪魔なんかしない！」

　俺がいくら説得しても、聞く気配はない。それどころか電撃の弾はさらに数を増やし、ガラティーンの周囲を覆っていく。

　今までに見せた事のない、怒いかりの表情だ。

　俺と話していた時のような、誇ほこり高たかい紳しん士しのような態度ではない。まさに一いつ匹ぴきの獣と呼ぶべき獰どう猛もうさを晒さらしている。

　雷によってガラティーンの赤い髪かみの毛けが逆立ち、バチバチと音を立てている。

「もしかして、俺たちがあの魔物を襲ったと思ってるのか？　誤解だ！　この森に住んでいた魔物を襲ったのは、さっきの武器たちだ！」

「うおおおおおおおっ！」

　ガラティーンは止まらない。電撃の弾をもう一度投げる。

　痛む身体からだを強ごう引いんに動かして、なんとか電撃を避よけた。

　なんとかここから逃げないと──

　だが背中を見せたら、そこに電撃を投げられる。全速力で逃げるには、肩の痛みが邪魔だ。こういう時、レオンモールで普ふ段だん売っている痛み止めの薬があれば良かったのに。

　なんとか背中を見せずに、アイツから離り脱だつする方法を考えなければ。

「くっ！」

　それでもガラティーンは電撃の弾を投げようとする。

　だが、次の弾が止まった。

「……？」

　理由はすぐに分かった。

　ガラティーンの胸から、刃やいばが突つき出ている。

　誰かが彼を背中から刺したのだ。

「えっ？」

　その時点で、俺の頭がパンクしそうになる。

　事実としてそこにある、ガラティーンが背後から刺されたという結論。色々と考えたいのだが、それは後回しにしろと俺の本能が叫さけんでいる。

　ガラティーンを刺した剣けんがゆっくりと引ひき抜ぬかれる。

　真っ赤な血が胸から噴ふき出て、壁にべっとりと張り付いた。それでもガラティーンは膝ひざすらつかずに、犯人を見た。

　剣を持って立っているのは──ウサギだった。

　たまにダンジョンで見かける、二本足で立つウサギの魔物。背中に鉄板のようなものを背負っていた、可か愛わいらしい魔物だ。

　俺の腰こしくらいまでしかない大きさのそいつが、ガラティーンを刺したのか。

「なんなんだ、アイツ……？」

　たまたま落ちていた刀とう剣けん型の魔ま物ものを使ったのか。

　いや、そうではない。

　ウサギのような魔物の手には、もう一ひと振ふりの剣が握にぎられていた。

　それをおもむろにガラティーンの足に刺すと、さらに別の刃物を取り出す。何もない空間から引きずり出すかのように。

　そして、背中につけていた鉄板を外し、前面に持っていく。

　鉄板じゃない。あれは仮面だ。顔をすっぽりと覆う、金属の仮面をつけたのだ。

「我わが輩はいを……刺した、だと……！」

　ガラティーンの目が見開かれた。

　仮面のウサギを素早く摑つかもうと手を伸のばすが、空を切る。その手がダンジョンの壁にめり込むと、轟ごう音おんを立てる。壁にクレーターが生じ、その衝しよう撃げき波はのみでウサギの魔物がわずかに顔を背そむけた。

　そこへガラティーンが雷の弾を投げつけるが、なんとウサギの魔物はどこからともなく取り出した盾たてでそれを防いだではないか。弾かれた雷は周囲に散らばり、転がっている刀剣型魔物をさらに焦がす。

「あの魔物──武器や防具を使っている……？」

　その異様さに、俺は震ふるえる。

　魔物が武器を使っている事もそうだが、それにガラティーンが苦しめられているという点がおかしい。

　だって、ガラティーンに武器が刺さってるんだぞ？

　アリーチェが全力で作って、俺が毎日修しゆ行ぎようした剣でも傷どころか汚よごれすらつかなかったガラティーンに、あの剣が刺さっているのだ。

　剣は、黒かった。

　正確にはモヤモヤとした黒いオーラが立ち上っている。

　あの黒いオーラには見覚えがあった。

　──オオオオオォォォォォォッ!!

　ガラティーンが吼ほえた。

　両手を地面につくと、仮面ウサギに向かって走り出す。距きよ離りにして数メートル。対するウサギの魔物は槍やりを空中から取り出し、突とつ撃げきに合わせてガラティーンに投げつけた。

　走りながら、ガラティーンの身体はみるみるうちに本来の姿に戻もどっていく。わずかな距離を詰つめる間に、あの白と赤の毛並みの獣けものに戻っていた。

　──オオオオッ！

　槍がガラティーンの肩かたに突き刺ささるが、それでも勢いは止まらない。雷を纏まとったガラティーンが、仮面ウサギを突き飛ばし、壁に押しつける。

　クレーターが生じ、さらに壁が砕くだけ散った。大きな穴の向こうには赤黒く脈打つ壁と床ゆかが見える。まるで内臓のような場所だ。

　仮面ウサギはガラティーンのタックルをくらって吹ふき飛んだが、すぐに起き上がる。空中から武器を取り出し、また構えた。

　あのウサギの周囲には、剣、槍、斧おの、鎌かま、弓、あらゆる武器が浮ういている。

　ガラティーンも再び人間の姿に戻ると、自分の身体に刺さっていた槍を引き抜いた。それを構えてウサギに飛びかかる。

「見つけた──とうとう見つけたぞ！」

　叫びながら槍を突き出すガラティーン。

　仮面ウサギの剣がそれを弾はじき飛とばす。それだけではなく、宙に浮いていた斧がガラティーンの胴どうを切きり裂さき、弓が自動的に引かれ、矢を放つ。

　魔ま獣じゆうとウサギの戦いに、俺はどうする事もできずにいる。

　加勢すべきなのか？　どちらに？

　そう考えて、先ほどのガラティーンの行動を思い出す。

　俺たちに向かって攻こう撃げきしたのは、敵意じゃなかったのだ。

　──あのウサギから、俺たちを引き離はなすため。

　つまり最初から、あのウサギが敵だと知っていたのだ。

　それは、つまり。

「む……ようやく剝はがれたか」

　俺の足下に転がっていたガーさん。先ほどの魔物の毒液から回復したようだ。目から涙なみだのような水を大量に流して洗っていた。やはり石像でも目を塞ふさがれると見えないのか。

「大だい丈じよう夫ぶか、ガーさん？」

　俺がガーさんを心配した一いつ瞬しゆんの間に、戦いの音が遠ざかっていく。

「我輩は貴様を捜さがしていたのだ──！」

　ガラティーンがウサギを追い詰めているように見えるが、あちらは距離を取りながら着実に遠えん距きよ離りから武器を投げ続けている。

　そうしているうちに、俺たちからどんどん離れていってしまった。

　追いたいが、無理だ。

　この肩の傷じゃ追いつく事も、追いついた後に戦う事もできない。

　やがて金属同士が撃うち合う音が完全に消えた。灯あかりのないダンジョンの中、どちらへ行ったのかも分からない。

「うぅっ……」

　その場に座り込む。

　痛みもそうだが、頭がこんがらがってショートしそうだ。

　何が起きたのだろう。

　ガラティーンを襲おそったあのウサギのような魔物は……。

「コテツよ。我われは初めて見たが、あの背の高い男がガラティーンなのだな」

「……ああ。あっちのウサギみたいな魔物は分からないけど」

「いや、そちらは我が知っている」

「なんだって？」

　確かあのウサギ、このダンジョンの魔ま物もの図ず鑑かんにも載のっていなかったはず。あんな風に武器を取り出してガラティーンを傷つけられるような魔物、いたら今ごろ大おお騒さわぎだ。

「あれはハクトだ」

「ハクト？」

　聞いた事のない種族だ。

「この辺の魔物じゃないよな？　どこに生息しているんだ？」

　何気ない質問。

　ガーさんの返答を聞いた瞬しゆん間かん、俺は心臓が急激に冷えるのを感じた。

「天界だ」
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　ダンジョン中商店街支店に、全員を集めた。

　店のカウンターに、俺が持ち帰った武器を置く。

　何が起きるか分からないから、運うん搬ぱんはガーさんにやってもらった。

「これが、その武器だ」

　折れた刀身は全すべて黒く、何の金属で作られているのか分からない。あらかたガラティーンによって破は壊かいされていたが、それでも何かの手がかりになると思ったのだ。

　アリーチェはその武器の残ざん骸がいを真しん剣けんな目で見ている。

「本当にこれでガラティーン刺したの？」

　エランティは懐かい疑ぎ的な目だ。

　俺も、あのガラティーンが傷を負ったという事実が信じられない。

「ああ。俺はこの目で見たんだ」

「どういう構造なんだろ……」

「見た目は普ふ通つうの剣だけど、鋭するどさが全然違ちがう。うかつに刃やいばに触ふれるなよ。指が落ちる」

「ひぃっ」

　慌あわててエランティが指を引っ込める。アリーチェが製作した武器も鋭いが、この黒い武器はそれ以上の威い力りよくを秘ひめているのではないか。指どころか、触れただけで全身がバラバラにされそうな魔ま力りよくを感じる。

「本当にこの武器を魔物が作ったのか？」

　鍛冶かじ士しであるリルには、この武器の異様さが分かる。

「刃の鋭さもそうだが、この刃の薄うすさ──普通なら折れるどころか、この形を維い持じする事すら難しい。まるで紙のようだ。素す晴ばらしい」

　武器によっては向こう側が透すけて見えるほど薄い刃なのだ。これだけ薄ければガラティーンにも刺さるというわけか。

「コテツ、肩のケガはどう？」

　心配している顔と言葉で、エランティは俺の肩を叩たたく。

「いってぇなこの野や郎ろう──！　と、言いたい所なんだけどな」

　俺は服を脱ぬぎ、肩の包帯を見せる。

「実はもうほとんど傷が塞がってるんだ。剣けんが薄くて切れ味が良すぎるせいかな」

　もちろんそれだけではない。新しい魔物の体組織で作られた傷薬のおかげもある。

「見れば見るほど、すごい鍛冶士だ」

　俺もそれは認めざるを得ない。

　この武器を作った鍛冶士はアリーチェに匹ひつ敵てきする、いや、もしかしたらそれ以上かもしれない。女め神がみを凌りよう駕がするその存在とは──

「なぁガーさん、ハクトって誰だれだ？」

『それは私が説明します』

　そう言ってアリーチェがカウンターにスケッチブックを立てる。そこには色いろ鉛えん筆ぴつで「ハクトとは？」と書かれていた。

　さっそく一枚目をめくると、可か愛わいいイラストつきの文字が書かれてあった。もしかしてこれ、ずっと作ってたのか？

『ハクトは天界に住む神しん獣じゆうです。女神様のお手伝いをしてくれる、とても賢かしこい獣です』

　何匹ひきもの白いウサギが美しい女神のそばでハンマーを振ふっているイラスト。これガーさんが描かいたのかな。

『ハクトは女神様の助手として、鍛冶、身の回りの世話、護衛、あらゆる事をしてくれます。とても賢い獣です』

　とても賢い獣って、二回出てきたぞ。

『おしまい』

「これで終わりなのか！」

　だけどハクトがどういう存在なのかは分かった。

「女神様の下もとで働いてるって、それアリーチェも同じだったんじゃない？」

　エランティがズバリ核かく心しんを突つく。

『うん。私もハクトと一いつ緒しよに勉強してた。ハクトはなんでもできるんだよ』

「兄弟で子しみたいなものなのかな」

「なるほど、師し匠しようの兄弟子──ならばこの鍛冶技術も納なつ得とくできる」

　リルが黒い剣の柄つかに触れる。

　師匠が同じというわりには、作る武器はあまり似ていない。

　いや、今はそれどころではない。

　もっと大事な問題があるではないか。

「その兄弟子のハクトが、なんでダンジョンにいたんだ？」

　俺の疑問に全員が首をかしげる。

　天界にいるはずの神獣が、人間界の、しかもパーニッツ王国のダンジョンにいる理由が分からない。

　アリーチェは奪うばわれた女神の武器──神器を取とり戻もどすために人間界にいる。だがハクトはどんな任務を受けたのだろうか。

「やはり目的はガラティーンなのではないか」

　ガーさんがそう推察する。

「アリーチェがいつまでもガラティーンから神器を取り戻せない事に業ごうを煮にやした女神が遣つかわしたのではなかろうか」

　そうか、アリーチェに代わってガラティーンを討とう伐ばつしようとしたのか。それなら攻撃の理由が説明できるが……。

「…………」

　肩かたを落とすアリーチェ。

「ガーさん！　それはないだろ！　アリーチェは頑がん張ばってる！」

「それを判断するのは我々ではなく、女神だ」

「そりゃそうだけど……」

　実際、アリーチェの武器で傷つけられなかったガラティーンを、ハクトの武器は貫つらぬいたのだ。その威力の差は歴然としている。

「大丈夫です、師匠」

　落ち込むアリーチェの肩に触れる。

『リル。慰なぐさめてくれなくてもいいよ』

「いいえ、根こん拠きよもなく師匠を励はげましているのではありません。なぜなら、まだハクトとかいう獣けものはガラティーンを討伐していないからです。師匠にはまだ時間がある」

「確かにリルの言う通りだ。もしもハクトが任務を遂すい行こうしたのであれば、アリーチェにも何らかの連れん絡らくがくるはずだ」

　ガーさんもリルに同意する。

「そうか、ハクトより先に武器を奪い返せばいいのか。別にガラティーンを討伐する必要はない。なんとか説得して、返してもらう方法もある」

　俺も自分の案を伝えてみるが、

「説得ったって、どうすんの？　ガラティーンもダンジョンを消して、森を守りたいって言ってんでしょ？　ダンジョンが消えるまで返してくれそうにないよ？」

　エランティにあっさり否定されてしまう。

「そうだな……うーん、こうしている間にも、ハクトが戦っているかもしれないのか」

『じゃあ、ハクトを説得するのは？』

　俺の案を受けて、アリーチェがそう答えた。

『ハクトにもう少しだけ待ってもらうの。みんなでダンジョンをなくせば、ガラティーンも目的を果たせるし、武器を返してもらえるかもしれない』

「そうか。ハクトにもダンジョン攻こう略りやくに協力してもらえばいいのか」

　一緒に協力して目的を果たせば、アリーチェの評価も少しは上がるんじゃないかな。そこは女神の采さい配はい次し第だいだけど。

「よしっ、そうと決まれば、さっそくハクトとガラティーンを止めに行くぞ！」

　という結論になったはいいが──

「止めに行くって……どうやって？」

　エランティの疑問に、全員が沈ちん黙もくする。

　ガラティーンとハクトはダンジョンの奥のどこかで戦っていた。おそらく未み探たん索さくの場所だ。決着がついていないのであれば、バラバラに行動しているかもしれない。

『それなら大だい丈じよう夫ぶ』

　アリーチェには秘策があるようだ。

『ガーさんに飛んでもらおう。ガーさんならハクトの居場所を探す事ができるよ』

「ああ、ガーさんは瞬間移動できるんだっけ」

　手を叩いてから、何かおかしいことに気づく。

「ん？　ガーさんってダンジョンの中でも瞬間移動できるのか？」

　コルクスノウたちを救出する時も、位置は分かったのに瞬間移動はしなかった。

「できぬ事はないが、前に話したように長ちよう距きよ離りの移動は非常に疲つかれる。我われだけ単独で移動しようものなら、その先で危険が待っていた場合、即そく座ざになぶり殺しにされる」

「じゃあ、俺たちがついていけばいいじゃん。一緒に瞬間移動もできるんだろ？」

「可能だが、それはもっと消しよう耗もうする」

「でも、俺たちが一緒に行けば、ガーさんを守れるぜ？」

「……それはつまり、疲れてもいいから飛べ、と言いたいのか？」

『お願いガーさん』

「頼たのむよガーさん」

　アリーチェと俺が懇こん願がんする。

「いいか汝なんじら、飛ぶのは我なのだぞ。本当に疲れるのだ。人間で言うなら、一日中走り続けるくらいの疲ひ労ろう感かんがあるのだ」

　あの何事にも動じないガーさんが、本気で嫌いやがっている。

　それほどの疲労を伴ともなう行こう為いなのは理解したが、それでもガーさんの協力がなければ、アリーチェの目的が果たせなくなってしまう。

　今までのアリーチェの苦労が無む駄だになってしまうかもしれないのだ。だから少しでも時間を稼かせがなくてはならない。

　そう願う俺の隣となりで、エランティがぽつりと言う。

「でも、成功したらガーさん、ダンジョン攻略のきっかけを作った立たて役やく者しやになれるよ」

「む」

「このダンジョンが消えても、英えい雄ゆうの名前は残るんじゃないかな。もしかしたら置物じゃなくて、銅像とか作ってくれるかもしれないよ」

「……ひとりだけだ。それ以上は運べぬぞ」

　意外とチョロかった。







　本来ならもっと準備をしてから行くべきだったが、一刻を争う事態だ。

　店にある全すべての武器と防具の在庫をかき集め、持てるだけ持つ。そしてエランティに買ってきてもらった便利グッズや傷薬──それから痛み止めを多めに持って、ガーさんに連れていってもらった。

　ハクトの居場所はダンジョンの最北部、それも地下数十メートルらしい。

　そこにガーさんの力を借りて一いつ瞬しゆんでワープをするのは、探索を続けてきた冒ぼう険けん者にとっては冒ぼう瀆とくかもしれない。しかしその場所に行ったからといって、ダンジョンが攻略できるわけでもない。むしろリスクの方が大きいのだ。

　その場所は暗かった。

　すぐに俺はもらった道具を放ほうり投げる。落ちても割れないランプで、ぶよぶよした球体の中にヒカリゴケのようなものが混ざっている。それを手当たり次第に投げて、周囲の灯あかりを確保する。

　天てん井じようは高く、数十メートルもある。広さも充じゆう分ぶんで、俺が力ちから一いつ杯ぱい投げた球体型ランプですらどこの壁かべにも届かない。巨きよ大だいなホールなのだろうか。

「見たか…………これが……我の…………！」

　俺の足あし下もとに虫の息のガーさんが転がっていた。

「ガーさん、良くやったよ本当に！　英雄だよ！」

　まさか二人も運んでくれるなんて。

　これで全てうまくいったら、銅像くらいじゃ足りないレベルの大手柄だ。

『ガーさん、ありがとうね』

　ガラテンくんアーマーを着たアリーチェも謝意を示す。

　一番戦いに向かないアリーチェを連れてきたのは、ハクトを確かく認にんしてもらうためだ。ハクトの説得には彼女が一番向いているはずだ。

　アリーチェは人間よりも視力がいいのか、ある一点を見つめる。

『コテツ、あそこ』

　ガラテンくんの毛深い手が指し示す方向。

　そこに、ガラティーンとハクトがいた。

　灯りの範はん囲いより離はなれていて、何をやっているのか肉眼では判別しにくい。しかし重なり合う金属の音と、ガラティーンの咆ほう哮こうがはっきりと伝えてくれる。

「戦っている……！」

　俺たちが一度帰き還かんしてから、一昼夜は経たっている。

　まさかその間もずっと戦い続けていたのか？

　──オオオオオッ！

　ガラティーンの声が近づいてくる。

　何かに放り投げられたかのように、ガラティーンの身体からだが宙を舞まい、俺に向かって飛んできたではないか。

「うおっ!?」

　慌あわてて避よけると、獣の姿をしたガラティーンが転がった。

　身体中にハクトの武器が刺ささっており、全身が血まみれだ。

　その刃やいばは黒く、そして蝶ちようの羽のように薄うすい。

「……君たち…………！」

　血を吐はきながら、ガラティーンは立ち上がる。獣の姿でも人間の言葉を喋しやべれるのか。そういえば、人間の姿をしていたのは情報を集めるためだとか言ってたっけ。

「我わが輩はいは邪じや魔まをするなと……言ったのだぞ……！」

　明らかに弱っているガラティーン。

　対するハクトは無傷に近い。身体中が汚よごれているが、血は流れておらず、仮面も損傷していない。

　その仮面の紋もん様ようは赤黒く、シャーマンのような神聖さと奇き抜ばつさを併あわせ持っていた。あれも天界のセンスなのだろうか。

　ハクトは両手に短たん剣けんを持ち、ステップを踏ふむようにこちらに近づいてくる。

　その短剣も、黒い。

　いや、よく見ると黒いだけではない。黒いオーラのようなものを纏まとっている。

　そうだ、前にハクトが攻こう撃げきしていた時も、あのオーラが武器を覆おおっていたのだ。そのオーラの残ざん滓しがガラティーンにもついているのが分かる。

「なぁ、アリーチェ。あの黒いモヤモヤっとした奴やつって……」

『うん。覚えてる』

　俺が見たのは一度だけ。

　以前、ガラティーンと戦っていた〝黒手のナーゲルリング〟というレアモンスターが持っていたマジックアイテム。

　ただの小さな魔ま物ものを獰どう猛もうなレアモンスターに変へん貌ぼうさせた、出所の分からないものだ。

　通常のマジックアイテムは使用者に魔ま法ほうのような力をもたらすが、あの黒いマジックアイテムはそれに加えて魔物を暴れさせる効果があるようだ。

　つまり──とても危険なものだ。

　ガラティーンはそのマジックアイテムを回収し、森に平和をもたらすために戦っていた。そして他ほかの者に使わせないために自分の体内に取り込んでいた。

　そのマジックアイテムを、ハクトが持っている。

　これは、どういう事か。

「アイツ……なのか？」

　まさか、そういう事なのか？

「下がるんだ、少年」

　ガラティーンは震ふるえる足で俺たちの前に立つ。赤毛のガラティーンという二つ名は、返り血で真っ赤に染まる彼の毛並みを指したものだが、今は自分の血で汚れていた。

「あの黒いものは、触ふれるだけで危険だ。人間が扱あつかえる代しろ物ものではない」

「ガラティーン、アイツは……ハクトが黒いマジックアイテムを？」

「それがどうした」

「……!?」

　待ってくれ。

　だって黒いマジックアイテムは、アリーチェが人間界に来る前からあったんだろ？　それにあれは悪意の詰つまったものだ。

　女め神がみの弟で子しだった神しん獣じゆうのハクトがそんなものを作るのか？

　アリーチェを見る。

　彼女も俺を見ていた。その手のスケッチブックには、俺が訊ききたかった事の答えが書かれてあった。

『作れるよ、ハクトなら』

　ガラテンくんアーマーの中にいるアリーチェは、どんな表情なのだろう。

　彼女の意図や、事実の真しん偽ぎを確かめる前に、向こうがそれを証明してきた。

「っ!?」

　音もなく飛来する刃。

　それはガラティーンでも俺でもなく、アリーチェを狙ねらっていた。

　その瞬しゆん間かん、俺は変身するように切り替かわる。

「アリーチェ！」

　電でん撃げきが走ったかのように、俺は両手剣けんを抜ぬいてアリーチェの前に立った。

　訳の分からない事ばかりで頭がこんがらがっていたところだ。こういう分かりやすい事ならいくらでも来い。

　飛来する刃を弾はじき、アリーチェを守る。

　が、弾かれたのは俺の方だった。

「いっ!?」

　鉛なまりの巨大な弾たまを受け止めたような衝しよう撃げきに、俺の剣が弾かれる。すぐに正面に構え直すのだが、俺の剣は根元から先がなくなってしまった。

　それでも投げつけられる刃は物もの。

「っ！」

　俺の前にいたガラティーンが素す早ばやく庇かばうように立ちはだかる。刃物はガラティーンの身体を掠かすめ、それでも勢いを殺さずに背後へ飛んだ。俺の横を通り過ぎ、アリーチェの頭を掠める。ガラテンくんアーマーの内部装そう甲こうに当たる音がした。

「きゃっ！」

　ガラテンくんの頭部を吹ふき飛とばされたが、アリーチェはその場に倒たおれただけで済んだ。もしもガラティーンが勢いを殺していなければ、どうなっていただろうか。

「アリーチェ、無事か!?」

「うん！」

　さすがにこういう時は声で返事をする。このくらいは大だい丈じよう夫ぶだろう。

　俺は荷物から次の武器──二振ふりの長ちよう剣けんを取り出し、両手に構える。

　今ので、分かった。

　アリーチェに武器を投げつけたハクトと、それを庇ったガラティーン。

　どちらが味方で、どちらが敵なのか。

「ハクト！」

　俺が名を呼ぶと、白い小さなウサギは笑っていた。仮面の下でどのような表情をしているのか分からないが、明らかに俺をバカにしている。

「少年。そこをどけ」

　ガラティーンが全身で俺を押しのけようとするが、

「どかない。アイツは俺たちの敵でもある。お前に協力するつもりはない。たまたま相手が一いつ緒しよだっただけだ」

「……勝手にしたまえ」

　ガラティーンは低く唸うなると、呼吸を整える。

「ハクトが使う黒いオーラ……刃物だけじゃない。マジックアイテムも強化する事ができるみたいだ」

　そう、全すべてはあの黒いオーラが元げん凶きようだ。

　あのオーラは毒だ。だからレアモンスターが凶きよう暴ぼうになったりする。

　別にハクトが珍めずらしい事をやっているわけではない。アリーチェだって武器を作る時、特別な方法で魔ま力りよくをコーティングする。ビキニアーマーがあれだけ硬かたいのは、その力が宿っているからだ。

　同じ女神の弟子なのに、どうしてこうも違ちがうのか。

「うおおおおっ！」

　気合いを入れて、俺はハクトに向かって走る。

　ハクトも俺が明確に敵に回ったと認識したようだ。何もない空間から槍やりのような長く尖とがった金属を取り出し、投げつける。

「はっ！」

　左手の剣で、その槍を叩たたき落おとし、そのままダッシュでハクトとの距きよ離りを詰める。

　さらに俺の隣となりからガラティーンが走り出し、ハクトの顔面を目がけて雷かみなりの槍を投げつけた。二方向からの同時攻撃に対し、ハクトが持ち出したのは巨大な壁のような盾たて。

　その盾にガラティーンの雷が当たると、吸い込まれるように消しよう滅めつした。完全に雷を無効化しているようだ。

　その盾に、俺は全力で斬きりつける。

「!!」

　盾の向こうにいるハクトがよろめいた。

　続けざまに俺は蹴けりを放ち、盾を吹き飛ばす。その奥にいるハクトは驚おどろいたような態度で俺を攻撃する。持っていた短剣で俺の心臓を狙うが、素早く避ける。

　もう一度、左手の剣でハクトを斬りつけた。

「ッ!!」

　今度は俺の剣に向けて、ハクトが短剣を投げる。鋭するどい短剣は俺の剣を根元からポッキリと折った。やはり黒いオーラを纏まとった武器には太刀たち打うちできないのか。

「コテツ！」

　名を呼ばれ、感覚で手を伸のばす。

　叫さけびながらアリーチェが放ほうり投げたのは、盾だ。それを空中でキャッチした俺は、もう一度ハクトに向かって突とつ撃げきした。

　盾を持った俺に対し、もう一度短剣を投げてくる。

　激しい衝撃が盾から腕うでに響ひびく。

　しかし盾は無傷だ。刃物は弾かれ、地面に転がった。

「そうか──そういう事か」

　アリーチェが俺に盾を渡わたした理由が分かった。

　確信を得るために、俺は盾を構えたままハクトに体当たりを仕し掛かける。

「!!」

　ハクトは突撃する俺に驚きながらも、槍や剣を投げつけてくる。それを盾で受けると多少の衝撃はあるが、やはり弾かれて転がっていった。

　やはり──コイツの武器、簡単に防げるじゃないか。

　武器としては、鋭い。アリーチェの武器を軽く凌りよう駕がするほどに。

　だけどどんな武器でも、傾けい斜しやのある盾に防がれたら力が弱まる。これは武器のせいではなく、どんな刃物でも物理的にそうなってしまうのだ。

　加えてアリーチェの盾の丸みは計算し尽つくされており、正面から受ければどんなに鋭い刃物でも受け流す事ができる。

　おそらく、ハクトはガラティーンを倒すためだけに武器を作ったのだ。硬い皮ひ膚ふには通っても、丸い盾には通らないのだ。ガラティーンはそれを持っていないから。

「コテツ！」

　さらにアリーチェの呼び声がする。

　振ふり返かえり、武器を受け取ると、なんと鎖くさり分ふん銅どう。

　ああ、そうか。ガラティーンには鋭い爪つめも強力な拳こぶしもあるが、何かを縛しばるような道具はない。

「これなら──！」

　俺は踏ふみ込こみながら鎖分銅を振り回し、遠心力を付けてハクトに投げつけた。

　鎖はハクトの小さな身体からだに巻き付き、あっという間に動きを封ふうじてしまう。だがさすがにハクトもやられっぱなしではない。剣を取りだし、鎖を斬ろうとする。

　数回叩きつけるだけで鎖は切れてしまったが、その数瞬しゆんの時間が命取りだ。

「おおおおおおおおっ！」

　すでにガラティーンはハクトに肉にく薄はくしており、その身体に嚙かみつく。

「うおおおおおおおおおおっ！」

　叫びながら、咥くわえたハクトの身体を地面に叩きつける。ハクトはそれでも声をあげず、しかし確実に痛みに悶もだえていた。

　だがハクトは素早く起き上がり、ガラティーンの身体に剣を突つき刺さそうとする。

　その瞬間、ガラティーンは人間の姿に変身した。

「!?」

　身体の大きさが変わったせいで、ハクトの剣は空を切る。

　そういう使い方もあるのか──！

　などと驚いているヒマもなく、俺はアリーチェとエランティが共同で開発した槍を投とう擲てきする。逃にげるハクトに先回りするように地面に刺さった槍。その穂ほ先さきから巨きよ大だいな炎ほのおが吹き上がった。

「うわっ！」

　思わず俺が叫んでしまうほどの火力。なんでも槍の柄えの部分に燃える水が入っており、槍が起こす火花に反応して燃え上がる仕組みだとか。とんでもないものを作ったな。

　しかし効果は覿てき面めんで、ハクトも足を止めてしまうほど強力な火か炎えんだ。

　俺は素早くハクトに追いつき、最後に残った剣を振りかぶる。

　その時だった。

　──オオオオオオオオオオオオオッ！

　ダンジョン全体を揺ゆるがすような叫び。

　同時にガラティーンが再び獣けものに戻もどって突撃した。

　巨きよ体たいがハクトを吹き飛ばし、そのまま壁かべに叩きつけ、押おし潰つぶす。ハクトの口から苦しそうな呻うめき声が漏もれる。

「許さぬ…………森を汚よごした者は……！」

　すでにハクトは戦意を失っており、苦しそうにしていた。あのガラティーンの叩きつけでほぼ決着はついていたのだ。

　それでもガラティーンは戦うのを止やめようとしない。

　押していた壁が砕くだけ、ハクトが向こう側へ吹き飛んだ。

「殺す……！」

　倒れるハクトに、ガラティーンがゆっくりと近づく。

「おいやめろガラティーン！　もう勝負はついた！　これ以上はただの暴力だ！」

　俺が叫んでも何も変わらなかった。

　ガラティーンの目から理性の光が消えている。モールの外で食事をした時のような理知的なガラティーンはどこにもなく、今は獣としての本能を剝むき出だしにしていた。

　その周囲をオーラのようなものが包んでおり、その中に何かが浮ふ遊ゆうしているのが分かる。

　剣けんだ。

　人間の身長ほどもある巨大な剣を背負うようにして、ガラティーンは呻いている。

　その剣が立ち上がり、ひとりでに高く昇のぼっていく。

　大きいだけではない。美しく、それでいて神聖さを感じる剣だ。

　同時に、その強さも分かる。

　ハクトの黒いオーラとは違う、白いオーラだ。全てを浄じよう化かしていきそうな、神こう々ごうしい力を感じ取れる。

　その力を、ハクトに向けようとして──

「やめろガラティーン！」

　アリーチェのくれた盾を構え、ガラティーンに向かって突撃する。

　アイツの頭上の剣の切っ先が、俺の方を向いた。

　直後、眩まばゆい光が視界を埋うめ尽くす。

「うわあああああああああっ！」

　強力な力に焼かれるようにして、俺の身体が吹ふき飛ばされる。

　受け身も取れず、地面に身体を強く打つ。

　みんなは無事なのか。

　すぐに起きてガラティーンを止めなくてはならない。俺は痛む身体を無理に動かそうとするが──

「……我わが輩はい…………は……！」

　空中に浮うかぶ剣を、自らの牙きばで銜くわえ込むガラティーン。

　彼の全身から煙けむりが立ち上っており、剣から発せられる光は消えない。

「うぅ…………！」

　ガラティーンと目が合った。

　──殺される。

　はっきりと、そう感じた。

　ガラティーンの目に宿る殺意と、その口の剣。

　どちらも俺を殺すためにそこに存在しているように思えるのだ。

　だが、ガラティーンは首を振る。

　そして辛つらそうに叫ぶと、暗くら闇やみの中に消えていった。

「あ……」

　俺の意識は、そこで途と絶だえた。
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　気がつけばベッドの上だった。

　何か強きよう烈れつな臭においで強ごう引いんに目覚めさせられた。

　内装とも呼べない内装から、ダンジョン前にある簡易寝しん所じよだと分かるが、臭いの正体が分からない。普ふ段だんなら数人が寝ね泊とまりできる巨大テントに、今は俺だけ──

　かと思ったら、リルが机に向かって何かしている。

「む、起きたかコテツ」

「ああ、おはよう。で、何やってんだ？」

「薬を作っていた。説明書の通りに作ったから問題ない」

「それ、飲み薬ぐすりか？」

「塗ぬり薬だ」

　何の薬なのかと思ったが、俺につける薬だ。

　見れば俺の全身が包帯でグルグル巻きにされているではないか。なんでこうなったんだっけ、と考えて、あの時の光景を思い出した。

　身体から巨大な剣を取りだしたガラティーンが、光を帯びた強大な一いち撃げきを繰くり出したのだ。あれはもう斬ざん撃げきというレベルではない。魔ま法ほう、いや、もっと強大な災害のような攻こう撃げきだった。

　あんな攻撃をくらったら、誰だれだって──

「リル！　アリーチェとガーさんは!?」

「無事だ。安心しろ」

　そう言ってリルが混ぜた液体を絆ばん創そう膏こうに塗と布ふしている。

「なあリル、その薬、本当に塗り薬なんだよな？　なんか赤くないか？　あとなんか変なツブツブが入ってるぞ？」

「塗るのが嫌いやなら、飲むか？」

「いや、いいです」

「さぁ包帯を解ほどけコテツ。貼はってやる」

「自分でやるからいいよ」

「何を言っている。その傷でできるわけがないだろう」

　指し摘てきされて自分の身体からだを確かく認にんする。顔がヒリヒリする以外に、胸の部分に切り傷と火傷やけどのような痕あとがある。左手は動かず、右手も少し動かしただけで激痛が走る。太ふと股ももも火傷しているようだ。

「ククク……今度は私が貴様を脱がす番だ」

　兜かぶとの下の顔が笑っている。

　まだ根に持っていたのかよ。

　しかし傷だらけの俺に抵てい抗こうできるわけもなく、リルによってほぼ丸まる裸はだかにされてしまった上に、めちゃくちゃ染しみる湿しつ布ぷを身体中に貼り付けられてしまった。

「おぉぉぉぉ……！」

　飲んだ方がマシだったと思えるくらいの激痛に悶える。

　シーツを摑つかんで必死に痛みに耐たえる俺に、リルがこれまでの事を説明してくれた。

「ガラティーンが何やらとんでもない攻撃を仕し掛かけてきたらしいな。それをコテツが止めようとしたせいで、狙ねらいがわずかに逸それた。だから全員生きていた」

「全員……」

　てことはハクトもか。

「ハクトは捕とらえた。ガーさんがどこかへ連行していったので、もう害はない」

「害はないって、ガラティーンは──？」

「お前の故郷では〝百聞は一見にしかず〟という格言があるらしいな。実際に見てみるといい」

「？」

　リルが窓の外を示すので、俺は立ち上がる。鼻水が噴ふき出そうなくらいの激痛だが、好こう奇き心しんの方が勝まさった。

　窓から外を見ると、何もなかった。

　残っているのは、商店街の残り。壊こわれた屋台の破は片へんや、誰かが捨てていったゴミ。あとはただの平地だ。

　ダンジョンがなかった。

　あれだけ大きな建造物、見失うはずがない。

　巨大なドームがあった場所には、森と山がある。つい一ヶ月半ほど前にあった光景と全く同じだ。

　遠くにはレオンモールも見える。ダンジョン内で建っていた場所とは、方角が違ちがう。あれも元の場所に戻もどされている。

「ダンジョンはどこ行ったんだ？」

「消えたよ。ハクトが倒たおれた瞬しゆん間かんにな」

「じゃあ、やっぱりあのダンジョンはハクトが造ったのか……」

　なぜそんな事をしたのか。

「色々分からない事はあるが、とりあえず帰るぞ。みんなお前の帰りを待っている」

「ああ、看病してくれてありがとう」

　俺はリルに頭を下げる。

「勘かん違ちがいするな。お前に死なれると師し匠しようが困る」

「そうかな？」

「今、我が家の台所を担になっているのはお前だ。お前が死んだら誰が食事を作る」

「……まぁ、必要とされてるのは嬉うれしいけど、今日は勘かん弁べんしてくれ。さすがにメシ作る元気はないぞ」

「そうか……」

　あからさまにしょんぼりしているリル。作らせる気だったのかよ。







　レディナイト城下町に帰き還かんすると、予想以上に多くの人が出で迎むかえてくれた。

「コテツ！」

　城下町の入口で、いきなりエランティに抱だきしめられた。

「心配したんだよ！　死にかけたって本当!?」

「ほ、本当だから……とりあえず離はなれてくれ……！」

　巨きよ大だいな胸を押しつけられただけで、塗り薬が傷口に擦こすり付いて激痛が走るのだ。嬉しいけど痛いという最悪の状態だ。

「あああ、ゴメン。でも良かったよ本当に。後こう遺い症しようもないみたいだし」

　少し涙なみだぐむエランティ。心配させて申し訳ない。

「うおおおおっ！　コテツ!!」

「コテツくーん！」

　さらにローゼやケイティさんなど、俺を知っている人達が次々に抱きついてくる。気がつけば数人の人に囲まれて、常に患かん部ぶを圧あつ迫ぱくされている状じよう況きようでもうなんだか痛みで意識が朦もう朧ろうとしてきた。

「いやー、コテツくんが生きてて本当に良かった」

　最後に商業ギルドのギルド長がやってきて、俺の肩かたを叩たたいた。

「我がレディナイト城下町の英えい雄ゆうに死なれちゃ、寝ね覚ざめが悪いからね」

「英雄……って何ですか？」

「何言ってるんだ。ダンジョンを攻こう略りやくしたのは君なんだ。得体の知れない建物を消して、森を再び元の姿に戻したのは君なんだろう？　アリーチェちゃんやガーさんがそう言っていたぞ？」

「あぁ……」

　そういう事になっているのか。

　ハクトが造ったダンジョンが消えたから、攻略された事になるのか。

　本当は俺じゃない。ガラティーンがハクトを止めたんだ。

「それにコテツくんが死んじゃったら、誰が報ほう奨しよう金を受け取るのさ」

「えっ、報奨金？」

「聞いてない？　ダンジョンを攻略したパーティに二億ガッツって」

　そういえばそんな話をしていた。俺には縁えんがないと思っていたから、すっかり忘れていたのだ。

「兄弟。俺はオメーはいつかやる男だと思っていたぜ」

　肩に腕うでを回してくるローゼ。なるほど、彼の魂こん胆たんがなんとなく読めてきたぞ。俺の周囲にいる連中、ほとんどが金狙いだな。

　もしかしてケイティさんも──？

「コテツくん。今からでも冒ぼう険けん者再開しませんか～？　コテツくんの腕があれば、どんなクエストでもこなせますよ～」

　ああ、彼女はそっちが狙いなのか。

「すみませんケイティさん。今の俺にはやる事があるんです」

　丁てい寧ねいに頭を下げて辞退する。

「さ、帰ろうぜエランティ」

「うん」

　俺の後ろをついてくるエランティ。リルはすでに荷物を持って帰還している。俺たちも早く戻って、アリーチェに報告しなければ。

「ところでコテツ。二億ガッツの報奨金だけど」

　背後でエランティが楽しそうに呟つぶやく。

「なんだよ、まさかよこせなんて言わないよな」

「言わないけど、あたしに資産運用任せてみない？　二年後には倍に増やしてみせる自信があるよ！」

「頼たのもしいように見えてもの凄すごく不安だからやめとく」

　最近のエランティは、金が好きというよりも、金を使って自己研けん鑽さんするのが好きになったようだ。







　懐なつかしの本店に戻ると、燃えていた。

「……え？」

　店てん舗ぽ部分ではなく、裏の住居部分が炎えん上じようしている。何があったのか尋たずねる前に、店の前で目から水を噴ふん射しやしているガーさんが説明してくれた。

「おかえりコテツよ」

「なんで燃えてるの!?」

「アリーチェが食事を作ろうとした」

「なるほど」

　納なつ得とくした。件くだんのアリーチェはエプロンを着てガーさんの隣となりで顔を覆おおっていた。二人とも無事で何よりだ。

　泣いているアリーチェは俺に気づくと、慌あわててスケッチブックで顔を隠かくす。

『違うのコテツ、これはわざとじゃないの。ちょっとお鍋なべに火を入れたらこうなっちゃったの。本当だよ』

　必死で言い訳する、俺の女め神がみ。

　きっと俺の快気祝いを作ろうとしてくれていたんだな。

　その気持ちだけで充じゆう分ぶんだ。

「アリーチェ、ただいま」

　俺は彼女の頭を撫なでる。

『おかえりなさい』

　そう言って、ようやくアリーチェは笑え顔がおを見せてくれた。

　ガーさんがいてくれたから、火に関しては心配していない。きっとすぐに鎮ちん火かするだろう。問題は台所だ。少なくとも今日は使い物にならないぞ。夜に掃そう除じをすれば、明日あしたの朝にはいけるかもしれないが。

「しょうがない。今日は外食にしようか」

　そう言って、俺は店に入る。

　外観だけはいつもの店内だ。どこも燃えていない。ただ武器はほとんど支店の方に持っていったせいで、今はほとんど並んでいない。

　他ほかに損傷した箇か所しよはないかと確かめていると──

「え!?　ちょっとあんた！」

　がらんとした棚たなに挟はさまれて、誰だれかが立っていた。

　まさか客がいたのか？　なんで火事なのに逃にげ出さなかったんだ？

「大だい丈じよう夫ぶですか!?」

　急いで店内に入り、その人物と周囲を確かめる。幸い、ガーさんがボヤで消し止めてくれたおかげで店内に被ひ害がいはなかった。しかし煙けむりの臭においはここまで来ており、火事に気づかないはずがない。

　すぐにアリーチェたちも店に入ってくる。

「なに、コテツ、その人……！」

　エランティがお客さんを指さす。

　改めて闖ちん入にゆう者を確かく認にんすると、ローブのようなものを着た女性だった。ヴェールで顔を覆っており、表情は分からない。少なくともこんな高価そうな服を着た冒険者はいない。

　どこかの貴族か、それとも王族が迷い込んだようだ。

　もしかしてダンジョン攻略の報奨金の話をしに来た、城の人だろうか。

　などと考えていると、別の違い和わ感かんに気づく。

　なんだかその女性が発光しているような気がするのだ。

　いいや、気のせいじゃない。淡あわい光を放っており、しかも彼女の向こう側が透すけて見えるぞ。

　幽ゆう霊れい？

　こういう事はアリーチェが詳くわしいだろう。

「なぁアリーチェ、あの人──」

　尋ねる前に、アリーチェが走った。

「女神様っ！」

　光る女性に抱きつこうとするが、アリーチェの身体からだはそれを通過し、床ゆかに盛大に転んでしまった。顔を打って痛そうにするアリーチェに、光る女性もおろおろしている。

「だ、大丈夫ですかアリーチェ？」

　ゆっくりと落ち着いた声だが、慌てている。

　そんな彼女を、アリーチェは何と呼んだ？

　女神様──？







「お初にお目にかかります。皆みな様さまの事は天界から見せていただきました。アリーチェに良くしていただいて、本当にありがとうございます」

　無事だった客室に案内し、一応、礼れい儀ぎとしてお茶を出す。

　女神様は俺たちに微ほほ笑えみかけると、丁寧に頭を下げた。神様にそんなマネをされたらどうしていいか分からない。

　とはいえ、同じ女神のアリーチェと長く暮らしていると、あまり抵てい抗こうがない。言ってしまえばアリーチェのお母さんみたいな神様なんだろう？

「そして、このたびはハクトを捕とらえる協力をしてくださって感謝しています」

「そうだ、ハクトはどうなったんですか？」

「ハクトはこちらで捕らえております。もう悪さはさせません」

「そうですか……」

　天界にいるのであれば安心だ。もう変なダンジョンを造ったり、黒いマジックアイテムをバラ撒まいたりはしないだろう。

　女神様に言われて、俺は全員分のお茶を持ってくる。

　長い話になりそうだからだ。

　全員が腰こし掛かけ、一息ついたところで彼女はこう切り出した。

「──全すべてはハクトが原因でした」

　悲しい声の女神様。

「私が打った剣けんを、ハクトが持ち逃げしたのが全ての始まりです」

『知らなかった』

　アリーチェも驚おどろいている。彼女の兄弟で子しが、師し匠しようの武器を持ち去ったのだから。

「原因は、私にも分かりません。私に嫌いやがらせをしたかったのか、あるいは私の技わざを盗ぬすみたかったのか──とにかくハクトは私の剣を奪うばい、人間界に行こうとしたのです」

「意外とセキュリティはザルなんだね」

「おいエランティ、失礼すぎるだろ！」

「あ、ごめんなさい、つい人間の物差しで考えてた。天界って神様が住んでるから、悪人なんていないよね」

「悪あしき者が少ないのはエランティさんの言う通りなのですが、警備する者はきちんとおりました。彼らはハクトを追つい撃げきし、戦ったのです。ですがハクトは私の剣を持っていました」

　なるほど、警備する神様もきちんといるのだが、それを凌りよう駕がするほどの武器を盗んだのか。さすがアリーチェの師匠。

「その時の戦いで、ハクトは武器を人間界に落としたのです」

「ああ、そういうことか！」

　やっと合が点てんがいった。

「盗とう品ひんを回収する前に、ガラティーンに拾われたんだ！」

　ガラティーンが偶ぐう然ぜん拾ったマジックアイテム。それが女神の剣だ。どういう経けい緯いでそんなものが落ちていたのかずっと気になっていたのだ。

「なるほど、それはハクトもガラティーンを追うだろう。師匠と同じように」

　リルの意見に、俺はさらに考える。

「ん？　てことはハクトも女神様の剣を取ろうとしたわけで……？」

　考えていたら、急に寒気がした。

『どうしたのコテツ？』

　心配そうな顔でこちらを見るアリーチェ。

「……アリーチェは、女神様の剣をガラティーンから取とり戻もどすために武器屋を始めたんだよな？」

『コテツがその方がいいって言ったんじゃない』

「ああ。普ふ通つうじゃ勝てないガラティーンに対たい抗こうするために、色んな人に武器を使ってもらって、フィードバックをもらっていたんだ」

　それがレンタル武器屋シヨツプアリーチェのコンセプトだ。

「じゃあ、ハクトは？　あいつが何をしたのか、みんな覚えてるだろ？」

　俺が尋ねると、全員ハッとする。

『黒いマジックアイテムを作ったのがハクトだとすると、それもガラティーンに対抗するためなの？』

「ああ。俺たちがハクトと戦っていた時、あいつの黒い武器は全てガラティーンを倒たおすためだけに作られていた。だからアリーチェの盾たてで簡単に防げたんだ」

「じゃあ、ハクトが黒いマジックアイテムを作ってバラ撒いたのは、ガラティーンを倒すため……それも魔ま物ものに拾わせて凶きよう暴ぼう化させて」

「強力なマジックアイテムを作り、ガラティーンを倒すために魔物に渡わたす……」




「それって……アリーチェと同じじゃん！」




　エランティの叫さけびに、俺は頷うなずいた。

　女神様も俯うつむき、次に小さく微笑んだ。

　魔物に武器を貸した、〝闇やみのレンタル武器屋〟とでも言えばいいのか。

「その通りです。目的も手段も同じなのに、アリーチェとハクトでこんなに違ちがう結果になってしまうなんて……興味深い話ではありますが、身内のこととなると」

「要はアリーチェはイイ子で、ハクトは悪い子って事でしょ？」

　効率を何よりも重んじるエランティは、ズバッと切り捨ててくれる。彼女の意見は正しい。ハクトは魔物に武器を渡したせいで、多くの人や動物が迷めい惑わくを被こうむったのだ。目的と手段が同じというだけで、結果はまるで違う。

「あの巨きよ大だいなダンジョンも、ガラティーンを捕らえるための仕し掛かけだったんだな」

『大がかりだけど、効果的だよね。ガラティーンは森の動物と魔物を守るために戦っていたんだから』

　ハクトの唯ゆい一いつの誤算は、冒ぼう険けん者と俺たちがここまでやるとは思っていなかった事だ。もしも俺たちがハクトを倒さなくても、きっとケイティさんのような優すぐれた冒険者が攻こう略りやくしていただろう。

　全ては、ガラティーンのため。

　努力──と呼んでいいものか。いや、いいんだろう。ハクトも奪った剣を取り戻すために最大限の努力をした。その結果、俺とガラティーンにやられたわけだ。

　改めて、〝使い方次し第だい〟なのだと思った。

　武器とはそういうものだ。

「ですが安心してください。ハクトがもう悪さをする事はありません。問題は……ガラティーンです」

　そう、それだ。

　ガラティーンが持っている女め神がみの剣。

　眩まばゆい光を放ち、全てを切きり裂さく──というより、消し去るといった方が近い。それくらいの威い力りよくを誇ほこる剣だった。

　あの時の光景が蘇よみがえってきた。

　俺はガラティーンの攻こう撃げきを喰らっていない。

　すんでの所で、あの剣の切っ先を逸そらしたのだ。あの光は本来狙ねらっていた俺とハクトを大きく逸れ、真上に向かって飛んで行ったのだ。

　なのに俺は半日以上寝ね込こむほどの傷を負った。

「女神の剣だもんなぁ……」

　アリーチェの師匠の武器と考えても、神様の武器と考えても、想像がつかない性能だ。文字通り人間離ばなれした武器に、人間が太刀たち打うちできるだろうか。

「ただの剣ではありません。私が打った武器に加え、ハクトの念と、ガラティーンの怒いかりが込められた武器です。思いの力をオーラに変える技を持ったハクトのせいで、本来の威力を大おお幅はばに上回っているのです」

　黒いオーラのようなものを、ガラティーンが出しているのか。多くのマジックアイテムを喰くったガラティーンなら、そういう芸当が出来るだろう。

　つまりこの世で最強というだけではなく、天界でも扱あつかいきれるか分からないほどの武器になってしまったわけか。

「盾で防げるかなぁ」

　俺は腕うでを組んで考える。

「それよりガラティーンを倒した方が早いかもよ？　あたし、こないだコルクスノウさんに薬の作り方色々教わったから、眠ねむり薬ぐすりとか作れるよ？」

「おっ、それいいな」

　エランティの案も悪くないが、あの攻撃を防ぐ方法を考えないと。

「私も盾の改良を試みるぞ。師匠と二人で協力すれば、いくらか強度が上がる」

『他ほかにも鎧よろいとか、ガラティーンから身を守れる方法を探そう。それからハクトの技術も使ってガラティーンでも通る刃やいばを作るよ』

　リルの意見にアリーチェがすぐに案を出す。

　かなり厳しい戦いになりそうだ。

「あの……皆様」

　おずおずと手を挙げる女神様。

「すみません、あの、なんだか盛り上がっているようなのですが……別に皆様にガラティーンを止めていただくわけには」

「えっ!?」

　全員が女神様を見る。

「い、いえ、そんなに驚かれても……全ての原因は私にあります。それにもはやガラティーンの力は神の域に達しようとしています。こうなったら、天界の者を使ってでも止めなければなりません」

「そんな──」

　愕がく然ぜんとする俺たち。

　あれ、なんでだ？

　女神様がガラティーンを退治してくれるっていうのに、なんでこんなに悔くやしいんだ。

　もはや神様が出張るくらい大事になっているんだから、俺たちがどうにかできるような問題じゃないんだよ。

　なのに──どうして、何かできるんじゃないかと思っているんだ。

『女神様』

　ゆっくりと文字を書き、女神様に見せるアリーチェ。

『お願いします。私たちにやらせてください』

「何な故ぜです？」

『これは私の仕事だからです』

「大だい丈じよう夫ぶですよアリーチェ。今回の件であなたを責めたりはしません。むしろ元げん凶きようであるハクトを捕つかまえてくれて感謝すらしています。後の始末は任せてください」

『そうじゃないんです』

「？」

　アリーチェは深く考え、考え、考え抜ぬいてペンを走らせる。静かなダイニングに長い文章を書く音が聞こえる。

　その間、俺たちは一言も発しなかった。きっとアリーチェは、俺たちと同じ事を考えていると思ったからだ。

　やがてアリーチェはスケッチブックを見せた。

『コテツの実家には、こんな言葉があります。〝男は一度受けた仕事は最後までやり遂とげなければならない〟。女でも、女神でも同じだと思うんです』

　アリーチェ……ウチの格言、覚えていたのか。

『鍛冶かじでも同じ事です。最後の作業を誰だれかに任せるなんてできない。そんな半はん端ぱな職人に、私はなりたくないんです』

「アリーチェ……」

「お願いします、女神様」

　言葉を失う女神様の前に立ち、俺も頭を下げる。

「アリーチェに、いや、俺たちにチャンスを下さい。最後まで仕事をさせてください」

「コテツさん……でしたね」

　女神様は微ほほ笑えんで、こう尋たずねる。

「どうして、そこまでアリーチェに肩かた入いれするのですか？」

　優やさしい口調の問いの裏には、別の意味も隠かくされているのだろう。これは女神の案件であり、人間である俺が出しゃばる事態ではないと。

　だけど俺はアリーチェの力になりたい。

　その理由は──

「俺は……アリーチェの一番弟で子しで、家族で、パートナーです」

　どこから話していいものか迷ったので、最初から話す事にした。

「最初はアリーチェの武器に惚ほれ込んで、弟子入りしました。こんなに凄すごい武器を作れる天才の下で働けて、とても嬉うれしかったです」

　出会いは最悪だった。

　ガラティーンにボコボコにやられて逃にげている時、アリーチェとガーさんが「力が欲しいか──」と武器を売り込んできたのだ。

　勝てはしなかったけど、あの時に武器と鎧を借りなかったら死んでいただろうな。

「でも、一いつ緒しよに働いて気づいたんです。アリーチェは天才だけど、何も苦労していないわけじゃない。悩なやんで、苦しんで、急いで、熱い鉄を打って、それでようやくあの武器が作れるんです」

　きっとそれは女神様だって同じ事だ。

　何かを作るのには、相応の苦労があるのだ。ハクトに盗ぬすまれた武器だって長い年月をかけて打ったものだろう。だからこそアリーチェは取とり戻もどそうと頑がん張ばったのだ。

　そう、どんなものも作るのは大変だ。

「ここで仕事を取り上げたら、それまでの苦労は無む駄だになってしまう。それは職人として最大の屈くつ辱じよくでしょう」

　隣となりを見ると、アリーチェと目が合った。

　俺は彼女に頷いた後、女神様に頭を下げる。

「お願いします。俺たちにもう少しだけ時間をくれませんか。ガラティーン討とう伐ばつは、俺とアリーチェの悲願なんです」

　長い時間が流れた。

　今、頭の上で女神様はどんな表情をしているのだろうか。

　というか俺、仮にも神様に対してなんて態度を取っているのか。

「お願いします。師し匠しようの武器はまだ完成していない。私も鍛冶士として、師匠の最高の武器が生まれるところを見たいのです」

　俺の隣で、リルが礼をする。

「あ、あたしからもお願いします！　これはアリーチェだけの仕事じゃなくって、あたしとコテツとリルとガーさんの仕事でもあるんです！　仕事のできない職人は、信しん頼らい問題に関かかわるんです！」

　エランティまで。

「……ふぅ」

　女神様のため息に、思わず顔を上げてしまう。

「お話はよーく分かりました。コテツさん、皆みなさん。アリーチェの事を大切に想おもってくださっているのですね」

「は、はい！」

　俺は直立不動の姿勢を取る。

「他の皆様の顔を見ても分かります。最後までやり遂げたいという気持ち、伝わりました」

「それじゃあ──」

「伝わったのは、気持ちだけです。実際に私の剣けんを持ったガラティーンをどう倒たおすのか、それを聞かせてもらっていません」

「そ、それは……」

　口ごもる俺。

「やる気だけでは結果を出せません。少し前ならばともかく、もしもあなた方が現在のガラティーンを殺せるだけの力を持つとしたら──それは私を超こえる事と同義ですよ」

「女神様を、超える……！」

「いいですかアリーチェ。ならば少しだけ猶ゆう予よを与あたえましょう。その間にガラティーンが持つ私の剣と勝負してみなさい」

『女神様……』

　アリーチェは一いつ瞬しゆんだけ怯ひるんだが、次に強いまなざしで女め神がみを見た。

「はい！」

　澄すんだ声で返事をするアリーチェ。

「いい返事です。見事私を超えた暁あかつきには、天界での地位も約束しましょう。ただし私の剣を凌りよう駕ができなかった場合は──まぁ、罰ばつ則そくは与えません。アリーチェのプライドが傷つくだけですから」

　もとより格上との勝負、当たって砕くだけろの精神だ。

　ただしあのガラティーン相手だ。本当に砕けないようにしなければ。

「よーし、やるぞ！　最後の戦いだ！」

「おうっ！」

　全員が拳こぶしを突つき上げる。

「そうと決まれば腹ごしらえだ！　俺が張り切ってメシ作って──」

　そこまで言った時点で気がついた。

　今、台所は燃えているんだ。

『うう、ごめんなさい……』

「仕方ない、買ってくるか。今日は女神様もいるし、気合いも入れたいし、奮発して豪ごう勢せいな夕食にしようぜ！」

「さんせーい！」

　俺の提案に、エランティが両手を挙げて喜んでくれる。もちろんアリーチェもリルも嬉しそうだ。

「あ、あの、私もいるというのは……」

　そんな中、おずおずと手を挙げる女神様。

「え、だって女神様、せっかくいらしたんですから、食べていかないんですか？」

「いえ、でもそんなわざわざ」

「俺の実家には〝客人に対するもてなしは、外見を磨みがくより大切だ〟という格言がありましてね。来たからには満足して帰っていただきますよ」

「待てコテツ。客人は師匠の師匠だ。下手な料理を買ってくるくらいなら、いっそ全員で外食という手もある」

「リルの言う事も一理あるな。だけど食材を買って、庭で調理しようと思ってたんだ。これなら台所を使わない」

「あ、じゃあ魔ま物もの肉の余った奴やつ使おうよ！　こないだの鍋なべで、本職の料理人からコツを教わったんだ！」

　どんどんアイデアが出てくる。

　よし、これなら女神様をもてなせるぞ！

「あの、アリーチェ。私、霊れい体たいだから食べられないって言いたいんですけど……」

『ごめんなさい女神様。コテツたち、やると決めたら止まらなくて』

「それはあなたもです、アリーチェ」

　そんなやり取りが後ろで繰くり広ひろげられているとは、俺は全然知らなかった。
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　武器にも様々な種類がある。

　形態の話ではない。作り手の話だ。

　例えば俺が剣を打つと、なぜか食材以外切れなくなる。

　ハクトが作る武器はガラティーンに特化したものだが、マジックアイテムは生物を凶きよう暴ぼうにさせる力を持つ。

　じゃあ、アリーチェの武器はどうなんだ。

　俺は初めて出会った時、彼女の武器のどこに惹ひかれたのか。

　答えは、使っていて気分がいいからだ。

　利便性の問題もある。アリーチェの武器は柄つかが手に吸い付くように馴な染じみ、重さもちょうど良いので振ふった時に腕うでが引っ張られるような感覚がない。自分の腕のように使いこなせるのだ。

　しかし俺が気に入っているのはそこではない。

　変な話だが、アリーチェの優やさしさが伝わってくるのだ。

　武器とは暴力の象しよう徴ちようだ。誰だれかを傷つけるためにある。

　それを再度確かく認にんするために、俺は店の外、攻こう撃げき力測定装置がある庭に立つ。

「行くぞコテツ」

「おうっ、来い！」

　リルの号令に合わせて、俺は盾たてを構える。

　真上から振り下ろされた剣は、アリーチェの最新式の盾を見事に真っ二つに切きり裂さいた。

「うおおお……！」

　なんて切れ味だ。

　リルもさほど力を入れてなかったのに、果物のようにスパッと切れた。

　この盾は最強の一品だった。ウチの店で扱あつかっているＳランクの武器でも傷ひとつ付かなかったのに。

「恐おそろしい力だな、女神の剣という奴は。レプリカでこの威い力りよくか」

　巨きよ大だいな剣を掲かかげて嘆たん息そくするリル。彼女の身長くらい大きな剣なのに、軽々と持ち上げている。剣そのものが軽いのだ。

　女神様から作り方を教わったアリーチェが打ったものだ。同じ材料、製法でも職人が違ちがえば出で来き映ばえも違う。女神様より数段劣おとると言われているアリーチェが作ってもこの威力なのだ。

　確かにガラティーンが持っている本物は、こんなものじゃなかった。

　そもそもあの光のオーラが出ていない。あのオーラを纏まとった剣が繰り出す斬ざん撃げきは、城くらいなら消しよう滅めつさせられる威力があるはずだ。

「こんなん、どうやって受け止めるんだよ……！」

「そのために師し匠しようが毎日頑がん張ばっているのだろう。そろそろ新作が出来る頃ころだろうから、もう少し待て」

「大だい丈じよう夫ぶかなアリーチェ、ちゃんと水飲んでるかな」

「心配するのはいいが、過保護になってはいかんぞ」

　剣を置き、リルは口元に手を当てる。笑っているのか。

「それにしても女神様に対して、コテツがあんな事を言うとは……ふふふ、今思い出しても笑える」

「笑うなよ！」

「鍛冶かじの女神の前であそこまで啖たん呵かを切れるとは大したものだ。いや、考えてみればお前はもともとそういう奴だったな」

　ううう、勢いに任せてあんな事を言うんじゃなかった。

　言うにしても、もうちょい言葉を選べたんじゃないのか、俺。

「コテツー、お待たせ」

　俺が悶もだえていると、エランティが裏口から出てきた。二人で作ったという新作の武器を持っている。今度はノコギリのような刃やいばをした両手剣けんだ。

『お待たせコテツ。やっとできたよ』

　アリーチェも一いつ緒しよにやってきた。

「ああ、ありがとう」

　二人に手を振ると、

「あっ！」

　エランティが何もない地面に躓つまずいて転んだ。

　持っていた武器が思いっきり宙を舞まう。

「あっぶねぇ！」

　回転しながら飛んでくる刃を伏ふせて避よける。俺の背後に設置されていた攻撃力測定装置に刃が食い込み、スライム人形が中なか程ほどまで抉えぐれていた。

「何すんだよエランティ！」

「おおおお……ご、ごめん」

「ったく、誰もケガしなかったからいいけどさ」

　謝るエランティに憤ふん慨がいしつつ、俺はスライム人形に刺ささった剣を取る。

　これは刃の部分に薬を塗ぬる仕様か。エランティが開発したという超ちよう強力な眠ねむり薬ぐすりと併へい用ようすれば、戦いを有利に進められる。

「いい武器だな」

　素す直なおにそう感じた。

　アリーチェの優すぐれた才能と、エランティの奇き抜ばつな工く夫ふうが見事にマッチした作品だ。

『こんな時だけど、楽しんじゃった』

　微ほほ笑えむアリーチェ。

「うん、アリーチェはそれでいいと思う。何かが上達する一番の方法は、それを好きになる事だって、俺のじいさんも言ってた」

『新しいものを作るのは、大好き』

「ああ。俺もだ」

　見つめ合って頷うなずく俺とアリーチェ。

「っ!?」

　いきなり殺気を感じて背後に飛とび退のくと、さっきまで俺がいた場所に光線が突つき刺さっているではないか。避けなかったら後頭部が焼やけ焦こげていたぞ。

「何すんだよガーさん!?」

　いつの間にか俺の背後にいた石像の目が光っている。

「つい、な」

「うん、分かるわ」

「仕方なし」

　なんでエランティとリルも頷いてるんだよ。

　三人の奇き妙みような怒いかりにあてられて、俺は思わずたじろいでしまった。

「なんだよ、もう……」

　疲つかれたので、休きゆう憩けいしよう。

　汗あせを拭ぬぐって休みながら、俺は武器というものについて考える。

「剣って、不思議だよな」

『どういう事？』

　俺は女め神がみの剣のレプリカを手に取ってそう呟つぶやいた。

「他ほかの武器──例えば斧おのとか槍やりとか弓って、狩しゆ猟りように使ったりするだろ？　だけど剣って、暴力にしか使えないんだよ。人間を殺すために発明された武器だ」

『そうだね。女神様も暴力の象徴って言ってた』

「ガラティーンがあそこまで暴走したのも、そのせいなのかな。もしも最初に拾ったのが女神様の剣じゃなくて、斧とか槍ならこうはならなかったかも」

　あくまで想像だ。

　結局、どんなに取とり繕つくろっても武器は危険なものだ。

　それから身を守る術すべを持たない限り、暴力の象徴──今はガラティーン──には勝てないと考えてしまった。

　ハクトが作り出したマジックアイテムに対たい抗こうするため、ガラティーンは暴力に手を出した。それからずっとひとりで戦い続け、ハクトに対する怒りも募つのっていただろう。その怒りのパワーと、女神の剣が共鳴したのだ。

　その怒りに対抗するには──

「強い力に、もっと強い力で対抗するのは間ま違ちがいなのかな」

　ふと、そう思った。

「強力な武器に真っ向から立ち向かうんじゃなくて、搦からめ手というか、別のやり方で戦えるんじゃないかな」

『剣には剣じゃなくて、別の武器って事？』

「ああ。戦場ではよくある事だ。鋭するどい剣に対抗するために弓を使うなんて普ふ通つうの話だし、空を飛ぶ魔ま物ものを倒たおすために自分が空を飛ぶ必要はないだろう」

「実際、コテツもハクトの剣に盾で対抗したわけだしな」

　リルが頷く。

　その盾でもガラティーンの一いち撃げきは防げなかった。

『ちょうど私たちも同じ事を考えていたの』

「だよねアリーチェ！」

　アリーチェとエランティが二人で頷いている。

　仕方ないので作った剣を試ためしてみよう。さっきスライム人形から引ひき抜ぬいて、その辺に置いたままだっけ。

「うわっ！」

　剣を持ち上げた瞬しゆん間かん、刃に付いた薬が一ひと滴しずく、俺の足あし下もとに落ちた。

　うわっ、靴くつの先せん端たんが溶とけているじゃないか！

　剣を置いた周囲の草も異い臭しゆうを放つ煙けむりを上げているんだが!?

「なんだよこれ!?」

「あ、ごめん。ガラティーンの剣を折ろうと考えて、金属を腐ふ食しよくさせる薬を塗ってたんだよ。まさか革かわ靴ぐつも溶けるとは思わなかった。エヘ」

「そんな危ないものを投げつけたのかお前っ！」

　舌を出して可か愛わいく謝ってみせるエランティだが、下手したら俺死んでたぞ。

「お前なぁ！　こういう危ない刃は物ものを持ってくるんだったら──」

「あ」

　珍めずらしくアリーチェが声を出した。

「ん？」

　怒ど鳴なる俺を見て、口を開けている。

「あっ」

　そうか、そういうことか！

　頭の中がスッキリしたぞ！







　数日後。

　森の中で動きがあったというガーさんの報告を受け、俺たちはレディナイト城下町を出立した。

　前に向かった時は半日くらいかかる遺い跡せき近くの森だったが、今回はもっと近かった。数時間でたどり着ついた森の入口から冒ぼう険けん者用の林道を抜け、ガーさんに教えられた場所へ向かった。

　山の麓ふもとにある、川沿いの小さな洞ほら穴あな。

　その入口に、ガラティーンはいた。

　おそらく水を飲もうとして力ちから尽つきたのだろう。獣けものの姿で、川に向かって前足を伸のばして倒れている。

「みんなは、そこで待機しろ」

　俺は後ろに向かって呼びかける。

　そこにはガラテンくんアーマーを着たアリーチェと、箱のような戦車に入ったエランティ、それから普ふ段だんの二倍の大きさを持った鎧よろいを着込んだリルがいた。

　とにかく身を守る事を考えた装備にした結果、こうなった。

　中でも一番身軽な俺が、率そつ先せんして前に出る。そもそも俺だけで行くつもりだったのだが、彼女たちがどうしても同行したいと言うから、仕方なく連れてきた。

　危険なのは分かる。でも、自分たちの努力の成果を見届けたい気持ちも分かるんだ。

　許可したのは俺だ。だからこそ、俺が守らなくてはならない。

「ガラティーン、生きてるか!?」

　俺が遠くから呼びかけると、ガラティーンの顔が動いた。

　彼は死んでいるわけではない。女神の剣を持ち、多くのマジックアイテムを持っている魔ま獣じゆうがそう簡単に死ぬものか。

　力を使い果たしているのだ。

　何と戦ったのかは明白だ。自分自身の中にある女神の剣だろう。

「少年……！」

　ガラティーンが俺に気づいた。

　そして、いきなり発した言葉は、

「…………すまない」

　なんと謝罪だった。

「警告できなかった。ここまで近づかれたら、もうどうしようもない……！　我わが輩はいは君たちを殺してしまう……」

　ああ、そうだろうとも。

　ここに来る前から、そんな事は分かってる。

　道中、生き物に全く出会わなかったもんな。動物どころか虫までいない。

　みんなガラティーンの殺気を恐おそれて逃にげたんだ。人間には感じ取れない微び細さいな空気を読み取って、いち早く森から脱だつ出しゆつしている。最近、城下町付近で魔物が増えているのは、これが原因かもしれない。

「う……うう…………！」

　ガラティーンは獣から人間の姿になった。ハクトではなく、俺が人間だから相応の姿になろうとしたのだろうか。

　そしてゆっくりと起き上がる。

　彼が蹲うずくまっていた理由が分かった。腹の下に剣けんを抱かかえていたのだ。

　まるで小さな生き物を全身で庇かばっているかのように、身体からだを丸めて耐たえ続けていた。

　きっと、あの時からずっと。

　誰だれも殺さないためにそうしていたのだ。なんと誇ほこり高たかい魔物なのか。

「逃げろ……！　我輩は、全すべてを斬きるまで止まらない……！」

　ガラティーンが剣を握にぎった。

　言葉とは裏腹に、目には獰どう猛もうな光が宿り、身体を低くして攻こう撃げきの態勢に移っている。もはや剣に操あやつられている状態だ。

　武器を構えた相手が何をするかなんて、誰でも分かる。

　それが剣という武器の使い方だ。

「──ガラティーン。俺たちと戦え」

　俺は剣と盾たてを構える。

　ショートソード、ロングソードと使う武器を変えていった結果、一番手に馴な染じむのは両手剣だった。防ぼう御ぎよを捨て、攻撃に特化する戦法が俺の得意技わざだ。

　しかし今度ばかりは別だ。功を焦あせって死ぬわけにはいかない。

　片手に盾を持ち、眼前に構えながらガラティーンとの距きよ離りを詰つめていく。

　その盾が、いきなり割れた。

「え!?」

　ガラティーンが軽く剣を持ち上げただけで、その風圧が盾を割ったのだ。

　触ふれてもいないのに。

「噓うそだろっ!?」

　アリーチェが作った盾なんだぞ!?

　女神の剣の威い力りよくがここまでとは予想していなかった。これじゃ防ぐどころの話じゃない。掠かすっただけでもバラバラにされそうだ。

　だが盾はこれだけじゃない。

「コテツ！」

　エランティの声に振ふり返かえる。

　すると箱のような戦車から、新しい盾が射出された。ついでに様々な道具や薬品が投げつけられる。安全な場所からサポートしてくれるのはありがたい。

「サンキュ！」

　盾を受け取り、すぐに左ひだり腕うでに嵌はめる。同時に薬品の瓶びんをガラティーンに向かって投げつけた。

　瓶を邪じや魔まだと感じたのか、ガラティーンは剣を横に薙なぐ。その風圧で、切っ先の向こうにあった木が倒れる。俺もとっさに身を屈かがめて風圧を避よけた。

　同時に瓶が割れ、中の液体が降り注ぐ。

「……む」

　煙を上げるその液体は、前にエランティが作った金属を腐食させるという毒だ。瓶を割った時に、液体が女神の剣にかかったらしい。剣からも煙が出ている。

　その薬を振り払はらおうと、またガラティーンが剣を薙ぐ。俺はその切っ先から逃のがれようと身体を動かすが、わずかに遅おくれた。

　ガラティーンの剣が、俺の盾に当たる。

　激しい音がして、剣が弾はじかれた。

　効いてる！　エランティの薬のおかげで切れ味が少し弱くなってる！

　だけど俺の盾はまた真っ二つになってしまった。先ほどより手て応ごたえがあっただけで、やっぱり盾を簡単に切断できる威力は残っているのだ。

「おおおおおおおおおっ！」

　女め神がみの剣が光る。

　ダンジョンでハクトに見せた、あの巨きよ大だいな光の攻撃だ。

　改めて見ると、その様子がはっきりと分かる。女神の剣に光が集まり、大きく見せているのだ。全体を光のオーラが包み込み、そのオーラを射出するのだろう。

「はぁぁぁぁぁぁっ！」

　そこへリルが突とつ撃げきする。

　巨大な鎧を着たリルが、その具足に仕込まれた車輪と推進装置によって強力なダッシュでガラティーンにタックルを決めた。

　猛もうスピードの鉄の塊かたまりに突撃されたガラティーンだが、その身体は倒たおれない。

　だがリルの巨きよ体たいによって腕うでの動きが阻そ害がいされた。ガラティーンが振り下ろそうとした腕はリルの肩かたに当たり、女神の剣から射出された超ちよう巨きよ大だいな光線は上方へ飛んで行く。光線が通った木々は消しよう滅めつし、その余波で周囲の枝が根こそぎ切断される。

　森の中にぽっかりと空間ができた。今の一いち撃げきで、全て斬られた。

　あんなものを、俺は一度受けたのか。

　だけど、二度はない。

「いくよぉっ！」

　エランティが続けざまに矢を撃うつ。戦車の中に内蔵されているクロスボウがガラティーンの身体に突つき刺ささる。鏃やじりはアリーチェが作った特別製、そして鏃に塗ぬられた睡すい眠みん薬やくは確実に効いていた。

「うっ……く……！」

「まだだ！」

　ふらつくガラティーンを、さらにリルが巨大な盾で殴なぐる。もはや防具の硬こう度どはアリーチェに匹ひつ敵てきするリルの一撃を受け、ガラティーンは剣を持ったまま膝ひざをついた。

　あのガラティーンが、と思ったが、無理もない。

　ハクトとの戦いでのダメージが蓄ちく積せきしている上、ガラティーン自身が女神の剣を抑おさえつけていたせいで衰すい弱じやくしている。万ばん全ぜんの調子ではないのだ。

　しかし、そのおかげでガラティーンと互ご角かくに戦えている。

　今しかチャンスはないのだ。

　ここで決めなきゃ、もう後がないのだ。

「おとなしくしていろ、ガラティーン！」

　俺は素す早ばやくガラティーンに駆かけ寄よる。

　拳こぶしが届くほどの距離まで肉にく薄はくし、用意していた──

「え？」

　腹に重い感かん触しよくがする。

「……すまない」

　耳元で聞こえるガラティーンの声。

「……ああ、そうか」

　失敗した。

　リルの一撃で完全にスキができたと勘かん違ちがいしていたんだ。

　ガラティーンは膝をついていただけで、戦意はまだあったんだ。

　俺の油断だ。

　機を見誤った。

　俺の胴どうを、女神の剣が貫つらぬいていた。

　不思議と痛みはない。女神の慈じ悲ひという奴やつだろうか。

　だが、ゆっくりと引ひき抜ぬかれる女神の剣には俺の血がべったりと付着しており、完全に引き抜かれると同時に噴ふん水すいのように血が飛び出した。

「あ…………」

　血を失い、意識が遠くなる。

　手足が動かない。

　ダメだ。

　ここで死んじゃダメなんだ。

　まだ俺にはやり残した事がある。

　最後まで仕事をさせてくれ。

「ダメっっ!!」

　薄うすれゆく意識の中で、聞きたいと思った声を聞く。

　アリーチェ。

　……今、何て言ったんだ？




「コテツ、死んじゃダメっ！」




　ああ、そっか。

　アリーチェ──声を。

　俺の身体に急に力が戻もどってくるのを感じる。

　意識がはっきりして、視界が蘇よみがえる。

　女神の剣より強力な、女神見習いの声の力だ。

　だけど傷が治った以外に、特に変わったところはない。

　暴走させたのではなく、自分の力で使いこなしているのか。

「アリーチェ……！」

　目の前にある、女神の剣。

　その刀身に映る、アリーチェの姿。

　声を遠くまで飛ばすためだろう。ガラテンくんアーマーを脱ぬいで、無防備な姿でこちらに走ってくる。

　感謝の言葉を投げかけたいが、今はもっと先にすべきことがある。

　ガラティーンを止めるんだ。

「お前……！」

　復活した俺に驚おどろくガラティーン。

　そう、その一いつ瞬しゆんでいい。それだけあれば充じゆう分ぶんだ。

　俺は最後の力でガラティーンに駆け寄り──

　あらかじめ準備していたそれを突き出す。

「これが──答えだぁっ！」

　剝むき出しになっている女神の剣けんに被かぶせたのは──鞘さや。

　徹てつ夜やで作った、女神の剣を収めるための神器だ。

　女神の剣のレプリカをもとに作り出したこの鞘、剣を収めると自動的にロックされる仕組みになっている。カギの付いた鞘と一体化した剣は急速に光を失い、動きを止める。

　そう、武器とは危険なものだ。

　だからそれを保管する術すべが必要になる。

　抜き身の暴力を振り回していては、誰だれも安全に暮らせない。だけど暴力を否定していると、いざという時に身を守れない。

　一時的にそれを封ふうじるものがあれば良かったのだ。

　女神様は「私を超こえてみろ」とアリーチェを挑ちよう発はつしていた。だけどきっと、この解決法を知っていたのだろう。力に力で対たい抗こうするのではなく、力を御ぎよする方法こそ、鍛冶かじ士しにとって本当に必要なものなのだ。

「お、おぉ……！」

　ガラティーンの手から剣が落ちた。

　砂利じやりの上に転がる剣を、俺は拾った。

　レプリカより数倍軽いその剣は、レンタル武器屋シヨツプアリーチェの名が刻まれた鞘と一いつ緒しよだ。

「ガラティーン、大だい丈じよう夫ぶか？」

「……君こそ。刺されたのだぞ？」

　問われて、自分の腹を見る。

　アリーチェの力のおかげで、傷すら残っていない。

　でも、少し血を流しすぎたのと、全すべてが終わった事による安心感のせいで、足の力が一気に抜けた。

「いてっ」

　その場に尻しり餅もちをつく俺。

　同じようにガラティーンも座り込む。

「鞘とは……考えたな」

　疲つかれた声でガラティーンが呟つぶやく。

「考えたっつーか、普ふ通つうはあるべきものなんだよ。この剣がハクトに盗ぬすまれなかったら、きっと女神様も鞘を作って収めたと思うぜ」

「ああ、おかげで救われた。我わが輩はいも森も。〝まじさんきゅー〟だよ」

　頭を下げるガラティーンに、俺も微ほほ笑えむ。

「コテツ！」

「コテツ！　生きてるか!?」

　駆け寄ってくるみんなの足音。

　また心配をさせちゃったな。

　顔だけ振ふり向むくと、最初にアリーチェが抱だきついてきた。

　泣きそうな顔のアリーチェ。

「ありがとう。おかげで助かったよ」

　うなずいて鼻を啜すすり、また抱きつくアリーチェ。

　俺はその髪かみをそっと撫なでると、持っていた剣を手て渡わたした。

「ほら。これでアリーチェの仕事は終わりだ」

　これを女め神がみ様に返せば、彼女の任務は全て終わるのだ。

　もうガラティーンと戦う理由もなくなる。

　アリーチェは剣を受け取ろうと手を伸のばす。

「でも──」

　そして、その手を止めた。
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　武器というものは、やはり危険だ。

　だけどこの世界に魔ま物ものがいる限り、対抗する術は持たなくてはならない。

　ひとりでも多くの人を魔物被ひ害がいから救うために、鍛冶士はその技術を磨みがき続けなければならない。

「ふう」

　俺は汗あせを拭ぬぐい、研けん磨ましたばかりのナイフを手に取った。

　作業場には多くの鍛冶士が集まり、自分の作業台で黙もく々もくと仕事をしたり、図面を見ながらケンカ腰ごしで怒ど鳴なり合ったりしている。

「おうコテツ！　どうだ、完成したか!?」

　ローゼが歩いてくる。

「できました。どうですか？　今回のは自信作です」

「おっ、相変わらずひでぇ作りだな！　でも前よりはマシになったな！　今度は耐たい久きゆう性は良さそうだ。これなら売り物になるぜ！」

「本当ですか!?」

　兄弟で子しのローゼに褒ほめられて、俺は嬉うれしさで飛び上がりそうになる。

「まだナイフ一本作っただけなのに、大げさだなコテツは」

　周りの鍛冶士たちも俺を見て笑っている。

　でも、嬉しい。

　アリーチェや店の人達の手を借りずに、全部自分で武器を作れたんだ。

　ここはレディナイト城下町にある、工こう匠しようギルドの共同作業場だ。職人達は自分の工場を持っているが、新人の育成や大がかりな鍛冶のために広い工場を所有している。ギルドで管理されているので、非常に良い設備が揃そろっている。

　女神の剣の事件から一ヶ月。

　俺はここに弟子入りしていた。

　仮ではあるが工匠ギルドに所属し、ローゼや他ほかの兄弟子の指導を受けている。

　基き礎そからやり直したいと思ったからだ。

　身勝手な俺の頼たのみを工匠ギルドは二つ返事で聞き入れてくれ、こうして下したっ端ぱとして働きながら鍛冶の腕うでを磨いている。

「おうっ、やってるな」

　俺とローゼの肩かたを叩たたく、毛深い大男。彼が工匠ギルドのギルド長だ。

「あ、おやっさん！　コテツが今ナイフ作ったところですよ！」

　ローゼが俺のナイフをギルド長に見せると、彼は難しい顔をして考え込む。

「コテツよ。お前は難しい加工や研磨は上手だが、肝かん心じんの焼きがなってねぇ。おそらく前の師し匠しようは金属を焼くのがやたら上手だったんだろうな」

　俺のナイフを見ただけで、そこまで分かってしまうのか。

「応用はできるが、基礎がダメなんだ。天才のマネをしようとした末路だ。ここで一からみっちり鍛きたえていきな」

「は、はい！」

　納なつ得とくできる部分はある。俺は今までアリーチェやリルなど、天才鍛冶士に囲まれて暮らしてきた。だから彼女たちには当然のようにできる事も、俺にはできない。なのに背せ伸のびをするから、武器が作れなかったのだ。

「ところでコテツよ。話は変わるが」

「はい？」

「最近、ウチの娘むすめの機き嫌げんが悪いんだが……お前、何かしたか？」

「エランティですか？」

　そう言えば、あいつは俺の顔を見るたびに不ふ機き嫌げんになっていた。

「いや、俺は別に悪い事はしてないんですけど、あいつが急に」

「何コソコソと人の話してんのよ」

　そう言って作業場に入ってきたエランティ。ここは彼女の自宅でもある金物屋の裏に建っているのだ。

「おう、エランティ。今日はもうバイト終わりか」

「まーね。午前だけだったから。で、なんであたしが怒おこってるのか、まだ分からないなんて、本当にコテツはニブイね」

「分かんねーよ。教えてくれよ」

「二億ガッツ！」

　エランティは怒いかりに震ふるえていた。

「ダンジョン攻こう略りやく者にもらえる二億ガッツを辞退したんだって!?　バカじゃないの!?　二億ガッツっていったら、騎き士しの生しよう涯がい平均所得と同じくらいだよ!?　それをもらわないなんて、頭悪すぎっ！」

　あー、そういう事か。

　エランティは金が大好きだからなぁ。

「二億あれば武器屋も拡張できたのに！　あたしが錬れん金きん術じゆつ師しの資格取ろうとしてたのは、道具屋とかも兼けん任にんできればと考えてたからなんだよ！　その壮そう大だいな夢を邪じや魔まして……このバカっ！」

「そもそも俺がもらうはずの金なんだが……」

　最近エランティがバイトをしているのは、コルクスノウのショッピングモール。ダンジョン中商店街で縁えんがあった薬屋に弟子入りして、勉強しているらしい。

「バカはおめぇだ、エランティ」

　それを聞いたギルド長が、鼻で笑う。

「知らねーのか？　コテツが辞退した理由」

「なにそれ？」

「攻略者に支し払はらわれるはずの二億を、代わりにダンジョンで被害にあった農家やギルドに使ってくれって頼んだんだよ。それから国王陛下に自分の実家を売り込んで、取り潰つぶしを待ってもらったんだ」

「いやー、取り潰さないどころか、逆に親おや父じが城の剣けん術じゆつ指南の仕事までもらっちゃって、本当に良かったよ」

　国王陛下と直々に話す機会なんて初めてだったけど、とても良い人だった。俺のじいさんが先々代の国王の護衛を務めた話もちゃんと覚えていてくれて、農家やギルドに援えん助じよする話をした時も二つ返事で受けてくれたっけ。

「貴族の家と土地がまるまる残された上に、剣術指南の仕事までもらえるって、これは二億ガッツ以上の価値があるぞ？　エランティよ、お前は金にうるさいくせに、こんな事も分からないのか」

「う、うっ……」

　父親に指し摘てきされてたじろぐエランティ。

　何も言い返せなくなり、渋しぶい顔になる。

「ま、まぁ、でも、コテツが将来損する性格ってのは間ま違ちがってないじゃん！」

「ああ、そこは間違いない」

「そうだな」

　エランティの苦くるし紛まぎれの反はん撃げきに、ギルド長とローゼが揃って頷うなずく。

　そこは否定してくれよ！

「だから、あたしみたいな会計係も必要になってくるわけよ」

　と、胸を叩いて主張するエランティ。

「まぁ、そうかもな。ウチの店、エランティがいないと何もできないし」

「そうそう。だからいい、コテツ！　次に大金が入る予定があったら、絶対にあたしに相談する事！　わかった!?」

「は、はい……」

　エランティに凄すごまれて、たじろぐ俺。

「おいコテツ」

　そんな俺の肩を叩くギルド長。

「前々から訊ききたかったんだが、おめぇ、ウチの娘とどういう関係なんだ……？」

「え、えええ……？」

　肩を摑つかむ腕に力が入る。

　ここからギルド長を説得するまで、一時間ほどかかった。協力してくれればいいのに、なぜかエランティは笑って見ているだけだった。







　工匠ギルドでの修しゆ業ぎようは朝から昼までだ。

　ダンジョンでの仕事と同じように、朝と夕方が忙いそがしいので、それ以外の時間を修業に充あてる事にしたのだ。

「ねーコテツ、待ってよ！　お店行くんでしょ？　あたしも行く！」

　後ろから付いてくるエランティと一いつ緒しよに、職人街から中央通りを横切る。俺たちの店がある三番街はこの通りを抜ぬけなければたどり着けない。

「あら、コテツくん」

　聞き慣れた声に振ふり返かえると、ケイティさんがいた。

「ちょうど良かったわ～。今、お店に行こうと思っていたのよ～」

「ケイティさん。冒ぼう険けんおつかれさまです」

　昨日から一いつ泊ぱく二日で武器を借りていたケイティさん。戦果を訊くまでもなく、その満足げな表情を見れば分かる。

「コテツたちも修業の帰りか」

　彼女の後ろにはリルがいた。

「リルもクエストか」

「ああ、最近はケイティ殿どのとパーティを組む事が多くてな」

　リルの防具作りはどんどん上達しており、今は、アリーチェを超こえる鎧よろいを作ろうと努力している。

　その結果が、冒険者という道だった。冒険者にレンタルするだけではなく、自分で使ってみて細かい情報を得ようとしている。

　これは何でも自分でやってみようとするリルの性格もあるだろう。

　最近ではケイティさんと並んで人気が出ており、冒険者の間ではどちらが真のアイドルかで、殴なぐり合あいのケンカに発展する事もあるらしい。

　そんな彼女たちの後ろに、まるでボディガードのように立ちはだかる人物が。

「よう少年」

　ガラティーンだ。

「どうだ？　冒険者生活には慣れたか？」

「ああ。人間の習慣は面おも白しろいものだ。我わが輩はいの想像を超える出来事が多いな。そして魔ま物ものがいかに人間に迷めい惑わくをかけているかも、良く分かった。今後の課題にしよう」

　一時は森に帰ったはずのガラティーンだが、今はこうして冒険者として戦っている。

　ただし魔物を狩かるようなマネはしない。人間に迷惑をかける魔物がいたら、説得して追おい払はらうようにしている。普ふ通つうに討とう伐ばつするより早くて安全なので、依い頼らい者にも喜ばれているそうだ。

　なぜそんな事をしているのかというと、ひとえにマジックアイテムのせいだ。

　ハクトが作り出した黒いマジックアイテムはいまだに各地に散らばっている。ガラティーンはそれを捜さがすため、人間の力を借りる事にしたのだ。

　レアモンスターを探して討伐するのは骨が折れるが、ガラティーンなら大だい丈じよう夫ぶ。

　なぜなら、彼の体内にはいまだに女め神がみの剣けんが収められているのだから。

　そう、アリーチェは女神の剣を回収しなかった。

　理由はある。今はまだガラティーンが持っていた方が有用だからだ。ハクトのマジックアイテムを集めるためには、ガラティーンに力が必要だ。そんな時に女神の剣を失えば、知性すらなくなってしまう。

　と、いうのが建たて前まえの理由。

　本当の理由は別にある。

　俺もアリーチェも、まだガラティーンに勝っていない。

　アイツの闘とう争そう本能を抑おさえる事には成功したが、それは武器として本来あるべき姿にしただけであり、武器の能力で勝ったわけではない。

　勝かち逃にげなんて許さない。

　いつかガラティーンを実力で超えるために、俺は鍛冶かじ士しとして修業をするんだ。







「あれ、コテツくんじゃないか」

　帰り道、コルクスノウに出会った。

「どうしたんだい、そんなに大勢連れて」

　俺の背後にいるエランティ、リル、ケイティさん、ガラティーン。みんなウチの店に用があるのだ。必然的に大所帯になってしまう。

　そんなコルクスノウは、一いつ軒けんの店の前にいた。看板を見ると「レオンモール城下町支店」と書いてあるではないか。

「コルクスノウさん、もう引ひっ越こし終わったんですか？」

「ああ。砦とりでの中のものは、だいたい移動した。ここは店てん舗ぽだけだから楽だよ」

　残念なことに、レオンモールの本店は修理しなければ使い物にならない。魔物の襲しゆう撃げきで大部分が破は壊かいされてしまったからだ。商店街として冒険者相手に商売するならいいが、普通の人が買い物に行くには都合が悪い。

「新しく武器屋として再出発だ。またコテツくんとも争う事になるよ。どうだい、これが我が店の新商品だ」

　そう言って彼が見せたのは、一ひと振ふりのロングソード。

　何の変へん哲てつもない、装そう飾しよくもない剣だ。

　俺たちはその剣をしげしげと見つめ、互たがいに視線を交かわす。そんな俺たちの前で、コルクスノウが鼻息を荒あらくしていた。

「これ……普通のロングソードに見えますけど」

「そう思うだろ？　ところがね、ここを見たまえ」

　コルクスノウが示すのは、柄つかの後ろ。何かを入れる穴のようなものがある。

「ここに、これを、こうして……」

　コルクスノウは液体の入った小こ瓶びんを柄の穴に装着する。

　するとどういうわけか、剣の輝かがやきが変わった。

　まるでアリーチェが打ったような鋭するどさが生じたではないか。

「なんですかコレ!?　すごい！」

「まだだ、驚おどろくのは早い。これは無属性の、とにかく切れ味を重視したアタッチメントでね、次はこれを……」

　コルクスノウが小瓶を入いれ替かえると、今度は刀身に霜しもが張り付いた。

　一いつ瞬しゆんで氷属性の剣になったわけだ。

「このように、用よう途とに応じて付け替えができる武器というわけだよ。これを今度、ウチの新商品にしようと思ってね」

「なんだこの技術は……私も思いつかなかった」

　リルも未知の武器にワクワクしている。

「でも、どうして私たちに見せたのだ？　自じ慢まんか？」

　技術に嫉しつ妬としたのか、ムッとした声のリルだが、

「もちろん自慢という意味もある。しかし、今度はきちんと宣戦布告しようと思ってね」

　そういう事か。コルクスノウにしては正々堂々としているじゃないか。

　しかし前回と違ちがって、これは素す晴ばらしい武器だ。

　本当にウチの技術では追いつかない。

「なぁコルクスノウさん、これあなたが作ったんじゃないですよね？　誰だれが開発した武器なんですか？　この小瓶と剣を反応させるやり方なんて、アリーチェですら……」

「ああ、新人だよ」

「新人？　リルみたいな？」

「リルくんは天才だが、今度の新人はもっと凄いぞ。工場のパートとして入った人なんだが、とんでもない鍛冶の才能を持っていてね。武器や防具だけじゃなく、生活用品のアイデアも出してくれるんだ」

「そんなに凄い人がいるんだ……」

　アリーチェといいエランティといいリルといい、世の中には天才ばかりな気がしてくる。その誰もが俺より優すぐれており、劣れつ等とう感に苛さいなまれっぱなしだ。

「いやぁ、あの女性は経営難に陥おちいっていた我が店に舞まい降おりた天使──いや、女神だ！」

　感動に打ち震ふるえるコルクスノウ。

　──まさかとは思うけど。

「あの、コルクスノウさん。その鍛冶士って、もしかして優やさしげですごく品のある女の人？」

「第一印象はそんな感じだったね」

「他ほかに変わったところは？」

「そうだな……あ、いつもペットを連れていたな。とっても賢かしこい、仮面を付けたウサギみたいな……あれもしかして魔物なんじゃないかな」

　考え込むコルクスノウだが、俺はもっと頭を抱かかえている。

　いや、実際に姿を見たわけじゃないけれど、状じよう況きよう的にどう考えても……。

「実は君たちへの宣戦布告は、その女性に頼たのまれたんだ。鍛冶士なのだから、正々堂々と仕事をやり遂とげるのが筋だと言われてね。もしかして、知り合いかい？」

「ええ、知り合いというか、なんというか……」

　きっとあの方にしてみれば、これもアリーチェの修しゆ業ぎようの一いつ環かんのつもりなのだろう。自分を超えてみろ、というサインに違いない。

「でも──」

　だけど俺は怯おびえるどころか、拳こぶしを握にぎって強気に笑う。

「相手が誰であろうと、絶対に負けませんよ！」

　そうだ、ウチの店が最強である事を、証明してやるんだ。

　そのために俺たちは勉強しているんだから。







「ただいま、ガーさん」

　店の前にいるガーさんに手を振る。夕日を浴びてオレンジ色に輝く石像と、隣となりにある立て看板がコンビのようだ。

「今日はまた大所帯だな」

　エランティやリルの他に、ケイティさんやガラティーンもいる。なぜかコルクスノウまでついてきた。アリーチェに武器を自慢したいらしい。

「借りた武器を返しにきたお客さんだよ」

「そうか。毎回の利用、感謝する」

　厳おごそかに礼を言うガーさん。

　すると、店内から声が聞こえた。あっちにもお客さんがいるようだ。

「それじゃ、よろしく頼むよアリーチェちゃん」

　店の扉とびらを開けて出てきたのは、商業ギルドのギルド長だ。最近ダイエットを始めたというが、いつまで続くかギルド内で賭かけが行われている。本命は一ヶ月以内だ。

　そしてギルド長を追って店の外に出てくるのは──

「ありがとうございました！」

　元気な声でお辞じ儀ぎをするアリーチェ。

　ギルド長を見送った彼女は、俺たちを見て微ほほ笑えむ。

「おかえりなさい！」

　澄すんだ声の挨あい拶さつ。

　アリーチェもいつまでも成長しないわけじゃない。女神の声を完かん璧ぺきに制せい御ぎよするために修業を始めた。その結果、特に強制力を持たない挨拶くらいなら発声できるようになった。

　練習の結果が出るのが嬉うれしくて、今ではアリーチェは毎日笑っている。

　だいたいは順じゆん風ぷう満まん帆ぱん。

　二億ガッツを貰もらい損そこねた事でエランティが怒おこった以外は、とても充じゆう実じつした毎日を送っている。

　そんな平和な日々が長く続くよう願うばかりで──
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　今日もヒマな一日が始まる。

　あくびを嚙かみ殺ころしながら、俺はカウンターにあごを載のせる。

　掃そう除じなら、もう何度もやった。

　武器の並べ替えも済んだし、新しい手て描がきポップも貼はった。魔ま物もの肉サンドイッチも仕込んだし、ジュースもＯＫだ。

　だけどお客さんが来ない。

　やっぱりライバルの店に行っちゃってるのかなぁ。

　コルクスノウだけじゃなく、工こう匠しようギルドも本気でいい武器を作り始めたし。

　ウチも新しいアイデアを出していかないと。

　強い武器を作るだけじゃダメだって、毎回反省しているだろう。強い武器を多くの人に知ってもらうための努力をするんだ。

　とはいえ、こうもヒマだとやる気がでない。エランティはバイトだし、リルはクエストだ。

　ガーさんは奥の作業場で看板をリニューアルしている。

　そして俺は、ひとりで店番。世界で最強の武器がある店なのに、誰も来ない。

　はぁ……。

「コテツ」

　隣で、声がした。金きん髪ぱつの可か愛わいい女の子が座っている。

「お客さん、来ないな」

「うん」

　相あい槌づちを打ち、アリーチェは言葉を考える。

　ペンをスケッチブックに走らせる、わずかな間。

　実は俺は、この時間が好きだ。

　彼女が何を〝喋しやべる〟のか、好こう奇き心しんが止まらない。

『でも、たまにはいいよね、ヒマなの』

「アリーチェは？　ヒマなのか？」

『今は鉄が冷えるのを待ってるの』

「そっか」

　それで会話は終わる。無言で俺はポットからお茶を二杯はい淹いれ、茶ちや菓が子しと一いつ緒しよにカウンターに置く。どうせ誰も来ないんだ。休きゆう憩けいしてもいいだろう。

　アリーチェは微笑んでお茶を飲む。

　やがてお茶を飲み干し、茶菓子がなくなってもお客さんは来ない。

　嬉しそうに指でカップの縁ふちをなぞっている彼女を見ていると、なんだかあくびが出てきた。

　このカウンターの位置は、午後になると窓から眩まぶしい光が差し込んでくるんだ。今日みたいにいい天気だと、とても暖かくて眠ねむくなる。

「ふぁ……」

　アリーチェもあくびをした。そして俺の肩かたに身体からだを預けると、そっと目を閉じる。

　きっと疲つかれていたのだろう。俺が何か声をかける前に、寝ね息いきが聞こえてきた。

　起こすべきか迷ったが、しばらくこのままにしておこう。

　彼女の寝ね顔がおを見ながら、時が過ぎてゆく。

　このまま時が止まってしまったら、きっと幸せなんだろうな。

　などと考えていると、ドアベルが鳴った。

「あの～……すみません」

「は、はいっ、いらっしゃいませ！」

　俺はアリーチェを起こさないようにそっとイスに寝ねかせると、いそいそとカウンターから出ていく。

「冒ぼう険けん者の先せん輩ぱいから伺うかがったんですが、こちらは武器をレンタルする……」

「そうです！　ウチはレンタル専門店です！　どのような武器をお探しですか？」

「力が欲しいか──」

「うわあああっ！」

「ガーさん、いきなり出てくるなっていつも言ってるだろ！」

「すまぬ、久々の客なので、つい」

「お客さん、大だい丈じよう夫ぶですか？　あの、害はないので安心してください」

「は、はい、すみません、僕、新米冒険者で、何もわからなくて……」

「よし、じゃあガーさん、いつものセットで行こう」

「待てコテツ。先日できた長ちよう剣けんの被ひ験けん者しやを探していただろう」

「あ、そうか。ちょっと取ってくる──」

　ドタバタしながら、いつもの騒さわがしい毎日は続く。

　俺たちの派手な喧けん噪そうの中、アリーチェはイスの上で気持ち良さそうにうたた寝している。
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　どうも田た口ぐち仙せん年ねん堂どうです。

　このたびはレンタル武器屋シヨツプアリーチェ二巻を手に取っていただいて、誠まことにありがとうございます。




　今回も楽しく書かせていただきました！

　アリーチェは可愛く書くのが難しい分、書けた時の可愛さは人一倍でした。いや人じゃないんですけどね。今回マスコット的な存在が出てきましたが、一巻の頃ころからアリーチェもエランティもリルも並べて部屋に飾かざっておきたい可愛さを追求していったつもりです。

　可愛い上に、書きやすい。まさに俺にとって、アリーチェは女め神がみのような存在でした。

　……と言いたいところですが、実はプロトタイプではアリーチェって悪あく魔まだったんですよね。当初は悪魔の鍛冶かじ屋やと魔まの契けい約やくを交かわしたコテツの話として作ろうとしたのですが、紆う余よ曲きよく折せつあってこうなりました。

　今となっては悪魔っ娘こも悪くなかったのですが、前前作のヒロインと被かぶるので、やっぱり女神で良かったと思いました。

　でも戸と部べさんが描かいた悪魔アリーチェも見てみたかったな……。




　唐とう突とつですが、最近はラノベに限らず、職業モノが流行はやってますね！

　俺もその流れに乗ったわけですが、何かの商売をネタに小説を書こうとすると、必ず突つき当あたるのが取材というモノ。

　この作品の場合は武器屋ですから、もちろん武器の勉強をしましたし、レンタルショップについてもたくさん調べました。

　今まで知らなかった事がたくさん分かって非常に有意義だったのですが、一巻を読んでくれた元レンタルショップ店員の友人にあれこれ指し摘てきされまして。

　やはりそこで実際に働いている人の経験を交えた話が一番リアルなんですよね。小説に限らず「現職の○○が語る、○○の本音！」みたいな本はたくさん売れますし。

　その現場で実際に生きる事が、本当の取材なんだと実感しました。

　よく「俺仕事or学校辞やめて作家になるわ」と言う人がいますが、それはちょっと待っていただきたい。

　今まさにあなたがいる場所はネタの宝庫なんですよ。むしろこっちがお願いしてでも入りたい場所なんですよ。それを捨てるなんてとんでもない！

　特に今一番作家が取材したい場所は、学校ですよ。仕事は転職という手がありますが、学生時代はどうがんばっても戻もどれないですからね。

　金払はらって高校生活やり直せるんだったら、いくらでも払いますよ本当に。

　え？　作家という職業から学べる事はないのかって？

　あるよ！　あるけど、使う場面があるかなぁ……うーん、作家だからわかんないや。




　ちなみに本巻では、可愛らしい着ぐるみが登場します。

　いわゆる、ゆるキャラという奴やつなのですが、これの取材ならした事あります。

　取材というか、手伝いで着ぐるみの中に入った事があるんですけどね。

　たった一日の手伝いなのに、もう二度とやるもんかと思いました。

　今まで（主に仕事で）いくつかのコスプレをした事がある俺ですが、着ぐるみは一番厳しかったですね。

　よく言われる臭においは慣れるんですが、とにかく暑くて重い。単純に重労働なんですよ。

　そもそも、今回の話でゆるキャラのネタを考えた時も、「何か面おも白しろい防具の案はないものか。そういえば剣けん道どうの防具って臭くさいよな。臭くてムレる防具といえば、昔一度だけやった着ぐるみの手伝いを思い出すな……そうだ！」という流れでしたからね。

　みんなが知っている、あの可愛らしい着ぐるみの中では、地じ獄ごくのような暑さと重さと戦っている勇ゆう敢かんな戦士がいる事を、どうか忘れないであげてください。

　ちなみに冬でもめっちゃ暑いです。




　今作でも戸と部べ淑すなほさんをはじめとする、多くの方々のお力に支えられました。

　おかげでなんとか二巻を出す事ができました。本当にありがとうございます。

　次はもっとがんばります。

　それではこれにて終しゆう了りよう……と思いきや、この後のページにも短編があるよっ！

　頭から尻しつ尾ぽまで楽しんでいってください！

　ありがと──！





田口　仙年堂　
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　今日も今日とてピンチだ。商売をしているとピンチなどいくらでもやってくる。

「あ～……こういうのじゃないんじゃ。ワシが昔使ってたのは、もうちっと細くて持ちやすくてのう、細くてのぅ、持ちやすくて……」

「おじいちゃん、もうちょっと具体的にならない？」

「ほぇ……ワシが昔、戦争に行ってた頃はのぅ……」

　先ほどから一時間くらい同じ事を繰くり返かえしている老人の客を相手に、俺は四苦八苦していた。そんな時に次々とお客さんが来るものだから、手が足りない。

　普ふ段だんは誰だれも来ないのに、どうして来店する時は一度に来るのだろうか。もっと順番に時間をずらしてくれないものか。

「力が欲しいか──どの力が欲しいのだ──？」

「この剣けんの性能なんだけど──」

　俺が老人を相手にしている間、ガーさんが別のお客さん相手に武器の解説をしている。店の武器のデータはガーさんの中に全部入っているのだ。説明ならガーさんに任せておけばいい。

　それでもお客さんはまだいる。いつもならアリーチェやリルにも手伝ってもらっているのだが、今は二人ともいない。アリーチェは手が離はなせない作業中だし、リルは冒ぼう険けん者としてクエストに行っている。

　だから店内には俺とガーさんと──

「いらっしゃいませー！」

　カウンターで元気に接客しているエランティだけだ。

「合計で二〇万ガッツになります！　ありがとうございました！　よい冒険を！」

　気持ちの良い接客にお客さんも笑え顔がおで武器を借りていく。金かね勘かん定じようと接客、どちらも一級品の才能を持つエランティはカウンターにふさわしい。

　と、思っていたのだが──

「すみませんお姉さん、ちょっといいですか？　この武器なんですが……」

　ひとりの客が、カウンターに杖つえを持っていく。

「あ、えっと、武器はあたしよりもあっちの──」

　エランティは仕事を俺に振ふろうとしたのだが、俺もガーさんも別のお客さんの接客をしていて手が離せない。

「この杖なんですが、他の武器とどう違ちがうんですか？　攻こう撃げき力があるようには見えないのですが……」

「え、えっと……」

　エランティの笑顔が曇くもる。

　おいエランティ、それはずっと前に教えただろ！

　なんで商品の使い方が分からないんだよ！

「こ、これはアレです！　すごく強い鈍どん器きで、バシバシ殴なぐれば大だい丈じよう夫ぶです！」

　何テキトーな説明してんだよ！　しかも杖を持ってる手がめちゃくちゃ危なっかしくて、近くにいるガーさんの頭を掠かすめてたぞ！

「そうじゃないぞ、お嬢じようちゃん」

　横よこ槍やりを入れたのは、たった今俺が接客していた老人。

　今までのヨボヨボ歩きはどこへやら、いきなり腰こしを伸のばすとエランティから杖を奪うばい、柄えの部分を捻ひねる。

「これはの、仕し込こみ杖づえじゃ。中に剣が入っていての、隠かくして持ち歩く事ができるんじゃ。ほほう、やはりこの店にもあるじゃないか。シュッとしてて、ワシが昔使っていたヤツによう似とる。これを貸してくれんかの」

　刃やいばを眺ながめて感心している老人は、顔つきも言葉もしっかりしていた。まるで別人だ。

　あまりにも仕込み杖が似合っていたのか、冒険者も快く順番を譲ゆずってくれた。

　老人の会計を済ませ、後から来た冒険者や、ガーさんが接客していた客も全て捌さばき、ようやく忙いそがしさのピークは去った。

「うう、ごめんなさい……」

　落ち着いたところで、エランティが肩かたを落とす。

「あたし、自分で開発に協力した武器以外、全然わからなくって。今の仕込み杖もそうだけど、細かい武器の使い方とか全然分からないよ」

「うーん、言われてみればそうだな」

　アリーチェの武器はただでさえ特別製だ。俺やリルは実際に武器を振って感かん触しよくを確かめる事ができるが、エランティはそうではない。

　頭も良いし、運動神経も悪くない彼女だが、武器の使い方に関しては素人しろうとなのだ。

　そんなエランティに対し、

「教育が必要だな」

　ガーさんが、そんな事を呟つぶやいた。







　店がヒマな時間を見計らって、特訓が開始された。

「よーっし、やるぞっ！」

　気合いの入ったエランティは、ビキニアーマーを着用している。安全のために店にある鎧よろいの中で一番防ぼう御ぎよ力が高いものを選んだようだが、本人が納得しているならいいだろう。

　庭に出たエランティの手には、一いつ般ぱん的なロングソードが握にぎられている。相手は試ためし斬ぎり用のスライム人形だ。

「よし、では訓練を開始する」

　ガーさんの目が光る。

「あたしより気合い入ってない、ガーさん？」

「当然だ。これは我われの機能を試す機会でもあるからな」

　ガーさんの中にはアリーチェが作った武器の記録が全すべて入っている。攻撃力や値段はもちろん、使い方まで完かん璧ぺきにインプットされている。

　今度はそれをアウトプットしようというのだ。ガーさんが武器の使い方を指導できるようになれば、「新兵訓練サービス」ができるのではないか、という考えだ。

　エランティが実験台になったのも、そっちの理由の方が大きい。ド素人の彼女がどこまで剣を使えるようになるのか見物だが……。

「まずは武器の持ち方だ。エランティよ、まずは両手でしっかりと握り、腰を落とせ。剣の切っ先が対象の喉のど元もとに来るように構えろ」

「う、うん、やってみる。剣ってけっこう重たいね」

　エランティがロングソードを構える。素人なだけあって、重心や腕うでの位置がおぼつかない。この体勢のまま斬ったら身体からだを痛めそうだが……。

「エランティよ。右足を思いきり後ろに下げてみろ」

「こう？　なに、この格好？」

「そして、半分ほど右足を戻もどせ」

「こう？　あれ？　なんだか……」

　エランティの体勢が整っていた。重心は完璧で、剣を持つ腕も上がっている。俺が構えるのと遜そん色しよくない身体になっている。

「なんだ今の!?　どうやったんだガーさん!?」

「無理なく最適な重心にするために、最も分かりやすい方法を選んだだけだ。個人差があるので、これはエランティにしか通用しないやり方だ」

「他ほかのお客さんに指導する時は、その人に合ったやり方が分かるのか？」

「無論だ」

　すごい。なんて石像だ。

　今まで「力が欲しいか──」とかしか言わないから、きっと口くち下手べただと思っていたのに、指導に力を注げばもの凄すごく教え上手な先生じゃないか。

「よし、次の段階に移行する。エランティよ、目の前の人形を斬きるのだ」

「う、うん。うわ～、なんだか緊きん張ちようするよ」

「大きく息を吐はきながら、コテツに怒いかりをぶつけるつもりでやってみろ」

「それならできそう」

　言いたい事は山ほどあるが、これもガーさんの的確な教え方なのだろう。エランティの呼吸が落ち着いてきた。

　そしてエランティはロングソードを高く掲かかげ、

「コテツの、ばかぁ────っ！」

　大きく振り下ろす！

　その瞬しゆん間かん、強きよう烈れつな殺気を感じて俺は身を屈かがめる。

　一いつ瞬しゆん前まで俺の首があった場所を、獰どう猛もうな刃が回転しながら通り過ぎていった。そして庭のテーブルに突つき刺ささる。

「あれー、ごめん、やっちゃった！」

　舌を出して謝るエランティ。

「お前、気をつけろよ！　ていうかガーさん、持ち方の指導もちゃんとしてくれよ！」

「むぅ……今のは最適な握あく力りよくだったはずなのだが」

「最適な握力ですっぽ抜ぬけるはずがないだろ。エランティ、次はしっかりやれよ」

「大だい丈じよう夫ぶ大丈夫。任せて！」

　めちゃくちゃ信用できない言葉を吐きつつ、再度エランティが剣を構える。ガーさんに教わった通りにやったせいか、一発でちゃんと構えられている。

「コテツの、あほ───っ！」

　再びエランティが剣を振り下ろす。

　今度は俺もちゃんと見ていた。ビキニアーマーを着ているおかげで、エランティの筋肉の動きが見える。肩の力を適度に抜いて上段から振り下ろされる剣は、新兵とは思えないほど美しい動きだ。

　その動きでエランティの剣はスライム人形の右みぎ肩かたからズバッと──

　いくかと思えば、人形を固定していた台に剣けんが当たり、また手からすっぽ抜けた。

　回転する刃はガーさんの頭に刺さる。

「うわあ！　ガーさん大丈夫か!?　痛くないのか？」

「問題ない。この程度なら自動修復できる」

　俺はガーさんの頭から剣を抜くと、傷口を確かめる。本当だ、石像なのに刺さった部分がくっついている。硬かたいと思っていたガーさんだけど、やっぱりアリーチェの武器なら刺さるんだな。

「ごめんね、ガーさん！」

　エランティが素す直なおに頭を下げるが、

「いや、これは我の責任だ。正しい姿勢で斬らなかったせいでこうなったのだ。我の指導方法が間ま違ちがっていたのだろう。誰だれでも安全に使えるようにならねば、意味がない」

　逆に反省するガーさん。

　とはいえ、今のエランティの斬り方は俺の目から見ても完璧だった。何がいけなかったのだろうか……。

「よし、ならば武器を変えてみよう。次は槍やりだ。これなら外す事はない」

　スライム人形の脇わきに立てかけてあった槍を見るガーさん。うん、これなら握力が足りなくてもすっぽ抜ける事はないだろう。

「うん、これでいい!?」

　ガーさんの指導のもと、エランティが槍を持つ。やはり完璧なフォームだ。あのまま前方に走れば、どんな魔ま物ものにもまっすぐ突き刺す事ができるだろう。

「ではエランティよ、その人形を突け」

「いくよ！　コテツの、まぬけ────っ！」

　槍を構えたエランティがスライム人形に突とつ撃げきする。大きく前方に突き出した槍がスライム人形の胸に刺さる──かと思ったが、

「うわああああああっ！」

　なぜかエランティの手から槍がすっ飛んで、真後ろに立っていた俺の心臓目がけて飛んできた。

「なんでこっちに飛ぶんだよ!?」

「知らないよ！　こっちが聞きたいよ！」

　逆ギレするエランティだが、今の槍の挙動はいったい何だったんだ。まっすぐ持って前に突き出した槍が、なんで俺に飛んでくるんだ。狙ねらってもできないぞ、あんなマネ。

「ならばこれはどうだ。エランティの得意なクロスボウだ」

　ガーさんの頭の上に乗ったクロスボウ。

　これは大丈夫だろう。俺が前に赤毛のガラティーンと戦った時、クロスボウでサポートしてくれたのはエランティだった。つまり彼女はこれを使った実績があるのだ。

「そうだね！　これなら簡単だよ！　だって矢を番つがえて、引き金を引くだけでしょ？」

　余よ裕ゆうの表情でレバーを回して弦つるを引き、そこに矢を番える。準備に時間はかかるが、これだけで殺傷能力を持ってしまうのだから恐おそろしく簡単な武器である。

「でも、あの時はテキトーに狙ってたからなぁ。実際に狙いをつけた事ないよ」

「だが引き金を引くだけだ。肩の力を抜いて、照準の少し下を狙うつもりでやってみると良い」

「うん！」

　ガーさんが指導しつつ、エランティがクロスボウを放つ。

　カン、カン、と小気味よい音が二度した。

　一度目はスライム人形の台座に矢が当たる音、そして二度目は俺がとっさに用意したフライパンに矢が当たる音だ。こんな事もあろうかと持っていてよかった。

「だからなんで俺の方に飛んでくるんだよ！」

　もはやエランティは不思議そうにクロスボウを見るだけ。

　ここまで武器の才能がない人間は初めてだ。

「そういえばお前、包丁握った事はあるのか？」

「一度だけあるけど、『二度と使うな』ってお母さんが」

「ああ……」

　何が起きたのか大体想像がつく。

「まだ諦あきらめるのは早い」

　希望を捨てないガーさん。

「ここまで才能がない人間は初めてだが、逆に言えばエランティでも扱あつかえるような仕組みを作れば良いのだ。そうすれば子供でも武器が扱えるようになる」

「ポジティブだなぁ」

　子供が武器を使うのはどうなのかと思ったが、旅先で魔物に襲おそわれる事もあるから、自衛の手段として覚えてもらうのは良さそうだ。

　問題はそのためにクリアしなければならないハードルが異様に高い事だ。

「あたしもがんばるよ！　武器が使えたら、みんなの役に立てるし！」

　エランティもモチベーションを高く維い持じしている。やる気のある彼女に水を差すのは悪い気もするが……。

「そうだな、お客さんのためにもがんばるか！」

　ここで引いたらガーさんの面めん目ぼくも立たない。

　最後まで付き合うのが男というものだ。

　──と、その時は考えていたのだ。







　約二時間後。

「はっ！」

　綺き麗れいな掛かけ声と共に繰くり出される剣。斜ななめから袈け裟さ懸がけに斬きり下ろした後、返す刀で腕を斬る。もう一度正面に構えると、真一文字に払はらい、胴どうを斬り裂さく。

　ズタズタになったスライム人形を見て、アリーチェは持っていた剣を見た。

「できた！」

　あまりに嬉うれしいのか、口に出して喜んでしまい、慌あわてて口をつぐむアリーチェ。

　いや、実際に大したものだ。武器は作れても自分で使えない事に多少の不満を持っていたアリーチェだが、ガーさんの指導とマニュアルのおかげで瞬またたく間まに成長した。たった三〇分ほどの準備で、もうここまで使えるようになるとは。

「やったな、ガーさん！」

「うむ、やったぞコテツ」

　俺とガーさんは見つめ合い、互たがいの心を確かめる。もしもガーさんに動く手があったら、きっと俺たちは熱い握あく手しゆを交かわしていただろう。

『これ、お店に並べるの？』

　スケッチブックを手に、アリーチェが尋たずねる。

「ああ。武器や防具と一いつ緒しよに貸そうと思ってる」

『なら新米冒ぼう険けん者セットに組み込んだらどうかな？　こういうの必要なお客さんでしょ』

　ウチの店の常連は、ほとんどが金を持っているベテラン冒険者だ。新米冒険者はお金がなく、安い防具を借りるのが精せい一いつ杯ぱいなのだ。だけど本なら高価な値段をつけなくてもいいので、薄はく利り多た売ばいで儲もうけられるかもしれない。

「いやー……それにしても、本当に良かった……」

　マニュアルと俺たちの周囲には、さまざまなものが散らばっていた。

　折れた剣、壊こわれたテーブル、穴の空いた芝しば生ふ、散らばる俺の髪かみ、ガーさんの破は片へん、その他諸もろ々もろ──

　店の庭だけが戦場になったような凄せい惨さんな現場。

「よーし、次はどの武器を使う？　ハンマー？　弓？　まだまだ商品はあるよ！」

　その中心でいまだやる気を見せるエランティ。

「じゃあ、俺はそろそろ夕食の支し度たくをするからこれで」

「待ってよ！　他の武器のマニュアルも作るんでしょ！　まだ終わってないよ！」

「じゃあガーさん、頼たの──」

　言おうとしたところで、ガーさんの姿がない事に気づいた。

　あの野や郎ろう、瞬しゆん間かん移動で逃にげやがったな！

「さぁコテツ！　次行こう次！　今度はね、このトゲメイスなんていいんじゃないかな」

「た、助けてくれ！　死にたくないっ！」

　エランティの持つ棍こん棒ぼうのトゲが俺の服を引っかける。なんでこういう使い方だけはきちんとできるんだよ！

　──結局、マニュアルはレンタル売り上げ上位に食い込むほどの売り上げで、新米だけでなく、武器研究家やクエストのないヒマな冒険者など、新しい客層も開かい拓たくできた。

　エランティや他ほかのみんなは新商品の完成を非常に喜んでいたが、俺は四針縫ぬっただけで済んだ幸運を喜んだのだった。



































「レンタル武器屋アリーチェ２」【電子特別短編】

　秘薬の秘密のキノコサンド






　ウチの店の名物料理である、魔物肉のサンドイッチ。

　お客さんに食べやすいと好評だが、ここまで至るには様々な試行錯誤があったからこそだ。魔物肉は調理が難しく、だから安価なのだ。

　獣型の魔物だから食べられるのではないか、という単純な考えだが、獣型以外の魔物にも利用法はある。動く土塊のゴーレムの破片は建築材になったり、植物型魔物は肥料や薬になったりもする。

　魔物に捨てる所なし。

　全ての魔物が何かの素材になりえるのだ。

　──という信念で今までやってきたのだが。

　目の前に並んでいる魔物の素材はちょっと難しい。

　パープルファンガスというキノコ型の魔物の死体だ。名前の通り紫色をした巨大キノコで、全身から猛毒の胞子を噴射する恐ろしい魔物である。

　それからレッドホットグラス。こちらは植物系の魔物で、これも名前の通り赤い草だ。たまに燃えるし、やっぱり毒がある。

　この二種類の魔物が余った。

　毒系の魔物は他にもあって、皮が素材に使えたり、肉を薬に転用したりと、俺以外の人間が欲しがるので譲渡したが、この二種類だけは誰ももらわなかった。

　ということは、やはり使い道がないのだろうか……。

　いや、どんな魔物にも用途はあるはずだ。

　だから俺はパープルファンガスとレッドホットグラスをどうにかすべく、とりあえずできる事は全て試してみた。

　その結果、ビン詰めのキノコと草のおひたしができた。

　城下町の錬金術師に毒抜きの方法を教わり、解毒薬と酒を混ぜたものにキノコと毒草を入れて一週間おいたものだ。

　ビンの中は紫色に変色していたが、そこから取り出したキノコと毒草は色が抜けて白っぽくなっていた。

　それを一口サイズに切って、そこから数分間が経過する。

　……さて、これ食べられるのか？

　食べられるようにしてみたはいいけど、猛毒だった食材だぞ？

　とりあえず、冒険者に教わったやり方を試してみる。まず指の先で触れて、痺れがないか確認。しばらく待って大丈夫なら、その指を少し舐めて痺れがないか確かめる。

　大丈夫そうなら舌の上に乗せ、それでも無事なら口の中に含む。

　少しでも異常があれば吐き出すように身構えていたのだが……。

「ん？　うまい」

　毒キノコから肉汁のような芳醇な香ばしさが漂ってくる。口の中に広がる珍味は癖になりそうで、唾液がどんどん出てくる。

　そういえばこの方法を教えてくれた冒険者が言っていたな。猛毒の食材ほど美味いと感じるって。どういう理屈なんだろうか分からないけど、なんだか面白い。

　こっちのレッドホットグラスもつまんでみるが、ピリリと辛い。刺激的な味だが、食べられる。というか病み付きになる味だ。うん、これはスパイスに使えるかもしれない。

　よかった、ちゃんと毒が抜けてるじゃないか。

　もうちょっとキノコをつまんでみるか。

　ああ、いいぞこれ。うまい。

「コテツ、ちょっといいか!?　例の物ができたぞ！」

　奥の部屋からリルが呼んでいる。

　せっかくいいところだったんだけど、仕方ない。

「はいよー、今行くから待ってくれ！」

　ビンにキノコと草を密閉してから、俺は台所を出た。







　用意するのは紙とペン。それから水と武器。

　エランティが開発した攻撃力測定装置は特殊なスライムで作られた人形だ。これを武器で斬ることで、数値を測ることができる。

「はっ！」

　気合いを込めて、俺はたったいまアリーチェが作った剣を振る。確かな手応えを感じ、スライム人形は真っ二つになった。

「おっ、なかなかいいじゃないか」

　さすがアリーチェの剣だ。特に装飾のない初心者用ロングソードでも、攻撃力五〇〇も出る。これは本来ならレアモンスターが落とすマジックアイテム級の強さだ。買えば一億は下らない価値がある剣だ。

　俺は剣を構え、もう一度振る。何度か計測して、平均値を出すのだ。

「よっ！　……お？」

　先ほどは真っ二つになったスライム人形だが、今度は身体の中程に刃が食い込んだ。

　水をかければかけるほど硬くなるこのスライム、水量を調節しないとこのように切れなくなってしまうのだ。完全に切れなくなった時の水量が、そのまま攻撃力という数値になる。

　ただ、今は水量を調節していない。

　さっき真っ二つにした時と同じ水量なのだが……。

　振り方がまずかったのだろうか。

「はぁっ！」

　先ほどよりも真面目に剣を振る。力を込めるのではなく、最適な力の入れ方で刃を滑らせるのだ。

　ところが、またしてもスライム人形は切れない。

　今度は刃が少ししか食い込んでいない。

「あれ？　刃こぼれしたかな？」

　スライム人形は刃こぼれしないという利点もあるので重宝していたのだが。刃を水平にして剣を観察するが、どこも変わっていない。

「んん？　どういう事だ？」

　こんなの初めてだぞ。

　俺の調子や武器の振り方で人形が切れたり切れなかったりする事は多々あるけど、こんなに顕著に差が出るなんて、ありえない。

　まるで知らないうちに誰かがすり替えたみたいだ。

『どうしたの、コテツ』

　たまたま俺の様子を見にきたアリーチェ。

「ああ、ちょうど良かった。なんかこの武器、変なんだよ」

　俺は今しがた起きた事を細かく説明する。

　アリーチェは受け取ったロングソードを凝視して、やっぱり首をかしげる。

『変なところはないと思うよ』

「じゃあ、俺のせいかな……調子悪いのかな」

　念のため、別の武器を手に取ってみる。持ち方も重さの感じ方もいつも通りだ。体調が悪いとも思えない。

　さらにその武器で攻撃力を測ってみたが、以前と同じ数値を叩き出した。

　その後、俺がおかしいと感じた武器の攻撃力を測ってみたのだが、今度は四〇〇という数字で固定された。

『最初の一撃だけ強かったんだね』

「そうなるな……うーん、どういう事だろう」

「なんだ、どうしたのだ」

　異変を察知したのか、ガーさんが瞬間移動してくる。

　こういう不可思議な現象はガーさんに訊くのが一番だ。詳しく理論的に説明してくれるに違いない。

　俺が事情を話すと、

「うむ、それはおそらくコテツに問題があるのだろう」

「俺に？」

「最初の一撃を振る前に、何か特別な事はしなかったか？」

「いや別に、変な姿勢だったり、特殊な持ち方はしなかったぜ」

「違う、その前だ。武器を受け取り、庭に来る前に何をしていた？」

「あー、そうだな。新メニューのために毒キノコを食べたけど……ん？」

　俺だけでなく、アリーチェもハッとする。

　まさか、それが理由か？







　食べれば攻撃力が上がる食材があるかも、と聞いて真っ先に飛んできたのはエランティだった。とにかく金の匂いには敏感なのだ。

「さあコテツ！　再現して！　今すぐに！」

「んな事言われても、できるのかコレ？」

　もう一度毒キノコと毒草を口に含んでみたのだが、よく分からない。うまいという事しか判明しておらず、身体に変化があったようには感じられない。

　キノコと草のバランスの問題だろうか。

　あの時はちょっと味見をした程度で、それがこんな結果になるなんて考えていなかったのだ。

「うふふふ、もしも攻撃力が継続的に上がる料理なんて発明しちゃったら、武器よりも売れるかもしれないよ？　だって食べ物は絶対に必要なものだからね。軽食コーナーに置いたら爆売れ間違いなし！」

　目を輝かせているエランティだが、どうやったら彼女の期待に応える事ができるのか。

　前と同じ分量のキノコと草を用意して、小さなパンに挟んでみる。

　名付けて毒キノコサンド……絶対に食べたくない名前だ。

「エランティ、ちょっと味見してくれ」

「嫌だよ怖い」

「俺だって怖いよ！」

　さっきは少量だったから難を免れたかもしれないのに。

　だけど安定してお客さんに出すためには、完璧な毒抜きが大前提だ。

　いくら攻撃力が上がっても、食中毒だけは御法度だ。客商売として、これだけは守らなければならないルールだ。

「大丈夫、解毒薬ちゃんと用意してるから。安心して食べて」

「わかったよ！　食うよ！」

　自分で作った料理なのだから自分で食べるのは当然だ。味見くらいならいいが、さすがに毒味は他人にさせられない。

「いただきます！」

　俺は一口でサンドイッチを食べる。

　パンに挟んだキノコと草が、口の中で弾けるようだ。キノコのしょっぱさと、草の辛さが混ざり合い、得も言われぬ味になっている。けしてマズくない。むしろパンがなければ濃すぎるくらいだ。

「うん、やっぱりうまいな」

「ホントに？」

「ホントだって。食べてみろよ」

「明日までコテツが無事だったらね」

　その通り、毒が遅効性という可能性もある。今のところ腹は大丈夫だが……。

　とりあえず食べたので、試してみよう。俺とエランティはキッチンから庭に出て、さっそく攻撃力測定装置を試してみた。

　あらかじめ正確な攻撃力を測った剣を用いて、毒キノコサンドの効果を確かめる。

　数回斬った結果は──

「う、うん？」

　初回が攻撃力五〇〇、次が二五〇、その次が一〇〇、その次が六〇〇、次が四〇〇──てんでバラバラだ。

　ちなみにこの剣の攻撃力は三〇〇である。

「安定しないね。これじゃ売り物にならないよ」

　エランティがため息をつく。

　適当に食べただけじゃいけないのか。これは絶妙なブレンドが必要になってくるぞ。

「よしエランティ、俺はもうちょっと研究するぞ。売れそうな新メニューを作るまで引き下がれるもんか」

「おっ、さすがウチのシェフ！」

　おだてるエランティだが、俺は別に料理人じゃないぞ。

　だけど軽食コーナーで美味しそうに食べるお客さんを見ていると、自然と笑顔になるのも事実。これは武器屋でも同じだけど、やっぱり誰かを満足させたいという気持ちは揺るがない。

「よーし、完成するまで試し続けるぞ！」

　それから一日中、俺はキッチンに篭もって研究を続けた。

　やはり調理の基本となるのはパープルファンガスだ。このキノコの濃い味は、タレつきの肉に匹敵する。ここにレッドホットグラスを少量加えてスパイスにする。この二つだけでなく、野菜も加える。

　先ほどはサンドイッチにしてみたが、今度はサラダだ。

　試しに食べてみる。レタスにくるんだキノコと草。

「ん、これは今までで一番いいかも！」

　濃い味の食材がレタスで中和されて、とてもいい塩梅になっている。

　うん、味は完璧だ。

　問題は効果だ。

「今度こそ成功させてみせる！」

　すぐにキッチンから庭に飛び出し、さっきと同じ剣を握る。数回スライム人形を斬り、その数値を計測したが──やっぱりダメだった。むしろさっきより振れ幅が大きい。

「くそっ、もう一度だ！」

　ダメだと分かった瞬間、俺はキッチンに戻って新しい料理を試す。

　今度はサラダの中のキノコの量を減らしてみた。若干、薄味になったが、まだまだ美味しいと思う。

「次はどうだ!?」

　また庭にダッシュして、試し切り。

　今度はブレ幅が少なく、攻撃力は少しだけ上昇傾向にあるが、本当に少ししか上がらない。この方向性で行けばいいのか。

「ええい、ならキノコを少なめにして！」

　またキッチンに戻った俺はキノコを細かく刻み、これと刻んだ草を合わせてパンに塗りつける。ペーストに近いものだが、これはこれで美味い。

「さあ、試し斬りだ！」

　また庭に走る。

　俺は近くにあった斧を手にして、スライム人形に殴りかかる。

　今度は攻撃力が減った。量が少なかったのか。

　またキッチンに戻り、水と混ぜたものを飲む。む、これはマズい。

「次……！」

　庭に出て、弓を持つ。

　動き回るスライム人形が襲いかかってくる。

　俺は弓を使って飛び回るスライム人形を叩き落とし、その肉を囓る。うまい。

「コテツよ！　汝は何をしているのだ!?」

　なんでガーさんが美少女の姿をしているんだ。うわ、そんな裸同然の姿で来ちゃダメだって。もっとガーさんらしく毛深い格好をしなきゃ。

「コテツ……なのか？　なんだその格好は、おい、しっかりしろ！」

　リルが何か言っている。相変わらず美人だなぁ、リルは。

『コテツ！　コテツ！』

　アリーチェが俺にしがみついている。

　みんなどうしちゃったんだ。

　俺はただ──ええと、なんだっけ？

　キノコが食べたいんだ。

　あの毒キノコと、赤い草が……。







「はっ!?」

　気がつけば、知らない場所にいた。

　あたりはすっかり夜。

　見回してみると、遠くに城壁が見える。てことは、ここは城下町の外なのか？

　さらに周囲にはクレーターのような穴が空いており、複数の魔物が倒れている。しかも高さ数メートルはありそうな巨大イノシシや、巨大狼だらけだ。

　で、俺はというと、なぜかビキニアーマーを着ている。

　手に持っているのはフライパンだ。

　状況から考えて、俺がこの魔物の死体やクレーターを作り出したのだろうが……。

「俺……何やったんだ？」

　まったく記憶がない。

　店の庭で実験をしていたはずなのだが……？

「コ、コテツ。無事か？」

　呼ばれて振り返ると、遠くにリルがいた。巨大な盾の陰に隠れている。リルだけでなく、アリーチェとエランティ、それにガーさんもいた。

「……なぁ、何があったのか説明してくれないか？」

『知らない方がいいと思うよ』

　困惑した表情のアリーチェ。

「うむ。コテツよ。今日の事は忘れるのだ。汝が無事で良かった」

「私たちは何も見なかった。それでいいじゃないか。コテツが生還できて何よりだ」

　いつも俺に厳しいガーさんとリルがやけに優しい言葉をかけてくるのが、逆に恐ろしいんだけど。

「それにしても、この状況は……」

　あの破壊の痕跡──

　そして俺にみなぎるこのパワー──

　導き出される結論は、ひとつ。

「……成功だな！」

「いや大失敗だよ！」

　エランティから激しいツッコミを受けた。

　なぜだ。効果は出ていたのに。

「副作用が出る薬なんて売れないよ！　この件はナシ！」

「俺は料理じゃなくて薬を作らされていたのか……」

　味は完璧に仕上げられそうなんだが、やっぱりお客さんには出せないか。

　なんだか勿体ない気もするけど、仕方ない。

「でもあとでレシピ教えてね」

「待てエランティ、何に使うつもりだ」

　俺の質問には答えず、エランティは軽快な足取りで先に行ってしまう。

　失敗作でも何かに使おうとする、その心意気は大したものだ。

『コテツ、本当に身体なんともない？　どこか痛くない？』

　アリーチェが心配そうな目で見つめてくる。俺、そんなに身体を痛めるような事をしでかしたのか。

「大丈夫だよ、今のところは」

『よかった』

　考えてみれば、アリーチェの武器があればドーピングなんてする必要ないんだよな。武器そのものが増強剤みたいなものだし。

『とりあえず、これかぶろう』

　アリーチェが貸してくれたのは、毛布。

　やけに寒いと思ったら、なんで俺ビキニアーマーなんて着てるんだよ！

　何度も礼を言って毛布で身体を隠し、俺たちは家路につく。

　もう毒料理はコリゴリだ。




　次の日、なぜかお客さんが増えた。

　理由を聞いたところ、昨日の夜に城下町の外で暴れている俺を見て、もの凄く強い新型武器ができたと思われたらしい。

　売り上げは伸びたので、結果オーライとしておこう。
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